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論
文
要
旨

　

本
稿
で
は
﹆
平
安
中
期
の
歌
人
・
漢
学
者
で
﹆
時
に
文
人
と
も
紹
介
さ
れ
る
源

順
を
取
り
上
げ
﹆
従
来
殆
ど
注
目
さ
れ
て
い
な
い
あ
る
一
つ
の
技
法
を
取
り
上
げ

て
論
じ
た
。
即
ち
﹆
源
順
の
作
に
な
る
﹁
歌
の
序
﹂
お
よ
び
和
歌
に
み
ら
れ
る
﹆

元
歌
に
対
し
て
意
図
的
に
対
照
的
表
現
を
成
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
〝
対
句
的
和

歌
〟︵﹁
対
の
和
歌
﹂︶
と
で
も
呼
べ
る
技
法
に
焦
点
を
あ
て
て
﹆
そ
の
詠
作
事
例

を
段
階
的
に
掘
り
起
こ
し
﹆
そ
の
文
学
史
的
意
義
を
検
討
し
た
。

　

漢
詩
・
詩
序
な
ど
漢
文
世
界
の
対
句
技
法
に
倣
い
﹆
そ
の
技
法
を
和
歌
・
歌
の

序
へ
応
用
し
て
﹁
和
﹂
化
さ
せ
た
そ
の
実
践
作
は
﹆
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る

彼
の
漢
詩
・
漢
文
技
法
の
応
用
の
事
績
│
│
﹁
詩
序
﹂
か
ら
﹁
歌
の
序
﹂
へ
﹆

﹁
探
韻
﹂
か
ら
﹁
探
字
﹂﹁
押
韻
﹂
へ
﹆﹁
回
文
﹂
詩
な
ど
か
ら
﹁
雙
六
盤
歌
﹂﹁
碁

盤
歌
﹂
へ
の
応
用
│
│
の
一
つ
と
し
て
加
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
﹆

単
な
る
本
歌
取
り
的
和
歌
と
は
別
の
﹆
漢
詩
の
対
句
を
意
識
的

0

0

0

に
和
歌
化
さ
せ
た

技
法
で
あ
り
﹆﹃
古
今
和
歌
集
﹄
仮
名
序
や
紀
貫
之
の
﹁
歌
の
序
﹂
で
の
事
例
を

発
展
さ
せ
﹆
さ
ら
に
よ
り
高
度
な
水
準
ま
で
彫
琢
さ
せ
た
も
の
と
し
て
改
め
て
評

価
さ
れ
る
べ
き
斬
新
な
技
法
で
あ
っ
た
と
位
置
付
け
た
。

　

そ
の
点
で
﹆
順
に
対
す
る
従
来
の
評
価
が
必
ず
し
も
十
分
で
な
い
こ
と
を
確
認

し
﹆
単
に
﹁
和
漢
に
通
じ
た
当
代
随
一
の
漢
学
者
﹂
と
い
う
だ
け
に
留
ま
ら
ず
﹆

﹁
漢
﹂
の
技
法
を
﹁
和
﹂
化
さ
せ
た
質
・
量
・
多
様
性
の
点
に
お
い
て
﹆
当
代
随

一
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
︵【
表
2
】
参
照
︶。
そ
の
事
績
は
﹆
和
歌
文
学
史
上
﹆

貫
之
﹆
公
任
に
並
ぶ
も
の
と
し
て
改
め
て
顕
彰
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
︻  

源
順
﹆
探
字
﹆
押
韻
の
和
歌
﹆
対
句
的
和
歌
﹆
歌
の
序
﹆
詩
序

の
和
化
︼

○
﹁
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
源
順
集
の
和
歌
作
品
は
順
の
漢
文
学
的
な
教
養
を
強
く

反
映
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
り
﹆
和
漢
の
両
方
の
世
界

に
出
入
し
た
文
人
と
し
て
﹆
貫
之
の
あ
と
を
う
け
﹆
公
任
の
先
蹤
と
な
る

人
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。﹂
川
口
久
雄
︵1959

︶

○
﹁
順
の
文
章
は
日
中
両
国
の
文
体
の
融
合
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
︵
後
略
︶﹂

小
沢
正
夫
︵1963

︶﹃
古
代
歌
学
の
形
成
﹄﹁
仮
名
序
﹂

○
﹁
偉
業
・
連
作
に
特
色
を
み
る
和
歌
も
﹆
好
忠
﹆
恵
慶
等
と
と
も
に
個
性
的

な
新
し
い
型
の
歌
人
の
誕
生
を
告
げ
て
い
る
。
そ
の
和
漢
両
様
に
わ
た
る

活
躍
は
﹆
次
代
の
藤
原
公
任
の
先
蹤
の
人
と
な
っ
た
。﹂
杉
谷
寿
郎

︵1976

︶﹃
中
古
の
文
学
︵
日
本
文
学
史
2
︶﹄

○
﹁
和
漢
に
わ
た
る
当
代
随
一
の
博
学
・
博
才
の
人
で
あ
り
﹆
言
葉
の
修
辞
的

才
能
に
す
ぐ
れ
て
い
た
。︻
中
略
︼
言
語
遊
戯
の
技
巧
に
長
じ
﹆
当
時
の
和
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歌
の
新
し
い
動
向
を
導
く
も
の
で
あ
っ
た
。﹂
藤
岡
忠
美
︵1983

︶﹃
日
本

古
典
文
学
大
辞
典
﹄﹁
源
順
﹂

○
﹁
順
は
漢
学
者
と
し
て
蛍
雪
の
功
を
積
ん
で
得
た
学
殖
と
方
法
を
﹆
自
国
の

言
語
・
詩
歌
・
文
化
の
研
究
そ
の
も
の
に
応
用
し
ま
し
た
。
こ
の
点
で
﹆

彼
は
後
代
の
大
国
学
者
と
讃
え
ら
れ
る
﹆
親
房
﹆
契
沖
＊
﹆
真
淵
＊
﹆
宣

長
＊
た
ち
の
先
学
の
そ
の
ま
た
鼻
祖
と
称
せ
ま
し
ょ
う
。﹂
ベ
ル
ナ
ー
ル
・

フ
ラ
ン
ク
︵1998
︶﹃
風
流
と
鬼
﹄﹆
＊
の
生
没
年
記
載
を
略
︶

1　
は
じ
め
に

　

源
順
の
事
績
へ
の
評
価
に
﹆
冒
頭
に
引
用
し
た
よ
う
な
高
い
評
価
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
賛
辞
に
比
し
て
﹆
文
学
関
係
の
辞
書
類
に
お
け
る
源
順
の
評
価
は
﹆

必
ず
し
も
同
水
準
と
は
思
い
に
く
い
。
例
え
ば
﹆
そ
の
一
例
を
次
に
示
し
て
み

る
が
﹆
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
﹆
そ
の
特
異
な
﹁
技
巧
的
﹂
に
走
る
特
徴
と
﹆
社

会
的
な
不
遇
を
か
こ
つ
表
現
や
行
動
の
方
に
焦
点
が
あ
る
よ
う
な
紹
介
記
事
に

な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

○
﹃  

日
本
古
典
文
学
大
事
典
﹄﹁
源
順
﹂
大
曾
根
章
介
ほ
か
編
︵1998
︶
明

治
書
院

﹁︻
評
価
︼
王
統
の
家
門
や
学
識
に
比
し
て
﹆
藤
原
氏
政
権
の
勢
力
圏
外
に
置

か
れ
た
不
遇
・
沈
淪
の
嘆
き
が
和
漢
の
順
作
品
の
基
調
に
存
在
。
言
語
遊

戯
的
・
技
巧
的
な
作
風
も
目
立
つ
が
﹆
字
訓
詩
・
雑
言
詩
・
歌
や
﹆
天
地

歌
﹆
順
の
創
始
と
さ
れ
る
雙
六
盤
歌
以
下
の
異
形
の
作
品
は
﹆
自
己
顕
示

の
所
産
で
も
あ
る
が
﹆
旧
套
を
排
し
独
創
的
・
個
性
的
で
あ
る
。︵
増
淵
勝

一
氏
執
筆
︶

　

も
ち
ろ
ん
﹆
冒
頭
に
敢
え
て
研
究
書
等
か
ら
列
挙
し
た
よ
う
に
﹆
高
い
評
価

を
記
録
す
る
も
の
も
あ
る
が
﹆
そ
の
よ
う
な
評
価
の
記
載
が
な
く
﹆
せ
い
ぜ
い

そ
の
個
性
的
な
技
巧
の
み
を
記
載
す
る
に
留
め
る
も
の
も
少
な
く
な
い
の
で
あ

る
。

　

○
﹃
和
歌
大
辞
典
﹄﹁
源
順
﹂
犬
養
廉
・
井
上
宗
雄
ほ
か
編
︵1986

︶
明
治

書
院

﹁
文
人
と
し
て
虚
飾
を
捨
て
旧
套
を
排
す
る
表
現
を
し
た
よ
う
に
﹆
好

忠
・
恵
慶
ら
と
と
も
に
個
性
的
な
新
し
い
型
の
歌
人
で
あ
る
。﹂︵
杉
谷

寿
郎
氏
執
筆
︶

　

総
じ
て
こ
れ
ら
の
よ
う
に
そ
の
﹁
技
巧
的
﹂﹁
不
遇
﹂
の
面
の
方
に
重
点
が

あ
る
記
述
が
目
立
つ
こ
と
は
否
定
し
が
た
い
で
あ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
﹆
そ
の
よ
う
な
源
順
を
取
り
上
げ
﹆
従
来
殆
ど
注
目
さ
れ
て
い
な

い
あ
る
一
つ
の
技
法
﹆
即
ち
﹁
歌
の
序
﹂
お
よ
び
和
歌
に
み
ら
れ
る
﹁
対
句
的

和
歌
﹂
と
で
も
呼
べ
る
対
称
的
表
現
の
和
歌
を
形
づ
く
る
技
巧
に
焦
点
を
あ
て

て
﹆
そ
の
文
学
史
的
意
義
を
検
討
し
て
み
た
い
。
そ
の
よ
う
な
技
巧
の
段
階
的

詠
作
事
例
を
掘
り
起
こ
し
﹆﹃
古
今
和
歌
集
﹄
仮
名
序
や
紀
貫
之
の
﹁
歌
の
序
﹂

を
発
展
さ
せ
﹆
漢
詩
・
詩
序
な
ど
漢
文
世
界
の
技
法
を
和
歌
・
歌
の
序
へ
応
用

し
﹁
和
﹂
化
さ
せ
た
そ
の
実
践
作
を
ま
ず
は
確
認
し
て
み
た
い
。
そ
し
て
﹆
そ

れ
は
﹆
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
彼
の
応
用
の
業
績
│
│
﹁
詩
序
﹂
か
ら

﹁
歌
の
序
﹂
へ
﹆﹁
探
韻
﹂
か
ら
﹁
探
字
﹂﹁
押
韻
﹂
へ
﹆﹁
回
文
﹂
詩
な
ど
か
ら

﹁
雙
六
盤
歌
﹂﹁
碁
盤
歌
﹂
へ
の
応
用
│
│
な
ど
の
試
み
に
加
え
ら
れ
る
も
の
で
﹆
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単
な
る
本
歌
取
り
的
和
歌
と
は
別
の
﹆
漢
詩
の
対
句
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
と

し
て
﹆
改
め
て
再
評
価
さ
れ
る
べ
き
斬
新
な
技
法
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
み

た
い
。

　

あ
わ
せ
て
﹆
源
順
が
﹆
単
に
﹁
和
漢
に
通
じ
た
当
代
随
一
の
漢
学
者
﹂
と
い

う
だ
け
に
留
ま
ら
ず
﹆﹁
漢
﹂
の
技
法
を
﹁
和
﹂
化
さ
せ
た
質
・
量
・
多
様
性

の
点
に
お
い
て
﹆
さ
ら
に
よ
り
高
度
な
水
準
ま
で
彫
琢
さ
せ
た
と
も
言
わ
れ
る

よ
う
に
﹆
貫
之
﹆
公
任
な
ど
に
並
ぶ
も
の
と
し
て
﹆
改
め
て
顕
彰
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
み
た
い
と
思
う
︵【
補
注
4
】
の
資
料
参
照
︶。

2　
源
順
に
お
け
る
漢
文
の
技
巧
と
歌
へ
の
応
用

　

源
順
の
漢
詩
は
多
く
﹆
次
の
よ
う
な
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
︵【
表
1
】
参

照
︶。

　
【
表
1
】
源
順
漢
詩
文
表　
︵
原
田
真
理
︵1979

︶︶

︵︻
表
1
︼
は
原
田
真
理
︵1979

︶
を
も
と
に
構
成
を
若
干
変
更
し

た
も
の
で
あ
る
。︶

　

当
代
随
一
の
漢
学
者
と
も
言
わ
れ
る
が
﹆
漢
詩
だ
け
で
な
く
﹆﹁
梨
壺
の
五

人
﹂
に
選
ば
れ
た
だ
け
あ
っ
て
﹆
歌
も
多
く
︻
注
1
︼﹆
そ
れ
へ
の
評
価
も
高

い
。
注
目
さ
れ
て
き
た
の
は
﹆
漢
詩
の
様
々
な
技
法
を
和
歌
へ
応
用
し
た
そ
の

技
巧
で
あ
る
。

　
︻
表
2
︼
は
﹆
漢
詩
の
形
式
や
技
法
を
歌
へ
応
用
し
た
事
例
と
し
て
﹆
先
行

研
究
︵
末
尾
参
考
文
献
参
照
︶
に
て
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
事
例
に
﹆
改
め
て
安

部
の
解
釈
を
加
え
て
一
覧
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
一
覧
化
し
た

も
の
と
し
て
は
初
め
て
の
試
み
と
な
ろ
う
。

　
【
表
2
】　
源
順
の
﹁
漢
か
ら
和
へ
﹂
の
実
作
事
例

︵
安
部
作
成
﹆︻　

︼
内
は
本
稿
﹁
参
考
文
献
﹂
の
先
行
研
究
︶

　
　

＊  

そ
の
漢
詩
の
形
式
や
技
法
は
﹆
便
宜
的
に
分
類
し
﹆
配
列
し
た
も
の
で

あ
る
が
﹆
以
下
の
内
容
に
な
る
。

　
1　

詩
序
の
形
式

　
2　

探
韻

　
3　

皎
然
の
詩
集
︵
の
応
用
︶

　
4　
﹁
千
字
文
﹂
形
式

　
5　

回
文
︵
広
義
の
回
文
形
式
︶

　
6　

押
韻
︵
平
仄
︶

　
7　

対
句
表
現

　
8　

蟬
聯
体
︵
蟬
聯
格
︶︵
つ
ら
ね
歌
︶︵
こ
れ
は
曽
根
好
忠
に
よ
る
。
源
順

で
は
確
認
で
き
な
い
。︶

　
︻
表
2
︼
に
は
﹆
対
応
す
る
源
順
の
作
品
を
挙
げ
て
お
い
た
。
源
順
の
い
わ

ゆ
る
﹁
碁
盤
歌
﹂﹁
雙
六
歌
﹂
は
﹆
い
わ
ゆ
る
回
文
の
応
用
的
技
巧
で
遊
戯
的

と
も
言
わ
れ
る
例
で
あ
る
が
﹆﹁
ゆ
ふ
だ
す
き
体
﹂︵
山
岸
徳
平
︵1971

︶︶
と

い
う
呼
称
も
見
ら
れ
﹆
形
式
と
し
て
の
名
称
が
固
定
し
て
い
な
い
面
も
あ
る

︻
注
2
︼。
本
稿
で
は
﹆
あ
く
ま
で
便
宜
的
に
﹆
先
行
研
究
に
お
け
る
仮
称
的
呼
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【
表
1
】
源
順
漢
詩
文
表
（
原
田
真
理
（
1

9

7

9
）
の
配
置
を
改
編
し
西
暦
を
追
加
）

＊
倭
名
類
聚
抄
序
は
、
箋
注
倭
名
類
聚
抄
に
よ
る
。

＊
諷
誦
文
は
朝
野
群
載
に
よ
る
。

△
は
一
部
、
▲
は
そ
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

連
番

西
暦

元
号
　
製
作
時
期

題

内
裏
詩
合

扶
桑
集

本
朝
文
粋

類
聚
句
題
集

和
漢
朗
詠
集

新
撰
朗
詠
集

日
本
詩
紀

関
係
者

1

9 

7 

0
〜
9 
7 

3

天
禄
年
間

河
原
院
賦

○

△

2

詠
庭
前
三
物

○

○

3

宇
訓
詩

○

○

4

詠
女
郎
花

○

○

○

5

9 

5 

9

天
徳
3
年

秋
光
変
山
水

○

△

▲

○

6

9 

5 

9

天
徳
3
年

蛬
声
入
夜
催

○

△

○

7

9 

5 

9

天
徳
3
年

松
江
落
葉
波

○

○

8

詠
白

○

○

9

花
裡
寄
春
情

○

○

10

対
雨
恋
月

○

△

○

11

尋
花
傍
水
行

○

○

12

偶
得
幽
閉
境

○

○

13

霜
天
聞
夜
鶴

○

△

△

○

14

歳
寒
知
松
貞

○

△

○

15

月
光
疑
夜
雪

○

○

16

掬
水
皆
花
気

○

○

17

花
繁
鳥
度
遅

○

○

18

風
軽
花
落
遅

○

○

19

梅
近
香
入
窓

○

○

20

暮
春

○

○

21

山
榴
艶
似
火

○

○

22

山
寺
九
月
尽

○

○

23

夏
日
遊
般
若
寺

○

○

24

（
一
行
斜
鴈
雲
端
滅
）

○

○

25

遊
女

○

○

26

葉
下
風
枝
疎

○

○

27

落
葉
泛
寒
流

○

○

28

愛
火
還
憐
雪

○

○
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29

賀
門
署

○

○

30

無
尾
牛
歌

○

31

9 

7 

0
以
後

天
禄
以
後

鳥
養
有
三
詩

○

32

高
鳳

○

33

9 
3 
8
初

天
慶
初

五
嘆
吟
併
序

○

△

34

9 

7 
6

天
延
4
年

申
淡
路
守
状

○

35

9 

8 

0

天
元
3
年

申
伊
賀
伊
勢
等
守
状

○

36

9 

7 

6

天
延
4
年

時
加
一
階
状

○

藤
原
明
子

37

9 

5 

4

天
暦
8
年

沙
門
敬
公
集
序

○

△

（
橘
在
列
）

38

9 

3 

1
〜
9 

3 

5

承
平
1
～
5
年

倭
名
類
聚
抄
序

勤
子
内
親
王

39

陪
第
七
親
王
読
書
閣
僚
賦
弓
勢
月
初
三

○

具
平
親
王

40

於
奨
学
同
賦
春
生
霽
色
中

○

△

41

9 

6 

1

応
和
元
年

陪
都
督
大
王
華
亭
賦
今
年
又
有
春

○

△

△

○

章
明
親
王

42

於
仏
性
院
惜
秋

○

△

藤
納
言

43

遊
淳
和
院
同
賦
波
動
水
中
山

○

44

与
王
才
過
貞
上
人
禅
房
翫
庭
前
水
石

○

王
才
子
、
貞
上
人

45

9 

6 

6

康
保
3
年

陪
右
親
衛
源
将
軍
初
読
論
語

○

○

△

○

源
延
光

46

賀
禄
綿

○

47

9 

6 

2
・
9 

6 

3

応
和
2
・
3
年

於
西
宮
池
亭
同
賦
開
花
己
匝
樹

○

源
高
明

48

於
浄
闍
梨
洞
房
同
賦
花
光
水
上
浮

○

△

49

9 

7 

2

天
禄
3
年

遊
白
河
院
同
賦
花
影
泛
春
池

○

藤
原
済
時

50

9 

7 

9

天
元
2
年

陪
上
州
大
王
う
池
亭
同
賦
度
水
落
花
来

○

盛
明
親
王

51

9 

5 

4

天
暦
8
年

於
栖
霞
寺
同
賦
霜
葉
満
林
紅

○

△

重
明
親
王

52

過
源
才
子
文
亭
同
賦
紅
葉

○

源
文

53

於
神
泉
苑
同
賦
葉
下
風
枝
疎

○

△

54

遊
五
覚
院
同
賦
紫
藤
花
落
鳥
関
関

○

55

9 

7 

1

天
禄
2
年

遊
白
院
同
賦
秋
花
逐
露
開

○

△

藤
原
済
時

56

餞
別

○

57

行
旅

○

58

翫
前
庭
紅
梅

59

9 

5 

1

天
暦
5
年

奉
公
文

○

△

60

9 

5 

1

天
暦
5
年

禁
制
闌
入
事

○

61

9 

4 

7

天
暦
元
年

諷
誦
文
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【
表
2】　

源
順
の
「
漢
か
ら
和
へ
」
の
実
作
事
例
　（
安
部
編
、【
　
】
内
の
先
行
研
究
は
安
部
（
2022、

本
稿
）
の
参
考
文
献
参
照
）

中
国

日
本

日
本

の
先

行
者

／
あ

る
い

は
源

順
以

後
の

作
成

者
源

順
日

本
の

詩
・

歌
で

の
作

成
時

期
備

考

1
詩

序
　

①
「

歌
の

序
」（
仮
名
文
の

和
歌
の
「
序
」、「

歌
序
」）

『
古

今
和

歌
集

』
仮

名
序
＞
　

紀
貫

之
「
大
堰
川
行
幸
和
歌

序
」
＞
　

源
順

「
松

声
入

夜
琴

の
う

た
の

序
」【

小
沢

正
夫

（
1963）『

古
代
歌
学

の
形
成
』
＞
山
本
真
由
子

（
2013）】

●
順

「
西

宮
紅

梅
の

歌
の

序
」『
源

順
集
』【
川
口
久
雄
（

1959）】、
●

順
「

松
声

入
夜

琴
の

う
た

の
序

」
『
源
順
集
』【
小
沢
正
夫
（

1963）】、
●

順
「

冬
日

お
ほ

ゐ
が

は
に

あ
そ

び
て

～
う

た
の

序
」（
大
堰
川
遊
覧
時

の
「
う
た
の
序
」『
三
十
撰
』
識
語
）、

●
順

、
逸

文
「

順
が

『
仮

名
の

序
』

に
も

～
」『

奥
義

抄
』（
巻
下
・
釈
、

「
古
今
歌
百
十
六
首
・
恋
一
」、
四
十

三
）　【

山
本
真
由
子
（

2013）】

《「
歌

の
序

」
年

譜
》
●

948～
953（

天
暦
三
～
七
）
年
頃
源
順

「
西
宮
紅
梅
の
歌
の
序
」、
◎

972（
天
禄
三
）
年
源
順
『
規
子
歌

合
』「
歌
合
日
記
」

19083詞
書
、　
●

976（
貞
元
元
）
年

10月
27日

源
順
「
松
声
入
夜
琴
の
う
た
の
序
」、
●
同

976
年
同
夜
恵

慶
「
東
山
浄
土
寺
歌
会
の
和
歌
序
」『
恵
慶
集
』、
●

977（
貞
元

2）
年
曾
禰
好
忠
「
左
大
臣
藤
原
頼
忠
主
宰
の
前
栽
歌
合
」（
十
巻
本

歌
合
・
巻
八
）、
●

985（
永
観
三
）
年
「
円
融
院
紫
野
御
幸
で
の

献
平
兼
盛
の
和
歌
序
」『
兼
盛
集
』
Ⅰ
〔
一
〕、
●
同
じ

985
年
頃

か
と
推
定
「
暮
れ
の
春
、
は
る
か
に
山
の
桜
を
見
る
」『
恵
慶
集
』

和
歌
序

2篇
の

1つ
、
●
橘
正
通
「
応
詔
和
歌
序
」『
扶
桑
拾
遺
集
』

巻
一
（
●

1172（
承
安
二
）
年
藤
原
清
輔
主
催
白
河
和
歌
尚
歯
会
で

の
清
輔
の
「
和
歌
序
」）【
こ
の
欄
の
●
印
は
山
本
真
由
子
（

2013）
に
、
◎
は
小
沢
正
夫
（

1963）
に
よ
る
】

【
順
以
外
の
歌
の
序
は
】

「
総
じ
て
、
対
句
の
要
件

【
で
あ
る
：
引
用
者
】

（
A
）

文
法

的
機

能
を

ひ
と

し
く

す
る

と
い

う
点

で
、

源
順

の
「

う
た

の
序

」
ほ

ど
の

緊
密

さ
に

は
欠

け
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。」　

【
山
本
真
由
子
（

2013）】

2
詩

序
　

②
「

歌
の

序
」（
仮
名
文
の

和
歌
の
「
序
」、「

歌
序
」）

『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
＞
　

紀
貫
之
「
大
堰
川
行
幸
和
歌

序
」
＞
　

源
順

「
西

宮
紅

梅
の

歌
の

序
」【

川
口

久
雄

（
1959）

＞
丹
羽
博
之

（
1985）

＞
山
本
真
由
子

（
2013）】

　
　（

同
上

）
　

　（
同

上
）

　
　（

同
上

）

3
押

韻
　（

平
仄

）
押

韻
（

末
尾

の
仮

名
）

【
川
口
久
雄
（

1959）】
順

「
西

宮
紅

梅
和

歌
の

序
」【
川
口

久
雄
（

1959）
＞
丹
羽
博
之

（
1985）

＞
山
本
真
由
子
（

2013）】

「
恵
慶
集
」
に
も
あ
り

4
探

韻
（「

題
中

取
韻

」）
【
川
口
久
雄
（

1959）】
探

字
（

1
字

相
当

）
　

【
川
口
久
雄
（

1959）
＞
丹
羽
博
之
（

1985）
＞
山
本
真
由
子

（
2013）】

か
な

2
文

字
の

単
語

（
漢

字
1

文
字

相
当

）：『
能
宣

集
』「
露
」、『

実
方
集
』

「
跡
」
／
（
源
順
の
後
）『
散

木
奇
歌
集
』「
船
」【
丹
羽
博

之
（

1985）】

か
な

1
文

字
の

探
字
：《
合
計

3

例
》
①
「

な
文
字
」（

49番
、「
五

月
雨
ふ
る
日
～
」）、

②
「

く
文
字
」

（
98番

、「
大
納
言
～
」）、

③
「

こ
文
字
」（「

西
宮
紅
梅
和
歌
の
序
」）

『
源
順
集
』【
丹
波
（

1985）】

《
948～

976
年

の
間

頃
に

集
中

》
①
応
和

3年
～
天
延
年
間

（
962～

976）、
②
天
延

3（
975）

年
、
③
天
暦

2～
7（

948
～

953）
年
【
丹
羽
（

1985）】（
参
考
：

A
『
実
方
集
Ⅱ
』

42「
探

字
」
の
和
歌
「『

あ
と
』
と
い
ふ
文
字
を
～
あ
き
の
の
に
～
」
花
山

院
東
宮
時
代
（

969～
984

頃
）、

B
延
光
邸
で
の
探
韻
の
賦
詩

も
966（

康
保
三
）
年
夏
）【
丹
羽
博
之
（

1985）】

5
皎

然
の

詩
集

に
お

け
る

作
品

様
式

か
（「

十
列

式
」「

雑
纂

式
」

の
様

式
）【

川
口

久
雄

（
1959）】

「
十

列
式

」「
雑

纂
式

」
「

も
の

は
つ

け
式

」
の

様
式
【
川
口
久
雄

（
1959）】

『
古
今
六
帖
』「
人
の
心
は
い

か
が
た
の
ま
む
」【
川
口
久

雄
（

1959）】

「
世

の
中

を
何

に
た

と
へ

む
」
の
初

句
二
句
に
よ
る
連
作

10首
満
誓
沙
彌

「
世

の
中

を
何

に
た

と
へ

む
」（
萬
葉
集
　
三

-351）
に

よ
る
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6
「

千
字

文
」

式
（「

開
蒙

要
訓

」）【
川

口
久

雄
（

1959）】

冠
（
歌
頭
）
部
分
の
み
：
曽

禰
好
忠
？

沓
・

冠
両

方
：「
あ
め
つ
ち
」『
源
順

集
』
の
歌
に
て
伝
わ
る

7
回

文
①
（
単
純
な
回

文
）

回
文

「
本
朝
文
粋
巻
十
二
の
良
香

の
銚
子
銘
、
文
時
の
剣
銘
や

長
谷
雄
の
盃
銘
・
硯
銘
な
ど

の
例
を
古
し
と
す
る
」【
川

口
久
雄
（

1959）】

《
具

体
例

》
洞
庭
楊
氏
版
「
正
續
合
鐫
回
文
類
聚
」
や
仇
東
之

跋
「
織
錦
回
文
詩
」
な
ど
【
川
口
久
雄
（

1959）】、「
晋
の
時

代
か
ら
流
行
」「
前
秦
の
符
堅
時
代
の
蘇
若
蘭
」【
山
岸
徳
平

（
1963）『

回
文
錦
字
詩
』】、【

五
島
和
代
（

1967）『
回
文
類

聚
』】

8
回

文
②

、
玉

連
還

・
織

錦
回

文
璇

璣
図

詩
（

回
文

織
錦

詩
、

織
錦

回
文

）
な
ど
か
ら
か

【
川

口
久

雄
（

1959）】

雙
六

盤
歌
（
回
文
の
遊

戯
的
変
形
の
一
種
、

「
ゆ

ふ
だ

す
き

体
」
と

も
）【
山
岸
徳
平

（
1963）】

「
本
朝
文
粋
巻
十
二
の
良
香

の
銚
子
銘
、
文
時
の
剣
銘
や

長
谷
雄
の
盃
銘
・
硯
銘
な
ど

の
例
を
古
し
と
す
る
」【
川

口
久
雄
（

1959）】

雙
六

盤
歌
『
源
順
集
』

　（
同

上
）

9
回

文
③

（
同

上
）

碁
盤

歌
（
回
文
の
遊
戯

的
変
形
の
一
種
）

　（
同

上
）

碁
盤

歌
『
源
順
集
』

　（
同

上
）

10
対

句
　

①
対

句
的

表
現
　【
川
口

久
雄
（

1959）
／
山
本

真
由
子
（

2013）】

『
古

今
和

歌
集

』
仮

名
序

＞
　

紀
貫

之
「

大
堰

川
行

幸
和

歌
序

」

順
「

西
宮

紅
梅

和
歌

の
序

」【
川
口

久
雄
（

1959）】、
順

「
松

声
入

夜
琴

の
う

た
の

序
」【
山
本
真
由
子

（
2013）】

11
対

句
　

②
対

句
的

和
歌

（「
対

の
歌

」）【
安
部
清
哉

（
2018）】

◎
『

貫
之

集
』

延
喜

二
年

屏
風

歌
に

対
す

る
『

源
順

集
』

498、
◎

『
古

今
集

』
に

対
す

る
『

源
順

集
』

の
2

首
【
安
部
清
哉
（

2021）
本

稿
】、

◎
『

源
順

集
』

長
歌

（
末

尾
）

と
『

篁
物

語
』

の
篁

歌
1

首
【
安

部
（

2017）】

●
「
恵
慶
百
首
」
冠
歌
と
「
源
順
集
」
沓
冠
歌
と
の
対
称
関
係
【
安

部
清
哉
（

2022）
本
稿
】、
●
『
源
氏
物
語
』「
浮
舟
」
中
の
和
歌
と

『
篁
物
語
』
和
歌
妹

1首
と
の
対
句
的
対
称
関
係
【
安
部
清
哉

（
2010）】

＊
意

図
的

対
句

的
表

現
と

し
て
、
本
歌
取
り
で
の
偶

然
的
類
似
と
は
区
別
さ
れ

る
【
安
部
】

12
蝉

聯
体

（
蝉

聯
格

）
「

つ
ら

ね
歌

」【
丹
羽
博

之
（

1980）】
曽
禰
好
忠
『
曽
丹
集
』【
丹

羽
博
之
（

1980）】
　
未
確
認

985（
寛
和
元
）
年
【
丹
羽
博
之
（

1980）】

0
辞

書
（
和
訓
中
心
と
な
る

“国
語
辞
書
”
と
し
て
）

『
和
名
類
聚
抄
』

（
後
の
『
観
智
院
本
名
義
抄
』
や
「
節
用
集
」
類
へ
影
響
か
）
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人文 20号（2021）

び
名
に
て
記
載
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　

さ
て
﹆
こ
れ
ら
の
う
ち
﹆
表
で
11
と
し
た
事
項
以
外
は
﹆
従
来
の
研
究
で
指

摘
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
﹆
ま
た
﹆
そ
の
い
く
つ
か
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
取
り
上
げ
て
い
る
代
表
的
先
行
研
究
も
表
内
に
記
載
し

た
が
﹆
そ
の
詳
細
な
書
誌
情
報
は
本
稿
末
尾
の
参
考
文
献
を
参
照
い
た
だ
き
た

い
。

　

こ
れ
ら
は
﹆
漢
詩
・
漢
文
の
技
法
を
歌
や
歌
の
序
へ
応
用
し
た
も
の
と
し
て
﹆

指
摘
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
対
句
や
﹁
歌
の
序
﹂
く
ら
い
な
ら
﹆
他
の
歌

人
の
事
例
も
見
ら
れ
る
が
﹆
こ
れ
だ
け
多
く
の
実
践
例
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
歌

人
は
﹆
管
見
の
限
り
﹆
源
順
以
外
に
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
ひ
と
つ
ひ

と
つ
の
内
容
は
﹆
既
に
先
行
研
究
で
解
説
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
﹆
こ
こ
で
は

説
明
を
省
略
す
る
。
詳
し
く
は
表
に
示
し
た
先
行
研
究
を
﹆
本
稿
末
尾
の
参
考

文
献
に
よ
っ
て
当
た
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

　

さ
て
﹆
本
稿
で
﹆
従
来
看
過
さ
れ
て
い
る
技
法
と
し
て
新
た
に
指
摘
す
る
の

は
︻
表
2
︼
の
11
と
し
て
挙
げ
た
対
句
表
現
の
応
用
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。

あ
る
和
歌
に
対
し
て
対
句
的
に
作
り
あ
げ
る
対
称
的
構
成
の
和
歌
で
あ
る
。
わ

か
り
や
す
く
言
え
ば
﹆
対
句
表
現
的
な
和
歌
で
あ
る
の
で
﹁
対
の
歌
﹂
の
技
法

と
呼
べ
ば
﹆
理
解
し
や
す
い
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
﹆
そ
の
よ
う
な
対
句
に

も
類
似
し
た
対
称
的
な
和
歌
の
詠
作
が
生
ま
れ
て
く
る
過
程
を
﹆
段
階
的
に
た

ど
っ
て
示
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

そ
の
よ
う
な
和
歌
は
﹆
漢
詩
﹁
詩
序
﹂
に
倣
っ
て
作
成
さ
れ
た
﹁
歌
の
序
﹂

に
初
め
て
現
れ
る
。
そ
こ
で
の
対
句
的
表
現
部
分
に
は
長
歌
の
技
法
も
応
用
さ

れ
る
た
め
に
﹆
す
な
わ
ち
五
七
調
︵
七
五
調
︶
の
音
数
律
と
な
っ
て
対
句
的
部

分
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
対
句
的
な
韻
と
語
句
と
内
容
を

持
つ
部
分
が
﹆
あ
た
か
も
2
首
の
和
歌
が
併
置
さ
れ
た
よ
う
に
序
に
組
み
込
ま

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
は
﹆
そ
の
﹁
歌
の
序
﹂
に
関
す
る
指
摘
か
ら
見
て

い
く
こ
と
に
し
た
い
。

3　
源
順
に
お
け
る
﹁
歌
の
序
﹂
と
対
句
表
現

　

源
順
が
﹆
中
国
の
漢
詩
の
﹁
詩
序
﹂
の
構
成
に
倣
っ
て
﹆
い
わ
ゆ
る
﹁
歌
の

序
﹂
を
作
成
し
て
い
る
こ
と
は
夙
に
指
摘
さ
れ
﹆
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

︵
川
口
久
雄
︵1959

︶
以
降
︶。
漢
詩
の
世
界
の
技
法
を
﹆
歌
の
世
界
に
も
応
用

し
た
順
の
代
表
的
技
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
漢
詩
の
詩
序
の
構
成
に
影
響
を
受
け
た
順
の
歌
の
序
に
﹆
い
わ

ゆ
る
﹁
西
宮
紅
梅
の
歌
の
序
﹂﹁
松
声
入
夜
琴
の
歌
の
序
﹂
と
仮
称
さ
れ
て
い

る
序
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
﹆
序
の
文
章
的
構
成
と
い
う
だ
け
で
な
く
﹆

以
下
の
よ
う
な
興
味
深
い
技
巧
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
﹆
川
口
久
雄
氏
以

降
﹆
何
度
か
指
摘
さ
れ
て
き
て
い
る
。
以
下
﹆
研
究
史
の
時
系
列
順
に
﹆
川
口

久
雄
氏
の
指
摘
か
ら
確
認
し
て
み
よ
う
。
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源順における漢から和

（103）

3
─
（
1
）　「
西
宮
紅
梅
の
歌
の
序
」（
川
口
久
雄
（1959

）『
平
安
朝
日
本

漢
文
学
史
の
研
究
　
中
（
三
訂
版
）』）

　

川
口
久
雄
氏
は
﹆
歌
の
序
の
中
に
﹁
対
句
の
技
巧
﹂
が
投
影
し
て
い
る
こ
と

を
﹆
管
見
の
限
り
で
は
初
め
て
指
摘
さ
れ
た
。
さ
ら
に
﹁
文
字
探
り
﹂
は
﹆
中

国
の
﹁
探
韻
﹂︵﹁
題
中
取
韻
﹂
と
も
川
口
氏
は
呼
ぶ
︶
の
技
法
を
模
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
﹆
一
方
で
﹆
歌
の
末
尾
に
﹁
探
韻
﹂
の
応
用
と
し

て
﹆
文
字
ひ
と
つ
を
置
い
た
点
は
﹆
あ
る
種
の
﹁
押
韻
﹂
の
よ
う
な
も
の
を
意

識
し
た
も
の
で
は
な
い
か
﹆
と
も
解
釈
し
て
み
せ
た
。
少
し
長
く
な
る
が
﹆
以

下
に
引
用
す
る
︵
以
下
﹆
傍
線
は
断
ら
な
い
限
り
本
稿
執
筆
者
に
よ
る
︶。

○
万
葉
学
者
と
し
て
﹆
ま
た
歌
合
判
者
と
し
て
﹆
歌
学
者
と
し
て
﹆
特
に
物

名
・
折
句
・
沓
冠
・
廻
文
そ
の
他
の
技
巧
的
作
品
の
歌
人
と
し
て
の
特
色

が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。︵
中
略
︶
特
に
漢
文
学
の
影
響
の
面
か
ら
注
意
す

べ
き
点
の
み
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
歌
の
詞
書
の
散
文
は
詩
序
の
様
式
を

仮
名
に
う
つ
し
た
も
の
﹆
例
え
ば
西
宮
紅
梅
和
歌
の
序
に
﹆

あ
は
れ
は
る
の
は
じ
め
ひ
む
が
し
よ
り
と
い
ふ
を
に
し
の
宮
よ
り
な

り
け
り
と
は
こ
の
梅
花
を
み
て
な
む
お
ど
ろ
か
れ
け
る
。
こ
れ
に
よ

り
て
わ
が
お
と
ゞ
の
き
み
や
ま
と
ご
と
の
を
の
こ
ど
ん
を
ひ
き
つ
ら

ね
て
さ
ぶ
ら
は
せ
た
ま
ひ
か
ら
た
け
の
ふ
え
の
よ
ろ
づ
夜
あ
そ
び
あ

か
さ
せ
給
ひ
云
々
︻
西
本
願
寺
本
。
伝　

公
任
筆　

岡
寺
切
。︼

と
い
う
文
中
﹆﹁
ひ
む
が
し
よ
り
﹂
に
﹁
に
し
の
宮
よ
り
﹂
を
対
し
﹆﹁
や

ま
と
ご
と
の
を
の
こ
ど
ん
︵
も
︶﹂
に
対
し
﹁
か
ら
た
け
の
ふ
え
の
よ
ろ

づ

よ

マ
マ︵
引
用
部
は
夜
︶﹂

を
対
し
て
い
る
の
は
対
句
の
技
巧
で
あ
り
﹆
そ
こ
か
ら
機

智
的
な
笑
い
に
似
た
気
分
を
か
も
し
だ
す
こ
と
は
土
佐
日
記
と
相
通
す
る
。

﹁
を
の
こ
ど
ん
︵
も
︶
お
の
〳
〵
文
字
ひ
と
つ
を
さ
ぐ
り
て
よ
む
﹆
う
た

の
序
を
さ
ぐ
り
て
小
文
字
を
た
ま
は
れ
り
﹂
と
あ
る
の
は
漢
詩
の
探
韻
と

か
題
中
取
韻
の
作
法
を
模
し
た
も
の
で
﹆﹁
も
じ
ひ
と
つ
さ
ぐ
り
て
な4

も

じ
た
ま
は
れ
り
﹂
と
て
﹆﹁
あ
め
ふ
れ
ば
く
さ
葉
の
露
も
ま
さ
り
け
り
よ

と
の
わ
た
り
を
お
も
ひ
や
る
か
な4

﹂
と
て
﹁
な
﹂
を
歌
の
末
に
お
く
の
は

押
韻
の
つ
も
り
で
あ
ろ
う
が
﹆
模
倣
過
剰
の
き
ら
い
が
あ
っ
て
﹆
い
た
だ

け
な
い
。
こ
う
い
う
こ
と
か
ら
さ
ら
に
展
開
し
て
文
字
を
歌
の
首
と
尾
と

に
よ
み
こ
む
よ
う
に
な
る
と
天
地
歌
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
の
指
摘
は
﹆
順
の
﹆
歌
の
世
界
へ
の
﹁
探
韻
﹂﹁
押
韻
﹂
や
﹆﹁
天あ

め

地つ
ち

の
歌
﹂
へ
の
応
用
を
早
い
段
階
で
洞
察
さ
れ
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
源

順
が
﹆
漢
詩
の
対
句
と
押
韻
を
﹁
歌
の
序
﹂
で
も
﹆
対
句
的
表
現
お
よ
び
句
末

韻
︵
文
字
︶
と
し
て
応
用
し
て
い
る
こ
と
を
﹆
漢
文
の
﹁
詩
序
の
様
式
を
仮
名

に
う
つ
し
た
も
の
﹂
と
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
︵︻
注
1
︼︶。
こ
の
﹆
い
わ

ゆ
る
﹁
西
宮
紅
梅
の
歌
の
序
﹂
で
の
﹁
探
韻
﹂
的
技
法
の
こ
と
は
﹆
そ
の
後
﹆

丹
羽
氏
﹆
山
本
氏
に
よ
っ
て
さ
ら
に
考
察
が
深
め
ら
れ
て
い
く
。

　

な
お
﹆
川
口
氏
は
﹆
右
に
続
け
て
次
の
よ
う
に
﹆
中
国
で
の
漢
詩
・
漢
文
の

事
例
と
﹆
本
邦
の
歌
で
の
技
法
と
の
関
係
を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
﹆

﹁
詩
序
﹂
や
﹁
探
韻
﹂
の
右
の
よ
う
な
応
用
関
係
の
ほ
か
﹆﹁
あ
め
つ
ち
﹂

⇔

﹁
千
字
文
式
・﹃
開
蒙
要
訓
﹄﹂﹆﹁
世
の
中
を
何
に
た
と
へ
む
﹂

⇔

﹁
皎
然
の
詩
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（104）

人文 20号（2021）

集
に
お
け
る
作
品
様
式
︵﹁
十
列
式
﹂﹁
雑
纂
式
﹂
の
様
式
︶﹂︵
川
口
久
雄

︵1959
︶︶
ほ
か
の
影
響
関
係
を
列
挙
し
て
い
る
︵︻
表
1
︼
も
参
照
︶。

○
天
地
歌
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
の
で
あ
る
。
天
地
歌
は
﹁
あ
め
つ
ち
ほ
し

そ
ら
云
々
﹂
の
四
十
八
音
の
各
字
を
そ
れ
ぞ
れ
一
首
の
上
と
下
と
に
よ
み

こ
み
﹆
か
つ
そ
れ
を
四
季
と
思
と
恋
と
の
六
部
に
類
別
し
た
も
の
で
﹆
藤

原
有
忠
︻
引
用
者
注
・
中
略
︼
と
い
う
も
の
が
よ
ん
だ
の
に
こ
た
え
た
の

だ
と
い
う
。﹁
あ
め
つ
ち
﹂
歌
や
口
遊
に
み
え
る
﹁
た
ゐ
に
﹂
歌
の
ご
と

き
は
︻
同
・
中
略
︼
中
国
の
唐
末
五
代
の
こ
ろ
﹆
西
北
の
辺
境
の
私
塾
や

寺
小
屋
で
初
学
の
文
字
を
覚
え
る
た
め
の
教
科
書
と
し
て
流
行
し
た
開
蒙

要
訓
の
ご
と
き
も
の
の
日
本
版
だ
と
思
わ
れ
る
。︻
同
・
中
略
︼
と
い
う

よ
う
に
千
字
文
式
に
当
用
漢
字
を
一
回
限
り
用
い
て
﹆
四
字
句
で
押
韻
し

た
一
種
の
韻
文
で
あ
り
﹆
文
字
や
物
名
を
教
え
﹆
鳥
獣
虫
魚
そ
の
他
日
常

生
活
に
関
係
あ
る
百
般
の
名
を
教
え
る
庶
民
の
た
め
の
常
用
文
字
の
世
俗

的
な
字
書
の
役
目
を
す
る
う
た
い
も
の
の
一
種
。︻
同
・
中
略
︼

○
次
に
同
じ
く
有
忠
が
よ
み
は
じ
め
た
の
を
受
け
て
源
順
は
有
名
な
雙
六
盤

の
歌
を
作
っ
て
い
る
︻
同
・
中
略
︼
こ
れ
ら
も
中
国
詩
に
お
け
る
文
字
遊

戯
﹆
た
と
え
ば
回
文
織
錦
詩
な
ど
の
技
巧
を
模
し
た
あ
と
が
あ
る
の
で
あ

る
。︵
中
国
に
お
け
る
回
文
﹆
玉
連
還
・
織
錦
回
文
璇
璣
図
詩
な
ど
の
こ

と
は
た
と
え
ば
洞
庭
楊
氏
版
﹁
正
續
合
鐫
回
文
類
聚
﹂
や
仇
東
之
跋
﹁
織

錦
回
文
詩
﹂
な
ど
参
照
。
わ
が
国
に
お
け
る
回
文
詩
は
本
朝
文
粋
巻
十
二

に
良
香
の
銚
子
銘
や
﹆
文
時
の
剣
銘
や
長
谷
雄
の
盃
銘
・
硯
銘
な
ど
の
例

を
古
し
と
す
る
。︶

○
応
和
元
年
に
二
児
を
失
っ
た
時
の
無
常
の
歌
十
首
は
満
誓
沙
彌
﹁
世
の
中

を
何
に
た
と
へ
む
﹂
を
上
の
句
と
し
て
下
句
の
み
を
か
え
て
作
っ
た
連
作

で
あ
っ
て
﹆
一
種
の
も
の
は
つ
け
式
の
様
式
で
あ
っ
て
﹆
こ
れ
は
古
今
六

帖
に
み
え
る
﹁
人
の
心
は
い
か
が
た
の
ま
む
﹂
の
連
作
の
あ
と
を
つ
ぐ
も

の
で
あ
り
﹆
こ
れ
ら
は
と
も
に
十
列
式
雑
纂
式
の
様
式
で
あ
り
﹆
皎
然
の

詩
集
に
お
け
る
作
品
様
式
あ
た
り
が
先
蹤
に
な
っ
た
と
の
見
方
も
可
能
性

な
し
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
源
順
集
の
和
歌
作
品
は
順

の
漢
文
学
的
な
教
養
を
強
く
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で

あ
り
﹆
和
漢
の
両
方
の
世
界
に
出
入
し
た
文
人
と
し
て
﹆
貫
之
の
あ
と
を

う
け
﹆
公
任
の
先
蹤
と
な
る
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

川
口
氏
の
解
説
は
﹆
い
つ
も
先
駆
的
で
詳
し
い
。
右
の
指
摘
内
容
は
︻
表

2
︼
に
組
み
込
ん
で
み
た
。

3
─  

（
2
）「
松
声
入
夜
琴
の
歌
の
序
」（
小
沢
正
夫
（1963

）『
古
代
歌
学

の
形
成
』「
仮
名
序
」）

　

川
口
久
雄
︵1959

︶
の
次
に
﹆
源
順
の
﹁
歌
の
序
﹂
を
問
題
に
し
た
の
は
﹆

管
見
の
限
り
で
は
あ
る
が
﹆
小
沢
正
夫
︵1963

︶
か
と
思
わ
れ
る
。
小
沢
氏
は
﹆

詞
書
の
中
で
も
﹆
長
い
構
成
を
も
ち
漢
詩
の
﹁
詩
序
﹂
の
構
成
に
も
類
す
る
と

み
な
せ
る
順
の
い
わ
ゆ
る
﹁
松
声
入
夜
琴
の
歌
の
序
﹂
を
取
り
上
げ
た
。
そ
れ

が
﹃
古
今
集
﹄﹁
仮
名
序
﹂﹆
紀
貫
之
の
﹁
大
堰
川
行
幸
和
歌
序
﹂
に
続
く
試
み

で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
﹆
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
た
。
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◎
︵
五
︶
右
の
︵
一
︶
と
︵
四
︶
と
を
総
合
す
る
と
﹆
順
の
歌
序
は
一
方
で

四
六
文
に
学
び
な
が
ら
﹆
他
方
で
は
漢
文
訓
読
語
の
影
響
が
多
少
薄
く
な

っ
て
い
る
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
は
い
い
か
え
る
な
ら
ば
﹆
文
字
と

し
て
の
文
体
は
中
国
文
学
か
ら
取
り
入
れ
て
は
い
る
が
﹆
語
彙
・
語
法
に

お
い
て
は
純
粋
の
仮
名
文
に
い
っ
そ
う
近
づ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。

　
︵
六
︶
次
に
︵
一
︶︵
二
︶︵
三
︶
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
﹆
あ
る
い
は

漢
文
の
句
法
に
学
び
﹆
あ
る
い
は
新
し
い
国
文
の
修
辞
法
に
な
ら
い
﹆
あ

る
い
は
﹃
万
葉
﹄
の
古
語
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ず
い
ぶ
ん
欲
張

っ
た
話
で
あ
る
が
﹆
当
時
に
お
け
る
中
国
文
学
の
浸
潤
﹆
和
歌
の
発
達
﹆

﹃
万
葉
﹄
の
回
顧
と
い
う
い
ろ
い
ろ
な
文
学
的
潮
流
の
中
心
に
位
置
し
﹆

し
か
も
理
知
的
頭
脳
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
順
の
試
み
た
文
章
で
あ
れ
ば
﹆

こ
う
な
る
の
が
当
然
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。

　
　

以
上
の
よ
う
に
﹆
順
の
文
章
は
日
中
両
国
の
文
体
の
融
合
を
試
み
た
も

の
で
あ
る
が
﹆
そ
の
こ
ろ
に
は
国
語
ま
た
は
国
文
学
に
対
す
る
意
識
も
か

な
り
は
っ
き
り
し
て
い
た
よ
う
で
も
あ
っ
た
。

　
﹁
順
の
文
章
は
日
中
両
国
の
文
体
の
融
合
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
﹂
と
あ
る
。

こ
こ
で
は
﹁
歌
の
序
﹂
の
こ
と
で
は
あ
る
が
﹆
そ
れ
は
﹆
後
述
の
よ
う
に
歌
の

序
に
留
ま
ら
ず
﹆
和
歌
へ
の
応
用
に
も
お
よ
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。

3
─
（
3
）
丹
羽
博
之
（1985

）

　

丹
羽
博
之
︵1985

︶
は
﹆
川
口
久
雄
︵1959

初
出
︶
を
踏
ま
え
て
﹆﹁
西
宮

紅
梅
の
歌
の
序
﹂
を
含
む
順
の
﹁
探
字
﹂
の
事
例
3
例
を
﹆
他
の
同
類
の
例
﹆

す
な
わ
ち
﹃
能
宣
集
﹄﹃
実
方
集
﹄﹃
散
木
奇
歌
集
﹄︵
俊
頼
の
歌
︶
に
も
あ
る

同
様
の
﹁
探
字
﹂
の
事
例
と
と
も
に
考
察
さ
れ
た
。
な
お
﹁
探
字
﹂
は
﹆﹃
故

事
類
苑
﹄﹁
探
字
﹂
の
名
称
を
踏
襲
し
て
丹
羽
氏
が
名
付
け
る
﹆
後
述
す
る
よ

う
な
〝
和
化
〟
さ
せ
た
﹁
探
韻
﹂
の
技
法
で
あ
る
。
順
の
﹁
西
宮
紅
梅
の
序
﹂

は
次
の
も
の
で
あ
る
。

○
に
し
の
宮
に
ち
い
さ
き
紅
梅
を
う
へ
さ
せ
た
ま
ひ
た
り
け
る
を
﹆
は
し
め

て
は
な
さ
き
た
る
と
し
よ
ろ
こ
ひ
て
﹆
を
の
こ
と
も
お
の
〳
〵
文
字
ひ
と

つ
を
さ
く
り
て
よ
む
う
た
の
序
﹆
さ
く
り
て
こ
も
し
を
た
ま
は
れ
り　

︻
引
用
者
注
・﹁
探
り
て
﹃
こ
﹄
文
字
を
賜
れ
り
﹂︼

　

あ
は
れ
﹆
は

な

︻
引
用
者
注
：
る︵
異
︶︼の
は
し
め
ひ
む
か
し
よ
り
と
い
ふ
を
﹆
に
し

の
み
や
よ
り
成
け
り
と
は
﹆
こ
の
梅
の
花
を
み
て
な
ん
お
と
ろ
か
れ
け
る
﹆

こ
れ
よ
り
︻
中
略
︼　
2　

白
浪
の
し
ら
ぬ
身
な
れ
と
大
よ
と
の
お
ほ
せ

こ
と
を
は
い
か
か
そ
む
か
ん

3　

梅
津
か
は
こ
の
暮
よ
り
そ
な
か
れ
け
る
う
れ
し
き
せ
ゝ
は
み
え
ん
み

な
そ
こ　
　
︵
順
Ⅱ
︶

※
︻
引
用
者
注
：
丹
羽
氏
＝
﹁
こ
の
2
番
の
う
た
は
﹆
前
の
序
を
も
う

一
度
和
歌
に
詠
み
直
し
た
も
の
で
﹆﹁
さ
ぐ
り
て
こ
も
し
を
た
ま
は
れ

り
﹂
を
受
け
る
の
は
3
番
の
歌
で
あ
ろ
う
。﹂
と
す
る
。︼
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丹
羽
氏
は
こ
の
﹁
西
宮
紅
梅
の
歌
の
序
﹂
を
含
む
い
わ
ゆ
る
﹁
文
字
探
り
﹂

歌
の
源
順
の
3
例
を
取
り
上
げ
﹆
次
の
諸
点
を
指
摘
す
る
。

○
以
上
の
三
例
に
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
﹆
形
式
面
で
は
探
り
得
た
文
字

が
漢
詩
の
押
韻
の
よ
う
に
歌
末
に
詠
み
こ
ま
れ
て
お
り
﹆
内
容
的
に
は
そ

の
場
の
情
況
に
ふ
さ
わ
し
い
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

○
︻
引
用
者
注
・﹃
順
集
Ⅰ
﹄
49
﹁
五
月
雨
ふ
る
日
﹂
を
引
き
︼
こ
の
歌
は

形
式
的
に
は
探
り
得
た
﹆﹁
な
﹂
文
字
が
歌
末
に
来
て
お
り
﹆
漢
詩
に
お

け
る
押
韻
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
﹆
内
容
的
に
も
﹁
雨
の
心
の

歌
﹂
と
い
う
条
件
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
が
﹆
こ
の
歌
は
二
つ
の
条
件
を
満

た
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。

○
源
順
の
三
例
は
探
っ
た
文
字
が
一
字
で
あ
っ
た
が
能
宣
﹆
実
方
﹆
俊
頼
の

場
合
は
二
字
で
あ
る
。
こ
れ
は
﹆
露
﹆
跡
﹆
船
の
方
が
漢
詩
の
韻
に
よ
り

ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

○
こ
れ
ら
の
六
例
は
漢
詩
の
探
韻
に
倣
っ
て
﹆
歌
の
終
り
に
押
韻
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。︻
中
略
︼
探
題
の
和
歌
は
探
っ
た
題
で
歌
を
詠
む
の
に

対
し
て
﹆
こ
の
﹁
探
字
﹂
の
和
歌
は
歌
末
に
探
り
得
た
文
字
を
詠
む
こ
と

に
眼
目
が
あ
る
。

　

そ
の
﹁
探
字
﹂
の
和
歌
は
﹆
川
口
氏
の
指
摘
同
様
に
﹁
漢
詩
の
探
韻
﹂
に
倣

っ
た
も
の
で
漢
詩
の
押
韻
と
同
じ
で
あ
る
と
し
﹆
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
﹆
そ
の

作
成
時
期
が
﹁
10
世
紀
後
半
に
集
中
﹂
す
る
こ
と
﹆
ま
た
﹆﹁
私
的
な
く
だ
け

た
﹂
場
で
の
和
歌
の
技
巧
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
新
た
に
指

摘
さ
れ
た
。

○
﹁
探
字
﹂
の
和
歌
は
漢
詩
の
探
韻
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
り
﹆
散
木
奇
歌
集

の
例
を
除
け
ば
﹆
十
世
紀
後
半
に
集
中
的
に
詠
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
﹆

花
宴
﹆
重
陽
宴
等
に
お
け
る
探
韻
の
変
形
で
あ
り
﹆
漢
詩
で
は
な
く
﹆
和

歌
で
詠
む
こ
と
に
よ
っ
て
私
的
な
く
だ
け
た
雰
囲
気
に
な
り
﹆
人
々
に
受

け
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。︻
中
略
︼

○
﹁
探
字
﹂
の
和
歌
が
詠
ま
れ
た
の
は
﹆
古
今
集
以
後
漸
く
和
歌
が
昔
日
の

勢
力
を
挽
回
し
﹆
漢
詩
と
比
肩
し
得
る
力
を
持
ち
つ
つ
あ
っ
た
時
代
で
あ

る
。︻
中
略
︼
し
か
し
﹆
時
代
が
下
り
﹆
和
漢
兼
作
の
人
も
少
な
く
な
り
﹆

歌
会
等
も
整
備
さ
れ
﹆
和
歌
が
独
自
の
歩
み
を
始
め
る
と
﹆﹁
探
字
﹂
の

和
歌
も
詠
ま
れ
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。﹁
探
字
﹂
の
和
歌
は
こ
の
時

代
の
和
歌
と
漢
詩
の
交
流
の
一
典
型
で
あ
り
﹆
こ
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
詠

ま
れ
た
と
言
え
よ
う
。

　
﹁
十
世
紀
後
半
に
集
中
的
に
詠
ま
れ
て
い
る
。﹂
こ
と
﹆﹁
私
的
な
く
だ
け
た

雰
囲
気
に
な
り
﹆
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。﹂
と
い
う
指
摘

は
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
﹆
丹
羽
氏
は
﹆
順
と
曽
祢
好
忠
お
よ
び
古
今
集
時
代
の
歌
人
に
お
け
る

漢
詩
文
の
受
容
を
比
較
し
そ
の
相
違
を
次
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
点
は
興
味

深
い
。

○
順
は
漢
詩
の
回
文
織
錦
詩
に
倣
っ
て
﹆
雙
六
盤
歌
﹆
碁
盤
歌
を
詠
ん
で
お

り
﹆
本
稿
で
取
り
上
げ
た
﹁
探
字
﹂
の
和
歌
も
漢
詩
の
探
韻
に
倣
っ
た
も

の
で
﹆
ど
ち
ら
も
形
式
面
で
の
摂
取
に
そ
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
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し
﹆
古
今
集
歌
人
の
よ
う
な
表
現
面
で
の
摂
取
と
い
う
の
は
余
り
認
め
ら

れ
な
い
。︻
中
略
︼
一
方
﹆
古
今
集
時
代
の
歌
人
の
漢
詩
文
の
受
容
は
﹆

表
現
﹆
素
材
﹆
発
想
面
で
の
摂
取
に
そ
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
﹆

形
式
面
で
の
摂
取
と
い
う
の
は
余
り
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
﹆

順
﹆
好
忠
は
形
式
面
で
の
摂
取
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
。
但
し
﹆
順
は
形
式

面
中
心
な
の
に
対
し
て
﹆
好
忠
は
表
現
﹆
形
式
両
面
で
の
摂
取
と
い
う
相

違
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
﹆
順
は
遊
戯
的
な
面
で
の
摂
取
に
特
徴
が
あ
る

の
に
対
し
て
曽
祢
好
忠
は
漢
詩
文
的
手
法
を
用
い
て
自
己
の
不
遇
を
よ
り

効
果
的
に
表
現
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
は
川
口
氏
の
研
究
の
ほ
か
﹆﹁
回
文
﹂
等
に
関
す
る
先
行
研
究
︵
山

岸
徳
平
︵1963

﹆
再
録1971

︶﹆
五
島
和
代
︵1967
︶︶
を
踏
ま
え
﹆﹁
順
は
漢

詩
の
回
文
織
錦
詩
に
倣
っ
て
﹆
雙
六
盤
歌
﹆
碁
盤
歌
を
詠
ん
で
お
り
﹆
本
稿
で

取
り
上
げ
た
﹁
探
字
﹂
の
和
歌
も
漢
詩
の
探
韻
に
倣
っ
た
も
の
﹂
で
あ
る
こ
と

を
改
め
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。﹁
順
は
形
式
面
中
心
な
の
に
対
し
て
﹆
好
忠
は

表
現
﹆
形
式
両
面
で
の
摂
取
と
い
う
相
違
﹂
が
あ
る
と
し
て
﹆
こ
の
二
者
の
相

違
を
指
摘
さ
れ
た
点
は
注
目
さ
れ
る
。

3
─  

⑷ 

　
山
本
真
由
子
（2013

）「『
順
集
』
の
「
う
た
の
序
」
─
─
源
順

に
お
け
る
和
歌
序
と
詩
序
─
─
」

　

小
沢
氏
﹆
川
口
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
﹆
中
国
の
﹁
詩
序
﹂
を
意
識
し
て

﹁
西
宮
紅
梅
の
歌
の
序
﹂﹆
す
な
わ
ち
和
歌
の
序
︵
詞
書
︶
が
書
か
れ
た
と
す
れ

ば
﹆
探
韻
﹆
押
韻
だ
け
で
は
な
く
﹆
詩
序
で
の
四
六
駢
儷
文
体
を
意
識
し
た
書

き
方
に
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
推
定
で
き
る
。
事
実
﹆
川
口
氏

は
﹆
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
2
組
の
対
句
的
表
現
を
引
用
し
て
﹁
対
句
の
技

巧
﹂
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
川
口
氏
の
指
摘
以
外
に
﹆
さ
ら
に
よ
り
詳
し
く

﹁
西
宮
紅
梅
の
歌
の
序
﹂
の
対
句
構
造
を
解
析
し
た
の
が
﹆
山
本
真
由
子

︵2013

︶
で
あ
る
。

　

次
に
そ
れ
を
確
認
し
て
み
た
い
と
思
う
が
﹆
山
本
︵2013

︶
に
は
﹆
小
沢

︵1963

︶﹆
丹
羽
︵1985

︶
は
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
﹆
川
口
久
雄
︵1959

︶

は
文
献
に
挙
が
っ
て
い
な
い
。
丹
羽
︵1985

︶
に
は
川
口
︵1959

︶
で
の
﹁
西

宮
紅
梅
の
歌
の
序
﹂
の
探
字
﹆
押
韻
の
こ
と
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
﹆

山
本
氏
は
川
口
︵1959

︶
の
指
摘
が
あ
る
こ
と
は
把
握
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

ゆ
え
に
﹆
源
順
に
お
け
る
一
連
の
探
字
・
押
韻
の
指
摘
と
解
釈
は
﹆
研
究
史
的

順
序
で
言
え
ば
﹆︽
川
口1959⇒

小
沢1963⇒

丹
羽1985⇒

山
本2013

︾
と
い

う
研
究
の
系
譜
で
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
成
果
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　

さ
て
山
本
氏
は
﹆
先
行
研
究
で
別
々
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
﹁
西
宮
紅
梅

の
歌
の
序
﹂﹁
松
声
入
夜
琴
の
歌
の
序
﹂
の
2
つ
を
取
り
上
げ
﹆
さ
ら
に
具
体

的
に
詳
し
い
分
析
と
解
釈
を
加
え
た
。
そ
れ
ら
を
順
に
紹
介
し
て
み
た
い
。
ま

ず
﹆
小
沢
︵1964

︶
の
指
摘
を
次
の
よ
う
に
紹
介
す
る
。

○
︻
引
用
者
注
：﹁
松
声
入
夜
琴
の
歌
の
序
﹂
に
つ
い
て
小
沢
︵1963

︶
で

は
︼﹁
こ
の
仮
名
文
の
和
歌
序
は
﹁
う
た
の
序
﹂
と
い
う
言
葉
を
意
識
的

に
使
っ
て
﹆
中
国
文
学
の
﹁
序
﹂
と
い
う
文
学
形
態
︵
ジ
ャ
ン
ル
︶
に
倣

っ
て
書
か
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。﹁
う
た
の
序
﹂
は
そ
の
文
体
ま
で
﹆
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漢
文
の
四
六
文
に
学
び
﹆
対
句
表
現
が
用
い
ら
れ
る
と
い
う
。
ま
た
﹆
こ

の
よ
う
な
文
体
は
﹆
源
順
の
作
品
よ
り
五
十
年
ば
か
り
前
に
制
作
さ
れ
た

﹃
古
今
集
﹄﹁
仮
名
序
﹂
や
紀
貫
之
の
﹁
大
堰
川
行
幸
和
歌
序
﹂
が
創
始
し

た
と
︻
引
用
者
注
：
小
沢
正
夫
氏
︵1963

︶
は
︼
し
て
い
る
。﹂︵
山
本

︵2013

︶︶

　

こ
の
よ
う
に
小
沢
︵1963

︶
の
解
釈
を
踏
ま
え
つ
つ
﹆
山
本
氏
は
﹁
西
宮
紅

梅
の
歌
の
序
﹂
の
所
謂
押
韻
的
表
現
︵
次
の
引
用
部
分
で
山
本
氏
は
﹁
平
仄
に

な
ら
う
﹂
と
す
る
︶
と
﹆
対
句
と
を
﹆
た
い
へ
ん
わ
か
り
や
す
く
対
称
的
に
表

示
し
て
み
せ
た
。

︵
次
の
引
用
部
で
の
片
仮
名
の
ホ
・
ヘ
は
﹆
諸
特
徴
を
列
挙
し
た
イ
ロ
ハ

順
の
見
出
し
語
で
あ
る
。
ま
た
﹆
こ
こ
で
の
傍
点
は
山
本
︵2013

︶
の
原

文
の
傍
点
マ
マ
で
あ
る
。
一
部
の
行
末
の
﹁
│
│
数
字
﹂
部
分
は
解
説
の

便
宜
上
﹆
対
句
的
表
現
箇
所
を
安
部
が
示
し
た
も
の
で
あ
る
。︶

○
﹁
西
宮
紅
梅
の
う
た
の
序
﹂
を
﹆︵
ホ
︶
平
仄
に
な
ら
う
音
声
の
ル
ー
ル

は
傍
点
﹁
﹆﹂
で
﹆︵
ヘ
︶
対
句
は
四
字
下
げ
に
し
て
﹆
次
に
示
す
。

あ
は
れ
﹆　

春
の
は
じ
め

東
よ
り

0

0　

と
い
ふ
を
﹆

西
宮
よ
り

0

0　

な
り
け
り
と
は
﹆

こ
の
梅
花
を
見
て
な
む
お
ど
ろ
か
れ
け
る
。

こ
れ
に
よ
り
﹆
わ
が
お
と
ヾ
の
君
﹆

日
本
琴
の0　

男
ど
も　

引
き
つ
ら
ね
て　

候
は
せ0　

給
ひ0

﹆

 

│
│
│
1
Ａ

唐
竹
の
笛
の0　

夜
一
夜　
　
　
　

遊
び
明
か
さ
せ0　

給
ひ0

﹆

 

│
│
│
1
Ｂ

か
ヽ
る
節
を
﹆
た
ヾ
に
や
は
過
ぐ
す
べ
き
と
て
﹆

こ
の0　
　

小
木　

の
生
い
出
で
て0

﹆ 

│
│
│
2
Ａ

万
代
の0　

老
木　

に
な
ら
む
ま
で0 

│
│
│
2
Ｂ

の
心
ば
へ
を
よ
ま
せ
給
ふ
に
﹆

白
浪
の0　

知
ら
ぬ
身　

な
れ
ど
﹆ 

│
│
│
3
Ａ

大
淀
の0　

仰
せ
言　

を
ば 

│
│
│
3
Ｂ

い
か
ヾ
背
か
む
。 

│
│
│
4

　

山
本
氏
は
﹆
上
掲
引
用
部
で
行
頭
を
や
や
下
げ
て
並
記
し
た
2
行
ず
つ
が
対

句
的
表
現
に
な
っ
て
い
る
こ
と
﹆
傍
点
を
付
し
た
語
形
が
﹁
平
仄
﹂︵
押
韻
︶

に
な
ら
っ
て
韻
︵﹁
音
﹂︶
を
そ
ろ
え
て
い
る
部
分
で
あ
る
こ
と
﹆
そ
れ
ら
が
こ

の
﹁
歌
の
序
﹂
全
体
に
及
ん
で
い
る
こ
と
を
お
そ
ら
く
初
め
て
明
瞭
に
示
さ
れ

た
︵
川
口
氏
は
一
部
︶。
全
体
は
﹆
必
ず
し
も
定
型
で
統
一
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
ま
た
対
句
部
分
も
す
べ
て
七
五
等
の
定
型
の
韻
数
律
表
現
に
な
っ

て
い
る
の
で
も
な
い
。

　

し
か
し
﹆
山
本
氏
の
驥
尾
に
付
し
て
さ
ら
に
特
徴
を
追
加
す
れ
ば
﹆
小
沢

︵1963
︶
が
﹁
歌
の
序
﹂
の
形
式
が
﹁
1　

長
歌
の
手
法
を
学
ん
で
い
る
。﹂
と

指
摘
す
る
よ
う
に
︵126

頁
︶﹆
長
歌
的
な
部
分
も
混
在
し
て
お
り
﹆
そ
の
よ
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う
な
部
分
で
は
﹆
韻
数
律
を
成
し
て
い
る
の
で
﹆
あ
た
か
も
1
対
の
和
歌
が
並

列
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
右
の
歌
の
序
か
ら
﹆
対
に
な
る
よ
う
に
具
体

的
に
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。︵
1
カ
所
﹁
髪
も
﹂
は
﹆
韻
数
が
合
う
よ
う
﹆

理
解
の
便
の
た
め
に
注
記
し
て
み
た
。︶

　

◆
﹁
西
宮
紅
梅
の
歌
の
序
﹂

Ａ
こ
の
小
木
の　

生
ひ
出
で
て
［
髪
も
］　

白4

浪
の　

知
ら

4

4

ぬ
身
な
れ
ど　

い
か
ヾ
背
か
む
。 

＝
2
Ａ
＋
3
Ａ
＋
4

Ｂ
万
代
の　

老
木
に
な
る
ま
で　

大4

淀
の　

仰4

せ
言
を
ば　

い
か
ヾ
背
か

む
。　　
　
　
　
　

 

＝
2
Ｂ
＋
3
Ｂ
＋
4

文
法
的
構
造
＝
﹁
│
の
│
動
詞
︹
若
さ
と
老
い
の
対
比
＋
時
間
的
経
過
︺
│

︹
水
の
縁
語
︺
│
掛
詞
︵
圏
点
部
︶
│
い
か
が
背
か
む
﹂

　

完
全
な
対
称
構
造
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の
﹆
漢
詩
の
対
句
の
如
く
﹆

﹁
歌
の
序
﹂
の
中
に
同
趣
旨
に
な
る
和
歌
の
﹁
対
の
和
歌
﹂
が
詠
み
こ
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
よ
う
。
さ
ら
に
﹆
こ
の
よ
う
な
例
は
﹆
後
に
見
る
﹁
松

声
入
夜
琴
の
歌
の
序
﹂
の
中
に
も
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
山
本
氏
は
﹆
詩
序
の
よ
う
な
文
章
全
体
の
構
成
の
類
似
を
示
し
﹆

対
句
表
現
は
﹁
松
声
入
夜
琴
の
歌
の
序
﹂
に
も
共
通
す
る
特
徴
で
あ
る
と
す
る

の
み
に
留
ま
り
﹆
こ
の
﹁
西
宮
紅
梅
の
歌
の
序
﹂
で
の
傍
点
の
よ
う
に
﹆
具
体

的
対
句
表
現
箇
所
を
指
摘
し
て
は
い
な
い
。
そ
こ
で
﹆
こ
こ
で
は
改
め
て
﹁
松

声
入
夜
琴
の
歌
の
序
﹂
の
対
句
表
現
を
具
体
的
に
指
摘
し
つ
つ
﹆
も
う
1
つ
の

﹁
対
句
の
よ
う
な
対
の
和
歌
﹂
を
示
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
﹆
次
に
示

す
構
成
上
の
［
端
作
］［
第
一
﹆
二
﹆
三
段
］
は
﹆
山
本
︵2013

︶
に
よ
る
章

段
分
け
の
補
筆
で
あ
り
﹆
山
本
︵2013

︶
が
原
文
を
示
す
た
め
に
残
し
た
ル
ビ

は
全
て
略
し
て
い
る
。
実
線
・
点
線
な
ど
の
傍
線
は
﹆
対
句
的
表
現
部
分
を
示

す
た
め
に
安
部
が
付
し
た
︵
線
の
種
類
が
同
じ
箇
所
は
﹆
そ
れ
ぞ
れ
対
を
な
す

表
現
部
︶。

◆
﹁
松
声
入
夜
琴
の
歌
の
序
﹂

［
端
作
］初

め
の
冬
庚
申
の
夜
﹆
伊
勢
の
斎
宮
に
侍
ひ
て
﹆﹁
松
の
声
夜
の
琴
に
入

る
﹂
と
い
ふ
こ
と
を
題
に
て
た
て
ま
つ
る
う
た
の
序
。

［
第
一
段
］

伊
勢
の
斎
宮
﹆
秋
の
野
の
宮
に
わ
た
り
給
ひ
て
の
後
の
冬
の
山
風
寒
く
成

て
初
め
二
十
七
日
の
夜
﹆
庚
申
に
当
れ
り
。
長
々
し
き
夜
を
つ
く
づ
く
と

や
は
明
か
さ
ん
と
思
ほ
し
て
﹆
御
簾
の
内
に
候
ふ
お
も
と
人
﹆
御
階
の
本

に
ま
い
る
う
ち
君
た
ち
に
歌
よ
ま
せ
﹆
遊
び
さ
せ
給
ふ
。

［
第
二
段
］

歌
の
題
に
曰
く
﹆﹁
松
の
声
夜
の
琴
に
入
る
﹂。
こ
れ
に
つ
け
て
聞
け
ば
﹆

あ
し
引
の
山
お
ろ
し
に
響
く
な
る
松
の
深
緑
も
﹆
む
ば
玉
の
夜
半
に
聞
こ

ゆ
る
琴
の
お
も
し
ろ
さ
も
﹆
一
つ
に
み
な
乱
れ
合
ひ
﹆
行
き
通
ひ
て
﹆
む

べ
も
昔
の
﹁
風
松
に
入
る
﹂
と
い
ふ
琴
の
調
べ
を
作
り
置
初
め
け
ん
と
な

ん
思
ほ
え
け
る
。
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［
第
三
段
］

順
が
頭
の
吹
雪
は
﹆
夏
も
冬
も
分
か
ぬ
雪
か
と
誤
た
れ
﹆
心
の
闇
は
﹆
唐

に
も
大
和
に
も
す
べ
て
つ
き
な
く
﹆
御
前
の
遣
水
に
浮
べ
る
残
り
の
菊

に
思
ひ
合
は
す
れ
ば
﹆
和
泉
ば
か
り
に
沈
め
る
身
は
づ
か
し
く
﹆
名
に

高
き
衣
笠
岡
に
照
る
も
み
ぢ
葉
を
見
わ
た
せ
ば
﹆
か
ヽ
る
円
居
に
侍
ふ

こ
と
さ
へ
ま
ば
ゆ
け
れ
ど
﹆
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
﹆
世
人
こ
そ
聞
き
て
譏

り
笑
は
め
﹆
か
け
ま
く
も
か
し
こ
き
御
神
は
あ
は
れ
と
も
恵
み
幸
へ
給
ひ

て
ん
と
て
﹆
今
の
古
を
見
る
が
如
く
﹆
今
宵
の
事
を
後
の
人
も
見
よ
と
て
﹆

書
き
記
し
て
た
て
ま
つ
る
は
﹆
仰
せ
言
に
従
ふ
な
り
。

［
和
歌
］

［
一
六
三
］
夜
を
寒
み
琴
に
し
も
入
る
松
風
は
君
に
ひ
か
れ
て
千
代
や
添

ふ
ら
ん

　

第
二
段
﹆
第
三
段
に
対
句
表
現
が
見
ら
れ
る
︵
傍
線
部
参
照
︶。
第
三
段
に

て
﹆
枠
で
く
く
っ
た
箇
所
は
五
七
の
韻
数
律
が
あ
る
箇
所
で
あ
る
。
そ
の
対
句

的
表
現
は
﹆
次
の
よ
う
に
わ
ず
か
に
語
を
加
え
た
だ
け
で
﹆
完
全
な
対
に
な
る

2
首
の
和
歌
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
先
に

見
た
﹁
西
宮
紅
梅
の
歌
の
序
﹂
の
対
の
和
歌
と
類
似
す
る
つ
く
り
だ
と
認
め
る

こ
と
が
で
き
よ
う
︵［　

］
部
分
は
追
加
箇
所
︶。

◆
﹁
松
声
入
夜
琴
の
歌
の
序
﹂
の
﹁
対
の
和
歌
﹂

Ａ
遣
り
水
に　

浮
か
べ
る
菊
に　

思
ひ
合
は
す
れ
ば　

和
泉
ば
か
り
に　

沈

む
我
が
身
［
ぞ
］　
︻
＊
︼

Ｂ
衣
笠
岡　

照
る
も
み
ぢ
葉
を　

見
わ
た
せ
ば　
　
　

円
居
に
侍
ふ　

さ
へ

ま
ば
ゆ
け
れ　
︻⁑

︼

文
法
的
構
造
＝
﹁
場
所
│
自
動
詞
│
植
物
│
自
動
詞
│
～
ば
│
場
所
＋
に
│
と

り
た
て
の
副
詞
︵
ば
か
り
／
さ
へ
︶
│
自
動
詞
﹂

　
︻
＊　

Ａ
の
3
句
目
は
母
音
︵
ア
・
オ
︶
を
含
む
字
︵
音
︶
余
り
句
︼

︻⁑

　
Ｂ
の
初
句
も
同
様
に
﹆
母
音
︵
ア
︶
を
含
む
︼

　

右
の
2
首
は
﹆﹁
文
法
的
構
造
﹂
の
行
に
示
し
た
よ
う
に
文
法
上
も
品
詞
配

列
が
同
じ
で
あ
り
﹆
上
の
句
と
下
の
句
の
接
続
関
係
で
も
﹆
条
件
節
﹁
ば
﹂
に

よ
る
複
文
構
造
を
な
し
﹆
対
句
的
に
そ
ろ
っ
て
い
る
。
先
の
﹁
西
宮
紅
梅
﹂
と

比
較
し
て
も
﹆
ま
っ
た
く
同
じ
﹁
い
か
ヾ
背
か
む
﹂
の
結
句
を
利
用
し
た
先
の

対
よ
り
も
い
っ
そ
う
技
巧
的
で
あ
り
﹆
構
文
的
な
類
似
度
の
高
さ
と
い
う
点
で

も
﹆
よ
り
対
称
性
が
高
い
。

　

こ
れ
ら
二
組
の
対
の
事
例
を
見
る
と
﹆
源
順
は
﹆
偶
然
と
い
う
よ
り
も
﹆
長

歌
的
技
巧
も
踏
ま
え
て
い
る
﹁
歌
の
序
﹂
の
中
で
﹆
漢
詩
や
﹁
詩
序
﹂
で
の
対

句
を
意
識
し
た
﹁
和
歌

0

0

の
対
句
的
表
現
﹂
を
〝
意
図
的
に
〟
試
み
て
い
る
﹆
と

い
う
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
前
衛
的
試
み
を
さ
ら
に
推
し
進
め
て
い
け
ば
﹆
歌
の
序
﹆
詞
書

と
い
う
作
歌
環
境
が
な
い
場
面
に
お
い
て
も
﹆
こ
の
よ
う
な
﹁
対
の
和
歌
﹂

︵
ま
た
は
﹁
対
の
歌
﹂﹁
対
歌
﹂
と
名
付
け
て
お
き
た
い
︶
を
試
み
て
み
る
方
向

へ
向
か
う
こ
と
は
﹆
容
易
に
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
﹆
実
際
に
﹆

次
節
に
挙
げ
る
よ
う
に
そ
の
よ
う
な
和
歌
を
複
数
残
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
﹆
源
順
と
他
の
歌
人
の
﹁
歌
の
序
﹂
の
相
違
と
し
て
﹆
山
本
氏
が
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次
の
点
を
指
摘
し
て
い
る
の
は
﹆
注
目
さ
れ
る
。

　

○
︻
引
用
者
注
・
源
順
以
外
の
歌
人
が
な
し
た
﹁
歌
の
序
﹂
は
︼﹁
総
じ
て
﹆

対
句
の
要
件
︻
で
あ
る
・
引
用
者
注
︼︵
Ａ
︶
文
法
的
機
能
を
ひ
と
し
く

す
る
と
い
う
点
で
﹆
源
順
の
﹁
う
た
の
序
﹂
ほ
ど
の
緊
密
さ
に
は
欠
け
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。﹂︵
山
本
真
由
子
︵2013

︶︶

　

順
の
方
が
﹆
対
句
部
分
の
作
り
方
に
お
い
て
﹆﹁
文
法
的
機
能
を
ひ
と
し
く

す
る
﹂﹆
そ
の
点
で
﹁
緊
密
さ
﹂
が
あ
る
と
い
う
興
味
深
い
指
摘
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
﹆
右
の
﹁
松
声
入
夜
琴
の
歌
の
序
﹂
の
例
で
も
確
認
で
き
﹆
山
本
氏

の
解
釈
を
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

4　
﹁
歌
の
序
﹂
か
ら
独
立
し
た
源
順
の
対
句
的
和
歌

4
─
（
1
）『
貫
之
集
』
歌
と
源
順
の
対
の
和
歌

　

貫
之
の
歌
と
の
間
に
〝
対
句
的
︵
対
歌
的
︶
対
応
〟
が
見
ら
れ
る
和
歌
が
あ

る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
﹆
金
子
英
世
︵1993

︶﹁﹁
源
順
百
首
﹂
の
特
質
と
初
期

百
首
の
展
開
﹂
に
お
い
て
﹆
関
連
す
る
和
歌
と
の
指
摘
が
あ
る
。
今
﹆
改
め
て

対
句
的
対
称
的
和
歌
と
い
う
観
点
か
ら
﹆
同
語
・
類
義
語
︵
傍
線
︶﹆
あ
る
い

は
対
応
語
や
縁
語
︵
二
重
傍
線
︶
に
線
を
付
し
て
﹆
取
り
上
げ
て
み
る
こ
と
に

し
た
い
。

　

○　
　
別
涼

Ａ
み
そ
ぎ
す
る　
河 

の 

瀬
見
れ
ば　
か
ら
衣　
日
も
ゆ
ふ
ぐ
れ
に　
浪

ぞ
た
ち
け
る
︵﹃
貫
之
集
﹄
延
喜
二
年
屛
風
歌
・
9
︶

○
Ｂ
み
そ
ぎ
す
る　
加
茂 

の 

川
波　
た
つ
日
よ
り　
ま
つ
の
か
げ
︵
異
・

か
ぜ
︶
こ
そ　
ふ
か
く
み
え
け
れ
︵﹁
順
百
首
﹂﹆4

9
9

︶

文
法
的
構
造
＝
﹁
初
句
同
文
│
河
川
│
の
│
波
・
瀬
縁
語
│
日
│
夕
影
の
関
連

語
彙
│
︹
水
の
縁
語
＋
係
助
詞
︺
│
動
詞
│
け
り
﹂

　

初
句
の
﹁
み
そ
ぎ
す
る
﹂
は
同
語
で
あ
る
が
﹆
そ
れ
以
下
は
微
妙
に
変
化
さ

せ
な
が
ら
も
類
似
す
る
歌
意
を
維
持
し
て
展
開
し
て
い
る
。
文
法
的
構
成
は
﹆

格
助
詞
﹁
の
﹂﹆
係
助
詞
﹁
ぞ
│
こ
そ
﹂﹆
文
末
助
動
詞
﹁
け
る
│
け
れ
﹂
に
至

る
ま
で
全
体
的
に
﹆
意
識
的
な
対
応
構
造
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ

よ
う
︵
異
文
の
﹁
か
ぜ
﹂
に
つ
い
て
は
︻
注
4
︼
参
照
︶。

　

こ
の
よ
う
な
対
称
的
な
歌
の
作
り
方
﹆
今
風
に
言
え
ば
〝
コ
ピ
ー
的
〟
な
作

歌
方
法
は
﹆
そ
の
来
源
を
﹆
源
順
の
漢
詩
・
漢
文
の
学
識
の
範
疇
に
求
め
る
な

ら
ば
﹆
や
は
り
漢
詩
の
﹁
対
句
﹂
の
技
法
で
あ
ろ
う
こ
と
が
容
易
に
推
定
で
き

よ
う
。
漢
詩
の
﹁
対
句
﹂
な
ら
ぬ
﹆
和
歌
で
の
﹁
対
の
歌
﹂
的
技
巧
と
仮
称
し

て
み
た
所
以
で
あ
る
。

4
─
（
2
）『
古
今
和
歌
集
』
と
源
順
の
対
の
和
歌
三
首

　

文
法
構
造
が
類
似
す
る
源
順
の
和
歌
は
﹆﹃
古
今
和
歌
集
﹄
と
の
間
に
も
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
。
三
首
あ
げ
て
み
よ
う
︵【
補
注
1
】
も
参
照
︶。
ま
ず
最

初
に
壬
生
忠
岑
の
和
歌
と
比
較
し
て
み
る
。
次
の
よ
う
に
第
2
句
と
結
句
は
全

く
の
同
文
で
あ
り
﹆
そ
の
他
が
対
称
的
構
造
を
示
し
て
い
る
。
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人文 20号（2021）

4
─
（
2
）
─
（
ア
）『
古
今
和
歌
集
』

︵
ア
︶
○
春
の
は
じ
め
の
歌　
　
　
　
　
壬
生
忠
岑

Ａ  
春
き
ぬ
と　
人
は
い
へ
ど
も 

鶯
の　
鳴
か
ぬ
限
は　
あ
ら
じ
と

ぞ
思
ふ　
︵﹃
古
今
和
歌
集
﹄
11
︶

○
Ｂ  

冬
き
ぬ
と　
人
は
い
へ
ど
も　
朝
氷　
結
ば
ぬ
程
は　
非
じ
と

ぞ
思
ふ　
︵﹁
順
百
首
﹂5

1
4

﹆
国
歌
大
観
番
号2

2
5
5
6

︶

文
法
的
構
造
＝
﹁
季
節
│
き
ぬ
と
│
人
は
い
へ
ど
も
│
名
詞
│
動
詞
│
ぬ
│

程
度
の
名
詞
│
は
│
あ
ら
じ
と
ぞ
思
ふ
﹂

　

初
句
の
名
詞
﹁
春
│
冬
﹂﹆
三
句
目
の
名
詞
﹁
鶯
の
│
朝
氷
﹂﹆
4
句
目
の
動

詞
未
然
形
﹁
鳴
か
﹂
│
﹁
結
ば
﹂
が
﹆
品
詞
も
意
味
的
に
も
対
応
さ
せ
て
あ
る

同
文
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
﹆
特
に
結
句
で
の
述
語
部
分
﹁
あ
ら
じ
と
ぞ
思
ふ
﹂

が
歌
の
詠
み
手
の
思
い
を
表
現
す
る
同
文
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
﹆
歌
意

自
体
も
季
節
の
み
は
異
に
す
る
も
の
の
結
局
﹆
同
趣
旨
と
い
う
印
象
を
与
え
る

も
の
な
っ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
同
・
類
義
語
か
ら
な
る
本
歌
取
り
と
何
が
違
う

の
か
﹆
も
う
少
し
見
て
み
よ
う
。

　

次
の
一
組
は
﹆
そ
れ
に
比
べ
る
と
﹆
述
語
部
分
を
含
む
下
の
句
が
大
き
く
相

違
し
つ
つ
対
応
を
示
し
て
い
る
の
で
﹆
よ
り
高
度
な
対
称
的
関
係
を
構
成
し
て

い
る
と
言
い
得
え
よ
う
。

4
─
（
2
）
─
（
イ
）『
古
今
和
歌
集
』

︵
イ
︶
○
Ａ  

宿
近
く　
梅
の
花
う
ゑ
じ　
あ
じ
き
な
く　
待
つ
人
の
香
に　
誤

ま
た
れ
け
り　
︵﹃
古
今
和
歌
集
﹄
34
︶

○
Ｂ  

宿
近
く　
桜
は
植
じ　
心
う
し　
咲
と
は
す
れ
ど　
散
り
ぬ
か
つ

〳
〵
︵﹁
順
百
首
﹂5

3
7

﹆
国
歌
大
観
番
号2

2
5
7
9

︶

文
法
的
構
造
＝
﹁
宿
近
く
│
花
│
植
ゑ
じ
│
心
情
形
容
詞
│
動
詞
│
︹
期
待
を

裏
切
ら
れ
る
表
現
︺﹂

　

初
句
は
同
文
﹆
二
句
は
花
を
変
え
つ
つ
﹁
植
え
じ
﹂
は
ま
っ
た
く
の
同
語
と

し
﹆
三
句
目
は
形
容
詞
を
巧
み
に
変
え
つ
つ
も
主
観
的
心
情
を
表
現
す
る
ク
活

用
形
容
詞
と
い
う
点
で
は
対
応
を
見
せ
る
﹁
あ
じ
き
な
く
│
心
憂
し
﹂
の
対
を

成
す
。
実
に
巧
み
な
変
奏
を
示
す
の
は
四
句
目
以
降
で
あ
る
。
四
句
目
で
は

﹃
古
今
集
﹄
の
花
の
﹁
香
り
﹂
を
﹁
咲
く
﹂
に
変
え
て
﹁
花
﹂
の
焦
点
を
変
化

さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
﹆
結
句
は
語
句
的
対
応
の
ま
っ
た
く
な
い
動
詞
﹁
あ
や

ま
つ
│
散
る
﹂
を
使
い
な
が
ら
も
﹆
結
局
﹆
そ
れ
ぞ
れ
の
下
の
句
全
体
と
し
て

は
﹆﹁
待
つ
香
り
﹂
と
﹁
散
る
花
﹂
か
ら
﹆
共
通
の
思
い
を
示
し
て
い
る
。﹁
待

つ
人
の
香
﹂
と
﹆
心
待
ち
に
し
て
い
た
﹁
咲
く
花
﹂
と
が
類
義
関
係
で
対
応
し
﹆

﹁
誤
ま
た
れ
け
り
﹂
を
﹆
咲
い
た
か
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
︵
期
待
を
裏
切
っ
て
︶

﹁
も
う
散
っ
て
し
ま
っ
た
﹂
と
詠
む
こ
と
で
﹆﹁
期
待
と
の
乖
離
﹂
と
し
て
対
応

さ
せ
て
い
る
。

　

そ
の
共
通
点
は
﹆﹁
香
り
﹂
と
﹁
花
︵
が
咲
く
こ
と
︶﹂
へ
の
﹁
期
待
﹂
と
﹆

そ
の
期
待
が
ほ
ん
の
一
瞬
で
裏
切
ら
れ
て
し
ま
っ
て
﹁
期
待
外
れ
﹂
と
な
る
思

い
︵﹁
あ
じ
き
な
し
│
心
憂
し
﹂︶
で
あ
る
。﹁
だ
か
ら
﹆
宿
り
と
な
る
家
の
近

く
に
は
﹆
梅
も
桜
も
決
し
て
植
え
る
ま
い
﹂
と
い
う
﹆
初
句
で
の
共
通
す
る
主

317

人文20_責了.indb   112 2022/02/17   17:05



源順における漢から和

（113）

題
へ
と
﹆
つ
な
が
っ
て
も
い
る
の
で
あ
る
。
下
の
句
で
﹆
語
句
を
変
化
さ
せ
な

が
ら
も
﹆
同
じ
﹁
宿
近
く
は
﹆
こ
れ
ら
の
花
は
植
え
ま
い
﹂
と
い
う
思
い
を
巧

み
に
詠
ん
で
い
る
点
で
﹆
前
の
﹃
古
今
和
歌
集
﹄
の
も
う
1
つ
の
対
歌
よ
り
も
﹆

ま
た
﹆
貫
之
集
と
の
対
歌
よ
り
も
﹆
そ
の
技
巧
は
一
層
洗
練
さ
れ
た
と
い
う
趣

が
あ
る
。

　

さ
ら
に
﹆
初
句
と
﹆
語
句
﹁
秋
﹂
の
共
有
以
外
は
す
べ
て
変
化
さ
せ
て
も
﹆

秋
の
人
恋
し
さ
を
同
じ
よ
う
に
詠
み
込
ん
だ
対
称
的
和
歌
も
残
し
て
い
る
。

4
─
（
2
）
─
（
ウ
）『
古
今
和
歌
集
』

︵
ウ
︶
○
Ａ  

時
し
も
あ
れ　
秋
や
は
人
の　
別
る
べ
き　
あ
る
を
見
る
だ
に　

恋
し
き
も
の
を
︵﹃
古
今
和
歌
集
﹄8

3
9

﹆
壬
生
忠
岑
︶

○
Ｂ  

時
し
ま
れ　
小
鹿
の
橋
を　
秋
行
け
ば　
我
妻
を
さ
へ
ぞ　
恋
渡

る
べ
き　
︵﹁
源
順
集
﹂2

6
9

﹆
同1

9
0
8
3
4

︶

文
法
的
構
造
＝
﹁
時
し
も
あ
れ
│
︵
秋
︶
│
生
物
︹
人
／
鹿
︺
│
︹
推
移
を
象

徴
す
る
動
詞
︺
│
︵
べ
き
︶
│
限
定
の
助
詞
︵
だ
に
／
さ
へ
︶

│
恋
﹂

　

技
巧
的
の
説
明
は
も
は
や
不
要
と
思
わ
れ
る
が
﹆
こ
れ
ら
の
歌
で
は
﹆
主
題

で
も
あ
る
﹁
人
へ
の
思
い
﹂
と
し
て
は
﹆﹃
古
今
集
﹄
で
は
死
別
し
た
人
に
﹆

順
歌
で
は
﹁
我
が
妻
﹂
に
焦
点
が
あ
り
﹆
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。

し
か
し
﹆
各
歌
の
中
で
の
対
比
と
い
う
点
に
焦
点
を
当
て
て
み
る
と
﹆
壬
生
忠

岑
歌
で
は
﹆﹁
生
き
て
﹃
見
ら
れ
る
︵
会
え
る
︶﹄
い
る
人
で
さ
え
一
番
人
恋
し

い
秋
と
い
う
季
節
で
あ
る
の
に
﹆
ま
し
て
死
別
し
た
親
し
い
人
の
こ
と
と
な
れ

ば
一
層
﹂
と
い
う
﹁
生
き
て
あ
る
人

⇔

死
別
し
た
人
﹂
の
対
比
が
あ
る
。
一
方
﹆

源
順
歌
で
も
﹆
秋
に
妻
問
い
し
て
鳴
く
牡
鹿
は
有
名
で
あ
る
が
﹆
そ
の
牡
鹿
で

は
な
い
小
鹿
│
│
母
を
恋
い
慕
っ
て
い
る
小
鹿
か
│
│
を
見
た
だ
け
で
も
自
分

は
牡
鹿
＝
妻
問
い
が
連
想
さ
れ
て
き
て
し
ま
う
と
し
て
﹆﹁
小
鹿

⇔

我
妻
﹂
の

対
比
を
組
み
込
ん
で
い
る
。
技
巧
と
し
て
同
じ
対
比
構
造
を
な
し
て
い
る
点
が

指
摘
で
き
よ
う
。
恋
し
さ
の
度
合
い
と
し
て
﹆
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
甲
︵
生

き
て
い
る
人
／
小
鹿
︶
を
比
較
に
挙
げ
つ
つ
﹆
そ
れ
よ
り
も
よ
り
一
層
勝
る
乙

へ
の
思
い
を
強
調
す
る
。﹁
甲＜

乙
＝
小＜

大
﹂
の
対
比
構
造
ま
で
真
似
て
﹆

共
通
主
題
と
な
る
﹁
い
や
勝
る
慕
わ
し
い
人
へ
の
思
い
﹂
の
表
現
に
到
達
し
て

い
る
模
倣
の
技
巧
は
み
ご
と
と
言
え
よ
う
。

　

単
に
﹁
模
倣
し
た
歌
﹂
と
い
う
以
上
に
﹆
ま
た
︵
沓
冠
な
ど
の
︶﹁
外
か
ら

与
え
ら
れ
た
条
件
に
あ
う
こ
と
だ
け
が
﹆
歌
を
作
る
目
的
だ
っ
た
よ
う
に
み
う

け
ら
れ
る
。﹂︵
原
田
真
理
︵1979

︶︶
と
い
う
以
上
に
│
│
そ
の
よ
う
な
場
合

も
な
く
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
│
│
﹆
技
巧
的
な
可
能
性
を
追
究
し
た
挑
戦

だ
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
﹆
源
順
が
も
つ
漢
詩
作
成
の
知
識
や

技
能
の
水
準
を
﹆
和
歌
の
世
界
で
も
か
た
ち
に
し
て
み
た
い
﹆
と
い
う
情
熱
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
﹃
古
今
和
歌
集
﹄
と
対
応
す
る
三
首
は
﹆
原
田
真
理
︵1979

︶
が
﹆

源
順
が
﹃
古
今
集
﹄
の
和
歌
か
ら
﹁
影
響
を
う
け
た
歌
﹂
と
し
て
指
摘
し
て
い

る
も
の
で
も
あ
る
。
た
だ
﹆
原
田
︵1979

︶
で
は
﹁
語
句
だ
け
を
変
え
た
歌
が

目
立
つ
。﹂
や
﹁
～
の
ま
っ
た
く
の
模
倣
で
あ
る
。﹂﹆﹁
～
の
構
成
を
う
け
て
い
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（114）

人文 20号（2021）

る
。﹂
と
い
う
程
度
の
見
方
で
し
か
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
﹆
語
句
の
対
応
や

主
題
の
変
奏
と
い
う
細
部
に
も
着
目
し
﹆
む
し
ろ
意
図
的
に
対
称
的
な
構
成
を

模
索
し
た
和
歌
と
し
て
﹆
言
い
換
え
れ
ば
﹆
い
わ
ば
意
図
的
に
変
奏
さ
せ
た
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
技
巧
に
焦
点
を
当
て
て
﹆
解
釈
し
て
み
た
。

　

原
田
氏
は
﹆
源
順
の
歌
集
や
各
和
歌
群
全
体
に
対
し
て
﹃
古
今
和
歌
集
﹄
の

影
響
が
認
め
得
る
和
歌
の
数
︵
合
計
30
首
︶
を
表
で
示
し
つ
つ
︵【
注
1
】
の

表
参
照
︶﹆
さ
ら
に
﹆
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

○
︻
引
用
者
注
：﹃
古
今
和
歌
集
﹄
の
影
響
を
受
け
た
和
歌
は
﹆
源
順
の
︼

﹁
百
首
歌
中
に
は
十
首
あ
り
﹆
比
較
的
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
。
好

忠
の
百
首
歌
で
は
﹆
古
今
集
中
歌
を
そ
の
ま
ま
模
倣
し
た
歌
が
ほ
と
ん
ど

な
い
の
に
対
し
て
﹆
順
の
百
首
歌
に
は
語
句
だ
け
を
変
え
た
歌
が
め
だ

つ
。﹂

　

曾
祢
好
忠
に
は
﹆
こ
の
よ
う
な
﹁
そ
の
ま
ま
模
倣
し
た
歌
﹂﹆
語
句
・
表
現

を
対
応
さ
せ
て
い
る
対
称
的
和
歌
は
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
﹆
順
で
は
﹁
語
句
だ

け
を
変
え
﹂
る
︵
表
現
の
文
法
的
構
成
が
近
似
す
る
︶
パ
タ
ン
が
多
い
と
い
う

指
摘
は
注
目
さ
れ
る
。
先
に
挙
げ
た
﹃
貫
之
集
﹄
と
の
対
歌
も
﹆
こ
の
原
田
氏

の
指
摘
に
一
致
し
て
い
る
。
興
味
深
い
順
の
特
徴
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
﹁
歌
の
序
﹂
内
で
の
対
句
的
な
対
称
性
を
も
つ
五
七
五
七
七
表
現
を

作
り
﹆
さ
ら
に
﹆
貫
之
の
和
歌
や
﹃
古
今
集
﹄
の
和
歌
に
な
ぞ
ら
え
た
よ
う
な

対
称
的
対
の
和
歌
を
作
成
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
﹆
そ
れ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て

い
く
こ
と
は
順
に
と
っ
て
容
易
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

そ
の
よ
う
な
応
用
の
事
例
を
探
し
て
み
る
と
﹆﹃
源
順
集
﹄
の
長
歌
の
中
の

表
現
を
応
用
さ
せ
て
﹆
自
身
の
創
作
物
語
の
中
に
和
歌
と
し
て
忍
び
込
ま
せ
た

の
で
は
な
い
か
﹆
と
推
定
で
き
る
事
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
そ
の

事
例
を
紹
介
し
て
み
た
い
。

5　
つ
く
り
歌
物
語
へ
の
応
用
│
│
﹃
篁
物
語
﹄
の
和
歌
と
﹃
源
順
集
﹄

　

平
安
前
期
の
つ
く
り
物
語
に
﹃
篁
物
語
﹄
が
あ
り
﹆
そ
の
中
の
和
歌
が
﹃
源

順
集
﹄
の
長
歌
の
一
部
と
対
句
的
対
称
的
構
成
を
も
つ
︵
安
部
清
哉
︵2017

︶︶。

﹃
篁
物
語
﹄
は
﹆
か
つ
て
は
作
者
未
詳
で
あ
っ
た
が
﹆
そ
の
中
の
語
彙
や
表
現

の
特
性
お
よ
び
和
歌
の
歌
語
﹁
み
ど
り
の
き
ぬ
﹂
な
ど
の
特
徴
か
ら
総
合
的
に

判
断
し
て
﹆
原
作
者
は
源
順
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
解
釈
さ
れ
た
︵
安
部

︵2017

︶︶。

　

そ
の
﹃
篁
物
語
﹄
の
中
に
は
32
首
の
和
歌
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
が
﹆
う
ち

1
首
が
﹆
興
味
深
い
こ
と
に
﹃
源
順
集
﹄
の
中
の
長
歌
の
一
部
と
き
わ
め
て
類

似
し
た
歌
意
と
表
現
構
成
﹆
対
称
的
文
法
構
造
を
成
し
て
い
る
。
次
に
﹆
拙
論

︵
安
部
︵2017

︶︶
に
示
し
た
結
論
部
分
と
﹆
長
歌
の
全
文
と
を
示
し
て
み
よ
う
。

【
対
応
図
　
1
】　
◆
『
篁
物
語
』
と
『
源
順
集
』

○
﹃
源
順
集
﹄　
す
み
の
江え

の　

 

松
は　
む
な
し
く
┋お
い
ぬ
れ
ど　
み
ど
り

の
こ
ろ
も　
ぬ
ぎ
か
へ
┋む
︵118

﹁
応
和
元
年
﹆
勘
解
由
判
官
の
労
六
年
﹂︶

○
﹃
篁
物
語
﹄　
あ
だ
に
┋散
る　
花
橘
の
に
ほ
ひ
に
は　
み
ど
り
の
き
ぬ
の　
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源順における漢から和

（115）

香
こ
そ
ま
さ
ら
┋め

　
﹃
源
順
集
﹄
の
該
当
部
分
は
﹆
長
歌
︵118

︶
の
末
尾
近
く
で
あ
る
。
長
文
で

あ
る
が
﹆
詞
書
と
共
に
次
に
引
用
し
て
お
く
。

○
応
和
元
年
﹆
勘
解
由
判
官
の
労
六
年
﹆
い
に
し
へ
に
な
ず
ら
ふ
る
に
﹆
か

く
し
づ
め
る
人
な
し
﹆
つ
か
れ
た
る
馬
の
か
た
を
つ
く
り
て
﹆
つ
か
さ
の

長
官
朝
成
朝
臣
に
た
ま
ふ
に
﹆
く
は
へ
た
る
な
が
う
た

118

あ
ら
た
ま
の　

年
の
は
た
ち
に　

た
ら
ざ
り
し　

と
き
は
の
山
の　

山

さ
む
み　

風
も
さ
は
ら
ぬ
ふ
ぢ
ご
ろ
も　

二
た
び
た
ち
し　

あ
き
霧
に　

心
も
そ
ら
に　

ま
ど
ひ
そ
め　

み
な
し
ご
草
に　

な
り
し
よ
り　

物
思
ふ

こ
と
の　

葉
を
し
げ
み　

け
ぬ
べ
き
つ
ゆ
の　

夜
半
に
置
き
て　

夏
は
な

ぎ
さ
に　

も
え
わ
た
る　

ほ
た
る
を
袖
に　

ひ
ろ
ひ
つ
つ　

冬
は
花
に
ぞ　

見
え
ま
が
ひ　

木
の
は
木
の
は
に　

ふ
り
つ
も
る　

雪
を
袂
に　

あ
つ
め

つ
つ　

ふ
み
み
て
出
で
し　

道
は
な
ほ　

身
の
う
き
に
の
み　

あ
り
け
れ

ば　

こ
こ
も
か
し
こ
も　

あ
し
ね
は
ふ　

下
に
の
み
こ
そ　

し
づ
み
け
れ　

た
れ
こ
こ
の
へ
の　

さ
は
水
に　

な
く
鶴
の
ね
は　

ひ
さ
か
た
の　

雲
の

う
へ
ま
で　

か
く
れ
な
く　

た
か
く
聞
え
て　

か
ひ
あ
り
と　

い
ひ
な
が

し
け
ん　

我
は
な
ほ　

か
ひ
も
な
ぎ
さ
に　

み
つ
し
ほ
の
世
に
は
か
ら
く

て　

す
み
の
江
の　
松
は
む
な
し
く　
お
い
ぬ
れ
ど　

み
ど
り
の
こ
ろ

も　
ぬ
ぎ
か
へ
ん　
春
は
い
つ
と
も　

し
ら
な
み
の　

涙
に
い
た
く　

ゆ

き
か
よ
ひ　

ゆ
も
と
り
あ
へ
ず　

な
り
に
け
る　

ふ
ね
の
我
を
し　

君
し

ら
ば　

あ
は
れ
今
だ
に　

し
づ
め
じ
と　

あ
ま
の
つ
り
縄　

う
ち
は
へ
て　

ひ
く
と
し
し
ら
ば　

も
の
は
思
は
じ　
︵
国
歌
大
観
よ
り
︶

︻
詞
書
の
大
意
＝
九
六
一
年
︵
源
順
五
十
一
歳
︶
の
時
﹆
勘
解
由
使
の
判
官

︵
三
等
官
﹆
従
六
位
下
相
当
官
︶
の
任
に
あ
り
既
に
六
年
と
な
り
﹆
昔
の
世
と

比
べ
て
も
﹆
こ
の
よ
う
に
﹁
沈
淪
﹂
し
て
い
る
人
は
他
に
い
な
い
。
い
ま
﹆
疲

れ
た
︵
や
つ
れ
た
︶﹁
馬
の
絵
﹂︵
異
本
﹁
う
ま
の
し
︵
馬
の
詩
︶﹂
に
よ
れ
ば
﹆

自
ら
を
﹁
疲
弊
し
た
馬
に
擬
し
た
漢
詩
﹂
を
つ
く
り
﹆
そ
れ
に
長
歌
も
添
え
た

も
の
か
︵
神
野
藤
昭
夫
︶︶
を
作
っ
て
﹆
司
の
長
官
で
あ
る
藤
原
朝
成
朝
臣
に

献
上
し
た
も
の
に
添
え
た
な
が
歌
﹂︵
西
山
秀
人
氏
校
注
﹃
順
集
﹄︵2012

︶
で

の
語
句
毎
の
脚
注
を
わ
た
く
し
に
つ
な
い
だ
︶︼

　

右
に
あ
げ
た
当
該
2
首
に
お
い
て
﹆
対
句
的
対
称
的
な
語
句
﹆
表
現
を
対
照

さ
せ
て
示
し
て
お
く
。
次
に
掲
載
す
る
よ
う
に
﹆
片
面
は
松
の
齢
﹆
片
面
は
花

の
香
り
を
写
し
出
し
て
い
る
ほ
ぼ
鏡
像
の
よ
う
な
構
造
で
あ
る
。
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人文 20号（2021）

源
順
＝
虚
し
く
褪
せ
て
い
く
︵
老
い
る
︶
松
の
緑
よ
り
も
﹆︵
今
の
緑
の
自

分
の
︶
衣
の
色
は
よ
り
上
位
の
色
に
な
る
だ
ろ
う
。︵
長
歌
の
後
続
す

る
﹁
し
ら
な
み
の
﹂
か
ら
は
﹁
な
る
だ
ろ
う
か
？
﹂
と
続
く
形
︶。

　
　
　
　
　
　
　

⇔

﹃
篁
﹄
＝  

虚
し
く
消
え
る
︵
散
る
︶
橘
の
花
の
香
よ
り
も
﹆︵
緑
で
も
自
分

の
︶
衣
の
香
は
優
れ
た
香
で
あ
る
だ
ろ
う
。

共
通
す
る
構
文
と
歌
意
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

◆
共
通
す
る
歌
の
構
造

　
　

一
般
に
優
れ
て
す
ば
ら
し
い
︽
色
／
香
︾
と
い
わ
れ
る
︽
松
の
緑
／
花
橘

の
香
︾
で
は
あ
る
が
﹆︽
虚
し
く
／
徒
に
︾﹆
時
が
過
ぎ
て
衰
微
し
て
︽
老

い
て
／
散
っ
て
︾
し
ま
え
ば
︵
し
ま
っ
た
も
の
よ
り
も
︶﹆
そ
れ
に
比
べ

れ
ば
﹆
自
分
の
︽︻
今
後
の
︼
衣
の
色
／
︻
今
の
︼
衣
の
香
り
︾
の
方
が
﹆

優
れ
て
い
る
︽
だ
ろ
う
こ
と
よ
。
／
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
︵
か
？
︶︾

　
内
容

源
順
の
長
歌
　
　
　

⇔

　
篁
の
和
歌
　
＝
＝
備
考

【
語
彙
レ
ベ
ル
】

① 
色
彩
語
彙
︵
完
全
同
義
語
︶

み
ど
り　
　
　
　
　

⇔　

み
ど
り　

＝
＝
六
位
の
官
人
の
朝
服
の
色

② 

衣
装
語
彙
︵
類
義
語
︶

こ
ろ
も　
　
　
　
　

⇔　

き
ぬ　
　

＝
＝
衣
服

③ 

評
価
語
﹁
徒
・
空
﹂︵
類
義
語
︶

む
な
し
く　
　
　
　

⇔　

あ
だ
に　

＝
＝　

思
い
・
感
情

④ 

マ
イ
ナ
ス
の
時
間
経
過
語
彙
︵
歌
語
的
類
義
語
︶
老
ゆ　
　
　
　
　
　

⇔　

散
る　
　

＝
＝　

衰
退
・
零
落

⑤ 

優
位
へ
の
変
化
動
詞
︵
類
義
語
︶︵
衣
を
︶

脱
ぎ
替
へ
︵
上
位
官
位
の
服
に
︶

⇔　
　

勝
ら
︵
勝
る
︶
＝
＝　

発
展
・
出
世

⑥ 

推
量
の
助
動
詞

む　
　
　
　
　
　
　

⇔　

め
︵
む
︶　

＝
＝
強
い
願
望

【
句
や
表
現
な
ど
の
技
巧
的
レ
ベ
ル
】

⑦ 

美
的
自
然
物
を
詠
み
込
む
手
法

松
の
緑　

⇔　

橘
の
香

⑧ 

対
象
へ
の
視
覚
上
の
美
的
表
現

﹁
澄
み
﹂
の
江　
　

 

⇔　

花
橘
︵
の
﹁
花
﹂︶

⑨ 

対
比
対
象
の
劣
化
表
現

﹁
空
し
く
老
い
る
﹂　

⇔　
﹁
徒
に
散
る
﹂

⑩ 

対
比
上
の
上
位
物

︵
松
の
緑
よ
り
良
い
︶﹁
衣
の
色
﹂

⇔

︵
橘
の
香
よ
り
良
い
︶﹁
衣
の
香
﹂

⑪ 

自
分
の
優
位
性
の
表
現

﹁
緑
衣
を
脱
ぎ
替
え
る
﹂︵
上
位
に
着
く
︶

⇔

﹁
緑
衣
の
香
こ
そ
勝
る
﹂︵
上
位
で
あ
る
︶

⑫ 

各
歌
内
部
で
の
比
較
構
造
の
相
似
性

︻
図
略
︼

⑬ 

歌
意
の
意
味
的
構
成
の
類
似

︻
左
記
参
照
︼
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源順における漢から和

（117）

　

こ
の
よ
う
に
対
比
し
て
み
る
と
非
常
に
類
似
し
て
い
る
。﹁
類
似
歌
と
い
う

次
元
を
越
え
て
﹆
ま
っ
た
く
鏡
の
よ
う
に
対
象
的
で
さ
え
あ
る
。
そ
の
意
味
で

仮
に
名
付
け
る
と
す
れ
ば
﹆﹁
対
歌
構
造
﹂
と
で
も
呼
べ
る
よ
う
な
瓜
二
つ
の

鏡
像
歌
に
な
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。﹂︵
安
部
︵2017

︶︶

6　

  

後
代
へ
の
源
順
の
対
の
和
歌
の
影
響
│
│
﹃
恵
慶
集
﹄﹆﹃
源
氏

物
語
﹄
と
﹃
篁
物
語
﹄
の
和
歌
│
│

6
─
⑴
　
河
原
院
歌
人
・
恵
慶
へ
の
影
響
─
─
「
恵
慶
百
首
」
と
「
順
百
首
」

　

こ
の
よ
う
な
﹆
あ
た
か
も
対
句
の
よ
う
な
和
歌
は
﹆
そ
の
後
﹆
源
順
に
親
し

い
関
係
の
も
の
に
も
共
有
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
同
じ
河
原
院
の
歌
人

で
も
あ
る
恵
慶
の
百
首
歌
中
に
は
﹆
先
行
し
た
源
順
の
歌
に
類
似
し
た
次
の
よ

う
な
対
称
的
表
現
構
造
を
も
つ
﹁
対
歌
﹂
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

◆
﹁
恵
慶
百
首
﹂
と
﹁
順
百
首
﹂

　

○
ゐ
せ
き
よ
り　
も
る
水
の
お
と
の　

き
こ
え
ぬ
は　

冬
来
に
け
れ
ば　

こ
ほ
り
す
ら
し
も
︵﹁
順
百
首
﹂﹆
沓
冠
歌
│
冬
・5

4
9

﹆
結
水
に
よ
っ
て

水
音
が
絶
え
た
こ
と
を
詠
ん
だ
も
の
︶

　

○
ゐ
で
河
の　
け
ふ
波
音
の　

き
こ
え
ぬ
は　

冬
の
は
じ
め
と　

こ
ほ

り
す
ら
し
も　
　
︵﹁
恵
慶
百
首
﹂・
沓
冠
歌
│
冬
・2

6
1

︶

　
﹁
恵
慶
百
首
歌
﹂
は
﹆
源
順
の
百
首
歌
の
直
後
の
成
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る

か
ら
﹆
恵
慶
が
順
の
歌
に
倣
っ
た
こ
と
に
な
る
︵︻
表
3
︼
参
照
﹆
表
3
は
久

保
木
寿
子
︵1992

︶
の
注
に
お
け
る
文
章
を
表
化
し
た
も
の
︶。
三
句
﹁
き
こ

え
ぬ
は
﹂﹆
結
句
﹁
こ
ほ
り
す
ら
し
も
﹂
は
ま
っ
た
く
の
同
語
句
で
あ
る
。
語

彙
も
﹁
ゐ
︵
せ
き
︶﹂﹁
音
の
﹂﹁
冬
﹂
は
同
語
﹆
冬
が
﹁
来
に
け
れ
ば
﹂﹁
は
じ

め
と
﹂
に
よ
っ
て
初
冬
と
い
う
共
通
の
時
期
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
2
首
の
構
造
の
対
称
性
か
ら
は
﹆
単
な
る
本
歌
取
り
の
技
法
の
偶
然
の

結
果
で
は
な
く
︵
源
順
一
人
の
詠
作
技
法
に
留
ま
ら
ず
︶﹆
そ
れ
に
倣
っ
た
こ

の
技
法
が
歌
人
達
に
も
共
有
さ
れ
て
い
た
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

特
に
﹆
い
わ
ゆ
る
河
原
院
の
歌
人
︵
沈
淪
の
歌
人
と
も
言
わ
れ
﹆
源
融
の
屋
敷

に
も
出
入
り
し
た
﹆
源
順
周
辺
の
歌
人
︵
犬
養
︵1967

︶﹆
安
部
︵2017

︶
参

照
︶
の
和
歌
を
さ
ら
に
探
し
て
い
け
ば
﹆
類
似
す
る
も
の
を
見
出
せ
る
可
能
性

が
あ
る
。

6
─
⑵
　
　
紫
式
部
『
源
氏
物
語
』
へ
の
『
篁
物
語
』
和
歌
の
影
響

　
﹃
源
氏
物
語
﹄﹁
浮
舟
﹂
巻
の
浮
舟
の
歌
に
﹆﹃
篁
物
語
﹄
の
和
歌
と
類
似
す

る
構
造
を
も
つ
歌
が
あ
る
。
井
野
葉
子
︵2008

﹆
後
に2011

︶
は
﹆﹃
源
氏
物

語
﹄
の
当
該
箇
所
と
﹃
篁
物
語
﹄
の
特
徴
の
一
致
か
ら
﹆
当
該
場
面
は
﹃
篁
物

語
﹄
を
一
つ
の
下
敷
き
に
し
て
﹃
源
氏
物
語
﹄
が
書
か
れ
こ
と
を
実
証
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
て
﹆
安
部
清
哉
︵2010

︶
で
は
﹆
同
場
面
に
あ
る
双
方
の
和
歌

三
首
の
う
ち
﹃
源
氏
物
語
﹄
と
﹃
篁
物
語
﹄
で
の
1
組
が
極
め
て
緊
密
に
対
称

的
に
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
指
摘
し
た
。
そ
の
対
の
和
歌
を
分
か
り
や

す
く
対
応
図
と
し
て
示
し
た
の
が
︻
対
応
図　
2
︼
で
あ
る
。
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（118）

人文 20号（2021）

　

こ
の
﹃
源
氏
物
語
﹄
の
和
歌
は
﹆
井
野
葉
子
︵2008

︶
が
詳
細
に
検
討
し
た

よ
う
に
﹆﹃
篁
物
語
﹄
に
て
連
続
す
る
場
面
に
詠
ま
れ
た
三
首
を
踏
ま
え
て
﹆

同
じ
よ
う
な
設
定
の
も
と
に
﹆
同
様
に
三
首
読
ま
れ
た
﹃
源
氏
物
語
﹄
の
和
歌

の
中
の
1
首
で
あ
る
。
即
ち
﹆
紫
式
部
は
意
図
的
に
右
の
﹃
篁
物
語
﹄
の
和
歌

を
詠
み
替
え
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
﹆
上
述
し
て
き
た
源
順
の

対
句
的
和
歌
の
技
法
を
模
倣
し
た
も
の
か
﹆
偶
然
の
一
致
な
の
か
は
﹆
厳
密
に

は
判
断
で
き
る
材
料
は
な
い
が
﹆﹃
源
氏
物
語
﹄
の
本
文
自
体
に
は
﹆﹃
篁
物

語
﹄
を
踏
ま
え
た
表
現
や
引
用
が
少
な
か
ら
ず
指
摘
さ
れ
て
お
り
︵
井
野
葉
子

︵2011

︶﹆
安
部
清
哉
︵2018

︶︶﹆
ま
た
﹆
夕
霧
像
に
は
明
ら
か
に
﹃
篁
物
語
﹄

の
小
野
篁
像
や
源
順
な
ど
の
六
位
の
学
生
の
イ
メ
ー
ジ
が
投
影
さ
れ
て
い
る

︵
金
孝
淑
︵2009

・2010

︶﹆
安
部
清
哉
︵2018

︶︶。
紫
式
部
は
﹆
何
ら
か
の
過

程
で
源
順
の
和
歌
の
技
法
を
間
接
的
に
で
も
吸
収
す
る
機
会
が
あ
っ
た
も
の
と

推
察
さ
れ
る
。

　

そ
の
点
は
厳
密
に
は
今
後
も
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
﹆
上
記
の
よ
う
な
﹃
篁

物
語
﹄
と
﹃
源
氏
物
語
﹄
と
の
歌
の
関
係
か
ら
見
て
﹆
こ
の
浮
舟
の
歌
は
意
図

的
に
篁
の
妹
の
歌
と
類
似
す
る
構
造
で
詠
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
紫

311

【
表
3
】「
初
期
百
首
歌
と
そ
の
成
立
時
期
」

︵
久
保
木
寿
子
︵
1 

9 

9 

2
︶
の
﹁
注
1
﹂
の
解
説
を
表
化
し
た
も
の
﹆︻　

︼
部
は
加
筆
︶

連
番

百
首
名

成
立
（
元
号
）

西
暦
（
成
立
諸
説
）

1

曽
禰
好
忠
百
首

天
徳
末　

成
立

︵
天
徳
は
9 

5 

7
～
9 

6 

1
︶

2

源
順
百
首

ほ
ぼ
同
前

3

恵
慶
百
首

︻
前
記
の
1
﹆
2
よ
り
︼
や
や
後

4

源
重
之
百
首

天
徳
末
以
降
～
康
保
4
以
前

9 

6 

1
以
降
～
9 

6 

7
以
前

5

好
忠
毎
月
集

安
和
元
年
以
降
か
︵
松
本
真
奈
美
説
︶

9 

6 

8
︵
松
本
真
奈
美
説
︶
／
天
禄
3
年
︵
9 

7 

2
︶
以
前
︵
岡
一
男
説
︶

6

海
人
手
古
良
集

安
和
3
年
以
前

9 

7 

0
以
前

7

千
穎
百
首

永
祚
2
年
︵
序
文
に
よ
る
。
存
疑
︶

9 

9 

0

8

重
之
女
百
首

不
明

9

加
茂
保
憲
女
集

正
暦
4
年
頃
︵
岡
説
︶

9 

9 

3
頃

10

和
泉
式
部
百
首

正
暦
4
年
～
長
保
2
年
以
前
か
︵
吉
田
幸
一
説
︶

9 

9 

3
～
1 

0 

0 

0
以
前
か

11

相
模
初
事
百
首

和
泉
百
首
の
後
か

12

相
模
走
湯
百
首

万
寿
元
年
頃

1 

0 

2 

4
頃
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源順における漢から和

（119）

式
部
の
こ
の
和
歌
も
﹆
対
句
的
和
歌
の
実
践
例
と
解
釈
さ
れ
よ
う
。

︻
対
応
図　
2
︼　
﹃
篁
物
語
﹄
の
妹
の
歌
︵
Ｃ
︶
と
﹃
源
氏
物
語
﹄
浮
舟
の
三

首
目
︵
Ｇ
︶
の
共
通
構
造　
︵
安
部
︵2010

︶︶

Ｃ　

消
え
は
て
て
身
こ
そ　
は　

灰　

に
│
│
な
り
は
て
め
夢
の
魂
君
に

あ
ひ
そ
へ　
　
︵
女
︶

　
　
　

縁
語　
　
　
　
　

　

 ︵
火
葬
の
灰
と
火
葬
の
煙
の
雲
︶　

夢
と
こ
の
世

Ｇ　

か
き
く
ら
し
晴
れ
せ
ぬ
峰
の
雨
雲　

に
│
│
浮
き
て
世
を
ふ
る
身
を
も

│
な
さ
ば
や　
︵
浮
舟
巻　

一
六
〇
頁
︶

　
﹃
篁
物
語
﹄
の
妹
の
和
歌
Ｃ
と
﹆﹃
源
氏
物
語
﹄
の
浮
舟
の
Ｇ
に
は
﹆
用
語
や

表
現
に
お
い
て
﹆
次
の
5
つ
の
類
似
点
を
指
摘
で
き
る
︵
詳
し
い
解
説
は
安
部

︵2010

︶
を
参
照
︶。

︻
同
語
︼﹁
身
﹂
と
﹁
身
﹂︵
井
野
説
︶

︻
同
義
語
︼﹁︵
に
︶
な
る
﹂
と
﹁︵
に
︶
な
す
﹂︵
自
動
詞
│
他
動
詞
︶︵
安
部

案
︶

︻
縁
語
︼﹁︵
火
葬
さ
れ
た
︶
灰
﹂
と
﹁︵
火
葬
さ
れ
た
煙
を
象
徴
す
る
︶
峰
の

︵
雨
︶
雲
﹂︵
安
部
案
︶

︻
類
義
語
︼﹁
搔
き
暗
す
﹂︵
暗
く
な
る⇒

見
え
な
く
な
る≒

消
え
る
︶
と
﹁
消

え
果
つ
﹂︵
＝
死
ぬ
︶︵
安
部
案
︶

︻
対
義
語
︼﹁
夢
の
魂
﹂
と
﹁
世
を
ふ
る
身
﹂︵
安
部
案
︶

7　
ま
と
め
│
│
﹁
対
歌
﹂
の
収
集

7
─
⑴
　
　
源
順
の
「
対
歌
」
事
例
一
覧

　

本
稿
で
は
﹆
源
順
の
歌
に
見
出
し
た
﹆
他
の
和
歌
と
の
類
似
の
対
称
的
和
歌

を
取
り
上
げ
て
﹆
そ
の
対
称
構
造
を
検
討
し
て
み
た
。

　

一
見
す
る
と
﹆
単
に
﹁
語
句
だ
け
を
変
え
た
歌
﹂﹁
ま
っ
た
く
の
模
倣
﹂﹁
～

の
構
成
を
う
け
て
い
る
。﹂︵
前
掲
の
原
田
氏
︶
だ
け
の
よ
う
に
見
え
る
が
﹆

﹁
歌
の
序
﹂
か
ら
始
ま
る
源
順
の
試
み
を
追
っ
て
み
て
く
る
と
﹆
単
に
偶
然
類

似
し
た
構
成
な
の
で
は
な
く
﹆
明
ら
か
に
漢
詩
の
対
句
を
意
識

0

0

0

0

0

0

0

0

し
﹆
そ
れ
を
和

歌
の
世
界
へ
も
持
ち
こ
ん
で
実
践
し
て
み
た
斬
新
な
前
衛
的
試
み
だ
っ
た
と
位

置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

今
回
取
り
上
げ
た
対
の
関
係
の
和
歌
を
﹆
順
の
影
響
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と

解
釈
し
た
恵
慶
と
紫
式
部
の
2
組
の
和
歌
も
含
め
て
﹆
改
め
て
列
挙
し
て
お
く

こ
と
に
す
る
。

◆
﹁
西
宮
紅
梅
の
歌
の
序
﹂

Ａ
こ
の
小
木
の　
生
ひ
出
で
て
［
髪
も
］　
白
浪
の　
知
ら
ぬ
身
な
れ
ど　

い
か
ヾ
背
か
む
。

Ｂ
万
代
の　
老
木
に
な
る
ま
で　
大
淀
の　
仰
せ
言
を
ば　
い
か
ヾ
背
か

む
。

⇐ ⇒

⇐ ⇒

⇐ ⇒
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（120）

人文 20号（2021）

◆
﹁
松
声
入
夜
琴
の
歌
の
序
﹂
の
﹁
対
の
和
歌
﹂

Ａ
遣
り
水
に　
浮
か
べ
る
菊
に　
思
ひ
合
は
す
れ
ば　
和
泉
ば
か
り
に　

沈
む
我
が
身
［
ぞ
］

Ｂ
衣
笠
岡　
照
る
も
み
ぢ
葉
を　
見
わ
た
せ
ば　
　
　
円
居
に
侍
［
る
］　

さ
へ
ま
ば
ゆ
け
れ

◆
﹃
貫
之
集
﹄

　

○
Ａ
み
そ
ぎ
す
る　
河 

の 
瀬
見
れ
ば　
か
ら
衣　
日
も
ゆ
ふ
ぐ
れ
に　
浪

ぞ
た
ち
け
る
︵﹃
貫
之
集
﹄
延
喜
二
年
屛
風
歌
・
9
︶

　

○
Ｂ
み
そ
ぎ
す
る　
加
茂 

の 

川
波　
た
つ
日
よ
り　
ま
つ
の
か
げ
︵
異
・

か
ぜ
︶
こ
そ　
ふ
か
く
み
え
け
れ
︵﹁
源
順
集
﹂﹆
夏
・4

9
8

︶

◆
﹃
古
今
和
歌
集
﹄

︵
ア
︶
○
春
の
は
じ
め
の
歌

Ａ
春
き
ぬ
と　
人
は
い
へ
ど
も 

鶯
の　
鳴
か
ぬ
限
は　
あ
ら
じ
と
ぞ

思
ふ　
︵﹃
古
今
和
歌
集
﹄
11
﹆
壬
生
忠
岑
︶

○
Ｂ
冬
き
ぬ
と　
人
は
い
へ
ど
も　
朝
氷　
結
ば
ぬ
程
は　
非
じ
と
ぞ

思
ふ　
︵﹁
源
順
集
﹂﹆
国
歌
大
観
番
号2

2
5
5
6

︶

︵
イ
︶
○
Ａ  

宿
近
く　
梅
の
花
う
ゑ
じ　
あ
じ
き
な
く　
待
つ
人
の
香
に　
誤

ま
た
れ
け
り　
︵﹃
古
今
和
歌
集
﹄
34
︶

○
Ｂ
宿
近
く　
桜
は
植
じ　
心
う
し　
咲
と
は
す
れ
ど　
散
り
ぬ
か
つ

／
＼
︵
↑
踊
字
︶︵﹁
源
順
集
﹂﹆
国
歌
大
観
番
号2

2
5
7
9

︶

︵
ウ
︶
○
Ａ  

時
し
も
あ
れ　
秋
や
は
人
の　
別
る
べ
き　
あ
る
を
見
る
だ
に　

恋
し
き
も
の
を
︵﹃
古
今
和
歌
集
﹄8

3
9

﹆
壬
生
忠
岑
︶

○
Ｂ
時
し
も
あ
れ　
小
鹿
の
橋
を　
秋
行
け
ば　
我
妻
さ
へ
ぞ　
恋
渡

る
べ
き　
︵﹁
源
順
集
﹂﹆
同1

9
0
8
3
4

︶

◆
﹃
源
順
集
﹄
と
﹃
篁
物
語
﹄

○
﹃
源
順
集
﹄　
す
み
の
江え

の　

松
は
│
む
な
し
く　
お
い
ぬ
れ
ど　
み
ど

り
の
こ
ろ
も　
ぬ
ぎ
か
へ
│
む

○
﹃
篁
物
語
﹄　

あ
だ
に
│
散
る　
花
橘
の
に
ほ
ひ
に
は　
み
ど
り
の
き
ぬ

の　
香
こ
そ
ま
さ
ら
│
め

　

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

◆
恵
慶
の
例
＝
﹃
恵
慶
百
首
﹄
と
﹃
源
順
集
﹄

　

○
ゐ
せ
き
よ
り　
も
る
水
の
を
と
の　

き
こ
え
ぬ
は　

冬
来
に
け
れ
ば　

こ
ほ
り
す
ら
し
も
︵﹁
源
順
集
﹂﹆
沓
冠
歌
│
冬
・5

4
8

﹆
結
水
に
よ
っ

て
水
音
が
絶
え
た
こ
と
を
詠
ん
だ
も
の
︶

　

○
ゐ
で
河
の　
け
ふ
波
音
の　

き
こ
え
ぬ
は　

冬
の
は
じ
め
と　

こ
ほ

り
す
ら
し
も　
　
︵
恵
慶
百
首
・
沓
冠
歌
│
冬
・2

6
1

︶

◆  

紫
式
部
の
例
＝
﹃
篁
物
語
﹄
妹
の
歌
︵
Ａ
︶
と
﹃
源
氏
物
語
﹄
浮
舟
の
歌

︵
Ｂ
︶
と
の
共
通
構
造
︵
安
部
︵2

0
1
7

︶︶
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源順における漢から和

（121）

　
○
Ａ
消
え
は
て
て
身　
こ
そ　
は　

灰　

に
│
│
な
り
は
て
め
夢
の
魂

君
に
あ
ひ
そ
へ　
︵﹃
篁
物
語
﹄
女
︶

　

○
Ｂ
か
き
く
ら
し
晴
れ
せ
ぬ
峰
の
雨
雲　

に
│
│
浮
き
て
世
を
ふ
る
身　

を　
も
│
な
さ
ば
や　
︵﹃
源
氏
﹄
浮
舟
︶

　

こ
れ
ら
恵
慶
や
紫
式
部
の
類
例
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
み
て
﹆
源
順
の
み
に

終
っ
た
技
巧
で
は
な
く
﹆
順
に
近
い
関
係
者
や
後
代
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

7
─
⑵
　
本
歌
取
り
歌
に
お
け
る
類
似
歌
と
対
句
的
対
称
的
和
歌

　

本
稿
で
取
り
上
げ
た
よ
う
な
元
歌
と
の
類
似
は
﹆
本
歌
取
り
の
和
歌
な
ど
を

探
し
て
い
け
ば
﹆
偶
然
に
そ
の
よ
う
に
な
っ
た
も
の
を
含
め
﹆
同
じ
よ
う
に
対

称
的
な
も
の
が
﹆
あ
る
い
は
見
出
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
そ
の
よ
う
な

も
の
の
中
に
﹆
源
順
の
試
み
た
和
歌
に
類
似
し
て
﹆
和
歌
の
語
句
や
表
現
だ
け

で
な
く
﹆
三
十
一
文
字
の
構
成
﹆
文
法
的
構
造
ま
で
似
せ
た
も
の
が
見
つ
か
る

可
能
性
は
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
﹆
そ
の
よ
う
な
も
の
を
提
示
し
て
﹆

﹁
そ
の
技
法
は
む
し
ろ
本
歌
取
り
の
一
類
型
に
過
ぎ
な
い
﹂
と
考
え
る
こ
と
も
﹆

あ
な
が
ち
不
可
能
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
﹆
そ
の
よ
う
な
偶
然
の
結
果
に
よ
る
も
の
と
﹆
源
順
の
上
記
の
よ
う

な
作
歌
と
の
相
違
は
﹆﹁
西
宮
紅
梅
の
歌
の
序
﹂
な
ど
の
﹁
歌
の
序
﹂
の
つ
く

り
や
﹆
雙
六
盤
歌
・
碁
盤
歌
な
ど
の
多
く
の
試
み
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
﹆
彼

が
漢
詩
の
世
界
と
対
句
の
技
法
を
強
く
意
識
し
て
詠
作
し
て
い
る
点
に
あ
ろ
う
。

　

即
ち
﹆
彼
の
技
法
と
本
歌
取
り
歌
に
お
け
る
偶
然
の
一
致
と
の
相
違
は
﹆
本

歌
取
り
の
結
果
と
し
て
偶
然
に
似
た
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
﹆
明
確
に

﹁
対
句
﹂
を
強
く
意
識
し
た
上
で
の
﹁
意
図
的
な
試
み
﹂﹆
意
識
的
な
営
み
で
あ

っ
た
﹆
と
い
う
点
に
あ
る
。
ひ
と
つ
の
技
法
を
明
確
に
意
識
し
た
手
法
と
い
う

点
で
﹆
そ
れ
以
前
の
﹆
一
見
近
似
し
た
結
果
に
偶
然
に
な
る
作
歌
と
は
ま
っ
た

く
一
線
を
画
す
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

こ
れ
ま
で
本
歌
取
り
と
さ
れ
て
き
た
和
歌
の
中
に
は
﹆
そ
の
文
法
的
構
造
と

使
用
語
句
が
あ
ま
り
に
近
似
し
過
ぎ
て
い
る
た
め
に
歌
の
評
価
が
低
か
っ
た
和

歌
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
歌
も
﹆
改
め
て
﹆
誰
が
﹆
い
つ
﹆

ど
の
よ
う
な
場
で
詠
作
し
た
歌
で
あ
る
の
か
﹆
意
図
的
な
﹁
対
の
和
歌
﹂
と
い

う
こ
と
は
な
い
か
﹆
と
い
う
観
点
か
ら
見
直
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
な

る
。
河
原
院
歌
人
達
や
そ
れ
と
交
流
が
あ
っ
た
歌
人
の
歌
に
は
特
に
注
意
し
て

み
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
﹆
順
と
も
親
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
い
わ
ゆ
る
沈
淪
歌

人
た
ち
︵
安
部
︵2017

︶︶
の
歌
集
ほ
か
の
中
に
﹆
今
回
取
り
上
げ
た
以
外
に

も
類
似
例
が
ま
だ
見
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
﹆
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
ら

を
さ
ら
に
探
っ
て
﹆
本
歌
取
り
の
事
例
と
の
相
違
も
改
め
て
確
認
し
て
み
る
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

7
─
⑶
　『
篁
物
語
』
の
原
作
者
の
候
補
と
し
て
（
安
部
（2017

））

　

源
順
の
﹁
漢
﹂
か
ら
﹁
和
﹂
へ
の
技
法
の
受
容
を
見
て
き
た
。
本
稿
の
も
う

ひ
と
つ
の
目
的
は
﹆
実
は
﹆
上
記
に
引
用
し
た
﹃
篁
物
語
﹄
の
和
歌
と
﹃
源
順
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集
﹄
の
和
歌
の
関
連
性
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
拙
論
・
安
部
︵2017

︶

に
て
﹆﹃
篁
物
語
﹄
中
の
和
歌
が
﹃
源
順
集
﹄
中
の
長
歌
の
一
部
と
対
照
的
一

致
を
な
す
こ
と
を
見
出
し
﹆﹃
源
順
集
﹄
の
長
歌
に
類
似
し
た
﹁
対
歌
﹂
を

﹃
篁
物
語
﹄
に
詠
み
込
め
る
の
は
﹆
他
の
諸
現
象
も
総
合
す
る
と
﹆
源
順
で
あ

る
蓋
然
性
が
も
っ
と
も
高
い
と
結
論
づ
け
た
。﹃
篁
物
語
﹄
の
少
な
く
と
も
原

作
者
︵
の
一
人
︶
は
源
順
で
あ
る
と
解
釈
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
際
﹆
証
明
す
べ
き
1
点
を
保
留
し
て
い
た
。
そ
れ
は
﹆
篁
の
妹
の
歌
と

源
順
の
歌
と
の
類
似
が
単
な
る
偶
然
の
一
致
で
は
な
く
﹆
順
が
こ
の
よ
う
な
文

法
的
構
成
ま
で
も
対
称
的
な
﹆
対
の
和
歌
を
果
た
し
て
他
に
も
多
く
作
っ
て
い

る
の
か
﹆
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。

　

順
の
漢
学
の
知
識
は
十
分
に
知
ら
れ
て
お
り
﹆﹃
源
順
集
﹄
他
に
多
く
の
和

歌
が
残
さ
れ
﹆
か
つ
﹆
そ
こ
に
は
碁
盤
歌
・
雙
六
盤
歌
ほ
か
漢
詩
の
技
法
を
応

用
し
た
歌
も
多
く
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
和
歌
の
い
ず
れ
か

に
対
句
的
技
法
が
投
影
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
予
想
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た

が
﹆
具
体
的
に
探
索
し
て
い
る
時
間
は
当
時
十
分
に
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
﹆

そ
の
課
題
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
こ
と
は
割
愛
し
て
い
た
。
そ
の
後
﹆
本
稿
で

取
り
上
げ
た
和
歌
を
よ
う
や
く
そ
ろ
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
﹆
行
論
を
﹆
源

順
が
ど
の
よ
う
に
し
て
対
句
の
よ
う
な
形
式
の
対
の
和
歌
を
実
作
す
る
ま
で
に

た
ど
り
着
け
た
の
か
﹆
と
い
う
視
点
で
組
み
替
え
て
論
じ
て
み
た
の
が
本
稿
で

あ
る
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
﹆
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
対
歌
を
残
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
歌
人

は
﹆
源
順
の
ほ
か
に
は
見
出
せ
て
い
な
い
。﹃
篁
物
語
﹄
の
長
歌
で
も
﹆
敢
え

て
そ
の
最
後
の
部
分
を
抜
き
出
し
﹆
か
つ
﹆
そ
の
対
と
な
る
鏡
像
の
よ
う
な
和

歌
を
作
り
出
せ
る
歌
人
は
﹆
源
順
を
置
い
て
想
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
﹆
と
思

わ
れ
る
。

　

本
稿
は
﹆
安
部
︵2017

︶
の
﹁﹃
篁
物
語
﹄
原
作
者
・
源
順
﹂
説
を
補
強
す

る
た
め
の
も
の
で
も
あ
っ
た
。

7
─
⑷
　
源
順
の
評
価
・
再
評
価
と
事
績
の
顕
彰

　

日
本
語
学
の
分
野
で
は
﹆
源
順
は
﹃
和
名
類
聚
抄
﹄
の
編
纂
﹆﹁
あ
め
つ
ち
﹂

の
記
録
﹆
そ
し
て
﹁
梨
壺
の
五
人
﹂
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
文
学
の
分
野
で

は
﹆
以
下
の
辞
典
・
事
典
類
や
﹆
冒
頭
の
引
用
資
料
で
は
﹆
確
か
に
﹆﹁
和
漢

に
わ
た
る
﹂﹁
学
才
﹂﹁
博
学
﹂
の
点
で
﹁
当
代
﹂﹁
こ
の
期
﹂﹁
第
一
﹂﹁
随
一
﹂

の
評
価
を
受
け
て
い
る
。

○
﹃
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
﹄﹁
源
順
﹂﹆
藤
岡
忠
美
氏
執
筆
︵1983

︶
岩
波

書
店

︻
作
風
︼
和
漢
に
わ
た
る
当
代
随
一
の
博
学
・
博
才
の
人
で
あ
り
﹆
言
葉

の
修
辞
的
才
能
に
す
ぐ
れ
て
い
た
。﹃
順
集
﹄
に
収
め
ら
れ
た
﹁
あ
め
つ

ち
の
歌
﹂
四
十
八
首
﹆
雙
六
盤
歌
﹆
碁
盤
歌
な
ど
﹆
言
語
遊
戯
の
技
巧
に

長
じ
﹆
当
時
の
和
歌
の
新
し
い
動
向
を
導
く
も
の
で
あ
っ
た
。

○
﹃
和
歌
文
学
大
事
典
﹄﹁
源
順
﹂﹆
藤
岡
忠
美
氏
︵1962

︶
明
治
書
院

源
高
明
を
は
じ
め
多
く
の
権
門
の
家
に
出
入
り
し
﹆
そ
の
和
漢
に
わ
た
る

学
才
は
十
分
に
み
と
め
ら
れ
て
﹆
こ
の
期
第
一
の
代
表
的
歌
人
で
あ
っ
た
。

　

一
方
﹆
冒
頭
に
引
用
し
た
川
口
︵1959

︶﹆
小
沢
︵1963

︶
は
か
な
り
以
前
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の
も
の
で
あ
り
﹆
単
著
の
研
究
書
内
で
の
記
述
に
留
ま
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

し
か
も
杉
谷
寿
郎
氏
に
は
﹆
冒
頭
の
杉
谷
寿
郎
︵1976

︶﹃
中
古
の
文
学
︵
日

本
文
学
史
2
︶﹄
の
記
述
が
あ
る
一
方
﹆
次
の
杉
谷
寿
郎
︵1986

︶﹃
和
歌
大
辞

典
﹄
で
は
﹁
表
現
﹂
と
そ
の
﹁
個
性
﹂
へ
の
評
価
の
範
囲
に
留
ま
っ
て
い
る
。

○
﹁
文
人
と
し
て
虚
飾
を
捨
て
旧
套
を
排
す
る
表
現
を
し
た
よ
う
に
﹆
好

忠
・
恵
慶
ら
と
と
も
に
個
性
的
な
新
し
い
型
の
歌
人
で
あ
る
。﹂
杉
谷
寿

郎
氏
執
筆
︵1986
︶﹃
和
歌
大
辞
典
﹄﹁
源
順
﹂

　

今
回
本
稿
で
は
﹆
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
﹆﹁
歌
の
序
﹂

の
中
の
対
句
表
現
か
ら
発
展
さ
せ
た
と
み
ら
れ
る
対
句
表
現
の
応
用
と
し
て
の

対
句
的
対
称
的
和
歌
に
つ
い
て
﹆
そ
の
段
階
的
な
試
み
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
み

た
。
そ
こ
か
ら
う
か
が
え
る
の
は
﹆
漢
詩
・
漢
文
に
お
け
る
文
体
や
表
現
﹆
技

巧
を
﹆
日
本
語
の
和
歌
へ
﹆
常
に
応
用
し
移
入
し
よ
う
と
試
み
た
姿
だ
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
に
﹆
日
本
語
の
文
芸
へ
能
動
的
な
働
き
か
け
を
行
っ
た
点
は
﹆
和

漢
の
博
才
・
学
識
と
い
う
言
わ
ば
静
的
な
側
面
で
の
従
来
の
評
価
に
さ
ら
に
加

え
て
﹆
も
っ
と
評
価
さ
れ
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
﹆
冒
頭
に

掲
げ
た
順
へ
の
評
価
の
中
で
も
﹆
次
の
よ
う
な
評
価
を
改
め
て
取
り
上
げ
る
こ

と
で
﹆
順
の
事
績
を
顕
彰
し
た
い
と
思
う
。

　

○
﹁
順
の
文
章
は
日
中
両
国
の
文
体
の
融
合
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
︵
後

略
︶﹂
小
沢
正
夫
︵1963

︶

　

○
﹁
当
時
の
和
歌
の
新
し
い
動
向
を
導
く
も
の
で
あ
っ
た
。﹂
藤
岡
忠
美

︵1983

︶

　

○
﹁
順
は
漢
学
者
と
し
て
︵
中
略
︶
得
た
学
殖
と
方
法
を
﹆
自
国
の
言
語
・

詩
歌
・
文
化
の
研
究
そ
の
も
の
に
応
用
し
ま
し
た
。﹂
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ

ラ
ン
ク
︵1998

︶

　

様
々
な
﹁
漢
﹂
の
表
現
や
技
巧
を
和
歌
・
和
文
へ
応
用
し
﹆
時
に
は
﹁
漢
﹂

へ
﹁
和
﹂
の
要
素
も
取
り
入
れ
て
お
り
﹆
そ
の
点
で
は
﹁
日
中
両
国
の
文
体
の

融
合
を
試
み
た
﹂
小
沢
正
夫
︵1963

︶
と
い
う
の
は
過
大
評
価
で
は
な
い
。
そ

の
評
価
と
い
う
点
で
は
﹆
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
︵1998

︶
の
視
線
は
﹆
外

国
人
で
あ
る
ゆ
え
に
﹆
我
々
に
新
し
い
視
野
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

冒
頭
お
よ
び
右
に
引
用
し
た
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
の
前
後
の
文
言
も
【
注

5
】
に
紹
介
し
て
お
く
。

　

本
稿
で
は
﹆
源
順
の
和
歌
を
探
り
﹆
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
﹆﹁
歌
の

序
﹂
や
碁
盤
歌
・
雙
六
歌
な
ど
﹆
漢
詩
か
ら
和
歌
世
界
へ
の
様
々
な
技
巧
的
実

作
に
加
え
て
﹆
新
た
に
﹆
漢
詩
の
対
句
の
応
用
の
一
例
と
し
て
﹆
元
歌
に
似
せ

て
﹆
そ
れ
と
表
現
上
も
文
法
構
造
上
も
﹆﹁
対
句
的
﹂
な
関
係
に
な
る
和
歌
を

詠
む
技
巧
﹁
対
の
和
歌
﹂︵
対
歌
︶
を
検
討
し
て
み
た
。
他
の
類
例
を
さ
ら
に

探
索
し
﹆
源
順
以
外
で
の
類
例
の
広
が
り
の
有
無
を
確
認
す
る
の
は
今
後
の
課

題
と
し
て
お
き
た
い
。

7
─
⑸
　
和
語
（
国
語
）
辞
書
と
し
て
の
『
和
名
類
聚
抄
』
の
再
評
価

　

源
順
の
歌
の
事
績
を
﹆
本
稿
で
の
﹁
漢
か
ら
和
﹂
と
い
う
視
点
か
ら
︻
表

2
︼
の
よ
う
に
俯
瞰
し
て
み
る
と
﹆
順
の
最
初
の
業
績
と
も
言
え
る
﹃
和
名
類
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聚
抄
﹄︵
以
下
﹃
和
名
抄
﹄︶
の
特
徴
に
関
し
て
も
﹆
そ
の
位
置
づ
け
を
改
め
て

見
直
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
﹃
和
名
抄
﹄
自
体
は
﹆
歌
と
は
無
関
係
の
辞
典
で
は
あ
る
。
し
か

し
﹆
そ
れ
以
前
の
古
辞
書
で
あ
る
﹃
新
撰
字
鏡
﹄﹆﹃
類
聚
名
義
抄
﹄︵
初
期
の

原
選
本
系
と
見
ら
れ
る
﹆
和
訓
の
少
な
い
﹃
図
書
寮
本
名
義
抄
﹄︶
が
中
国
の

漢
字
・
漢
語
︵
中
国
語
︶
字
典
類
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
る
の
と
は
﹆﹃
和
名
抄
﹄

は
そ
の
趣
を
大
き
く
異
に
し
て
い
る
。﹃
和
名
抄
﹄
は
﹆
漢
語
・
漢
字
の
和
語

の
大
量
の
収
載
に
そ
の
特
徴
が
あ
っ
た
。
収
載
和
語
は
﹆
当
時
の
文
学
作
品
に

は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
﹆
日
常
使
わ
れ
る
事
物
の
和
名
に
ま
で
お
よ
び
﹆

約
3
千
語
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
辞
書
と
し
て
最
も
多
い
﹁
和
語
﹂
の

掲
載
は
﹆﹁
漢
字
漢
語
辞
書
﹂
と
い
う
よ
り
も
﹆
む
し
ろ
あ
る
種
の
﹁
国
語
辞

書
﹂﹁
百
科
事
典
﹂
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
る
所
以
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
特
性
を
﹆
順
の
﹁
和
﹂
化
へ
の
取
り
組
み
か
ら
と
ら
え
直
す
な

ら
ば
﹆﹃
和
名
抄
﹄
と
い
う
辞
書
に
お
い
て
も
﹆
す
で
に
﹁
和
語
︵
国
語
︶
辞

典
﹂
と
い
う
〝
和
〟
化
を
志
向
す
る
意
識
が
﹆
芽
生
え
て
い
た
ゆ
え
で
は
な
い

か
﹆
と
思
わ
れ
て
く
る
。
多
種
多
様
な
和
語
の
掲
載
と
い
う
﹁
和
﹂
の
重
視
は
﹆

も
ち
ろ
ん
勤
子
内
親
王
の
教
養
に
資
す
る
た
め
の
撰
進
と
い
う
目
的
も
あ
る
だ

ろ
う
が
﹆﹁
和
語
﹂
の
説
明
を
重
視
し
た
新
し
い
﹁
漢
字
│
和
語
辞
書
﹂
と
い

う
﹆
漢
字
辞
書
の
和
化
の
意
識
が
既
に
き
ざ
し
て
い
た
と
読
み
取
る
こ
と
も
で

き
る
よ
う
。
そ
の
意
味
で
は
﹆
当
時
と
し
て
前
例
の
な
い
〝
和
語
重
視
の
新
し

い
百
科
的
事
典
〟
を
試
み
て
い
る
﹃
和
名
抄
﹄
も
﹆
歌
︵
和
歌
︶
に
お
け
る
和

化
と
は
異
な
る
次
元
と
は
な
る
が
﹆﹁
漢
か
ら
和
へ
﹂
を
意
図
し
た
︻
表
2
︼

で
の
源
順
の
一
連
の
試
み
の
﹆
そ
の
濫
觴
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
思

わ
れ
た
︵【
補
注
3
】
も
参
照
︶。

　

多
く
の
和
訓
を
掲
載
す
る
特
徴
は
﹆
そ
の
後
﹆
増
補
本
系
統
の
﹃
観
智
院
本

類
聚
名
義
抄
﹄
や
﹆
中
世
の
﹁
説
用
集
﹂
類
な
ど
﹆
そ
の
後
の
辞
書
へ
と
影
響

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

8　

  

補
説
：﹁
緑
︵
の
衣
︶﹂
語
彙
│
│
淵
源
と
し
て
の
紀
貫
之
の
和

歌
と
曾
祢
好
忠
﹁
曾
丹
集
﹂
で
の
詠
作

　

安
部
︵2017

︶
に
お
い
て
﹃
篁
物
語
﹄
の
和
歌
に
み
ら
れ
る
﹁
緑
の
衣
﹂
に

注
目
し
た
。
六
位
の
朝
衣
を
象
徴
す
る
こ
の
歌
語
が
﹆﹃
源
順
集
﹄
に
も
﹁
緑

の
き
ぬ
﹂
と
し
て
長
歌
に
詠
み
こ
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
﹆﹁
緑
の
衣
﹂

語
彙
を
和
歌
に
詠
み
こ
ん
で
い
る
歌
人
を
探
っ
た
。

　

そ
の
拙
文
の
調
査
段
階
で
は
﹆
源
順
の
用
例
が
も
っ
と
も
多
く
確
認
で
き
た
。

そ
の
後
﹆
藤
岡
忠
美
︵1966

︶
に
お
い
て
﹆﹁
緑
の
衣
﹂
に
類
す
る
﹁
緑
の
袖
﹂

ほ
か
の
﹁
緑
﹂
語
彙
を
﹆
曾
祢
好
忠
が
﹁
曾
丹
集
﹂
な
ど
に
お
い
て
﹆
よ
り
多

く
詠
ん
で
い
る
と
の
指
摘
を
見
出
し
た
。
本
節
に
て
﹆
安
部
︵2017

︶
を
補
う

意
味
で
﹆
藤
岡
忠
美
︵1966

︶
が
あ
げ
る
和
歌
を
箇
条
書
き
的
に
報
告
し
て
お

く
こ
と
に
し
た
い
。
そ
れ
ら
の
用
法
や
位
置
付
け
な
ど
の
詳
細
な
考
察
は
ま
た

別
稿
を
期
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

な
お
﹆
藤
岡
忠
美
氏
も
﹆﹁
緑
︵
の
袖
︶﹂﹁
松
﹂
な
ど
を
含
む
関
連
語
彙
に

は
﹆
や
は
り
六
位
の
身
分
の
象
徴
性
が
看
取
さ
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
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◆
﹁
緑
の
衣
﹂
関
連
語
彙
の
和
歌

○
曾
祢
好
忠
﹁
曾
丹
集
﹂

　

松
の
葉
の
緑
の
袖
は
年
ふ
と
も
色
か
は
る
べ
き
も
の
な
ら
な
く
に
︵
百
首

歌
︶

　

住
の
江
の
松
は
緑
の
袖
な
が
ら
名
を
だ
に
変
へ
ば
物
は
思
は
じ
︵
つ
ら
ね

歌
︶

　

橋
立
と
名
は
高
砂
の
松
な
れ
ど
身
は
牛
窓
に
寄
す
る
白
波
︵
つ
ら
ね
歌
︶

︵
右
の
歌
は
﹆﹁﹁
名
が
高
い
﹂
と
﹁
高
砂
﹂﹆﹁
憂
し
窓
﹂
と
﹁
牛
窓
﹂

の
地
名
と
を
か
け
て
い
る
。﹂
藤
岡
忠
美
︵1966

︶︶

○
曾
祢
好
忠
﹁
毎
月
集
﹂

　

浅
緑
山
は
霞
に
埋
も
れ
て
あ
る
か
無
き
か
の
身
を
い
か
に
せ
む
︵
毎
月
集
︶

　

誰
が
染
め
し
色
に
か
あ
る
ら
む
春
く
れ
ど
目
馴
れ
ず
見
ゆ
る
松
の
緑
は

︵
同
︶

　

み
や
つ
こ
ぎ
生
ふ
る
垣
根
ぞ
春
立
て
ば
深
き
緑
に
ま
づ
は
見
え
け
る
︵
同
︶

　

松
が
崎
い
つ
も
緑
の
色
な
る
を
い
と
ど
し
春
は
霞
立
ち
つ
つ
︵
同
︶

　

色
変
へ
ず
見
ゆ
る
讃
岐
の
松
山
も
春
は
緑
の
深
さ
ま
さ
れ
り
︵
同
︶

　

宮
木
切
る
を
の
の
河
原
を
見
渡
せ
ば
目
も
は
る
ば
る
と
浅
緑
な
り
︵
同
︶

　

こ
れ
ら
に
関
す
る
次
の
藤
原
氏
の
解
釈
は
重
要
で
あ
り
﹆
首
肯
さ
れ
る
。

◆
﹁
好
忠
の
意
識
下
に
お
け
る
緑
の
色
は
﹆
執
念
に
も
似
た
緑
衣
の
身
分
か

ら
自
由
に
解
放
さ
れ
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
﹆

つ
ま
り
独
特
な
発
想
か
ら
生
れ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
﹁
緑
﹂
の
語
に
つ
き
ま

と
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
﹆
と
い
う
想
い
に
駆
ら
れ
る
の
で
あ
る
。﹂

︵
藤
岡
忠
美
︵1966

︶︶

◆
﹁
好
忠
た
ち
が
﹁
松
の
緑
﹂
と
い
う
場
合
に
は
﹆
彼
ら
の
相
も
変
ら
ぬ
沈

滞
し
た
官
位
と
の
関
連
か
ら
﹆
永
久
に
変
ら
ぬ
緑
衣
を
表
す
た
め
に
使
う

の
で
あ
る
。
緑
を
い
う
た
め
の
﹆
単
な
る
序
と
し
て
用
い
て
い
る
の
で
は

な
い
。
そ
し
て
﹆
そ
の
永
久
を
修
辞
と
し
て
も
強
調
す
る
た
め
に
﹆
著
名

な
﹁
住
の
江
の
松
﹂﹁
高
砂
の
松
﹂
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
く
る
。﹂

︵
藤
岡
忠
美
︵1966

︶﹆﹁
す
み
の
江
の
松
﹂
は
前
掲
の
﹃
源
順
集
﹄
長
歌

118

に
も
見
え
る
︶

　

藤
岡
氏
は
﹆
次
の
二
人
の
歌
人
の
﹁
緑
﹂
の
和
歌
も
﹆﹁
こ
ろ
も
﹆
き
ぬ
﹂

の
例
で
は
な
い
が
﹆
関
連
す
る
も
の
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。

○
﹁
能
宣
集
﹂

　

経
に
け
る
袖
の
深
緑　
色
あ
せ
が
た
に
今
は
な
り
…
…
︵
長
歌
︶

○
﹁
重
之
集
﹂

　

高
砂
の
尾
上
の
松
の
我
な
ら
ば
よ
そ
に
て
の
み
は
立
て
ざ
ら
ま
し
︵
百
首

歌
︶︵﹁

山
頂
の
松
の
孤
独
を
擬
人
化
し
て
歌
っ
て
い
る
。﹂
藤
岡
忠
美

︵1966

︶︶

　

さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
﹆
こ
れ
ら
の
﹁
緑
﹂
の
歌
の
系
譜
が
紀
貫
之
に
㴑

る
と
い
う
藤
岡
︵1966

︶
の
指
摘
で
あ
る
。
本
論
で
見
て
き
た
﹁
対
歌
﹂
で
も
﹆

源
順
は
紀
貫
之
の
和
歌
を
本
歌
と
す
る
﹁
対
の
歌
﹂
を
そ
の
最
初
期
の
試
み
と
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し
て
詠
ん
で
い
る
。
そ
こ
か
ら
は
﹆
源
順
に
と
っ
て
も
紀
貫
之
が
重
要
な
位
置

を
占
め
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
︵【
補
注
2
】
も
参
照
︶。
紀

貫
之
に
お
け
る
﹁
緑
﹂
の
和
歌
の
こ
と
は
﹆
本
節
の
目
的
か
ら
や
や
離
れ
る
の

で
注
に
て
そ
の
重
要
性
に
注
目
し
て
お
く
こ
と
に
と
ど
め
た
い
【
注
6
】。

　

な
お
﹆
藤
岡
氏
が
次
の
よ
う
に
記
す
歌
人
た
ち
こ
そ
︵【
注
6
】
も
参
照
︶﹆

そ
の
一
九
六
六
年
の
研
究
以
後
﹆
源
順
﹆
曾
祢
好
忠
﹆
能
宣
﹆
重
之
ら
を
含
む

い
わ
ゆ
る
﹁
河
原
院
沈
淪
歌
人
﹂
と
後
々
に
呼
ば
れ
て
い
く
歌
人
た
ち
︵
安
部

︵2017

︶︶
で
あ
る
の
で
あ
る
。

　

○
﹁﹁
後
撰
集
﹂
時
代
の
職
業
歌
人
た
ち
﹂

　

○
﹁
恵
ま
れ
な
い
職
業
専
門
歌
人
た
ち
﹂

　

○
﹁
好
忠
た
ち
﹂

　

○
﹁
グ
ル
ー
プ
の
中
の
共
通
語
と
も
い
え
る
趣
﹂

　

○
﹁
こ
の
時
期
の
生
活
派
的
な
職
業
歌
人
グ
ル
ー
プ
﹂

　

こ
れ
ら
の
表
現
が
指
し
示
す
﹁
歌
人
た
ち
﹂
は
﹆
こ
の
後
﹆
犬
養
廉

︵1967

︶﹁
河
原
院
の
歌
人
達
│
│
安
法
法
師
を
軸
と
し
て
│
│
﹂
や
そ
の
後
の

研
究
で
﹆
い
わ
ゆ
る
﹁
河
原
院
沈
淪
歌
人
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
く
河
原
院
に
出
入

り
し
た
﹆
沈
淪
を
か
こ
ち
歌
に
詠
ん
だ
歌
人
群
を
指
し
て
お
り
﹆
そ
の
最
初
期

の
指
摘
に
あ
た
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
研
究
史
上
も
極
め
て
注
目
す
べ
き
指
摘
で

あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
﹆
犬
養
氏
の
指
摘
よ
り
も
先
行
す
る
藤
岡
氏
の
こ
の
解

釈
は
改
め
て
検
討
し
﹆
研
究
史
の
中
で
正
し
く
位
置
付
け
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。【
注
6
】
に
引
用
し
た
部
分
も
含
め
﹆
別
稿
を
期
し
た
い
︵【
補

注
1
・
2
・
3
・
4
】
参
照
︶。

註
【
注
1
】

　
　

源
順
の
歌
数
は
﹆
諸
本
で
の
相
違
や
﹆
ど
こ
ま
で
を
含
む
か
︵﹁
曽
丹
集
﹂
中
の

百
首
︶
に
よ
っ
て
多
少
の
相
違
が
あ
る
。
例
え
ば
﹆
原
田
真
理
︵1973

︶
で
は

4 

2 

4
首
プ
ラ
ス
歌
序
類
を
挙
げ
﹆
五
島
和
代
︵1967

︶
で
は
約
4 

5 

0
首
と
い
う

数
字
を
挙
げ
て
次
の
よ
う
に
記
す
。
以
下
に
は
﹆
併
せ
て
原
田
︵1992

︶
で
の
﹁
趣

向
の
歌
﹂
数
﹆
原
田
︵1979a

︶
で
の
収
載
歌
情
報
﹆﹃
古
今
和
歌
集
﹄
の
影
響
を
受

け
た
と
す
る
原
田
︵1979b

︶
で
の
歌
数
情
報
を
転
載
し
て
お
く
。

○
原
田
真
理
︵1973

︶﹁
源
順　

不
遇
感
と
そ
の
背
景
﹂﹃
平
安
文
学
研
究
﹄70

﹁
順
の
作
品
は
﹆
次
の
通
り
で
あ
る
。

⑴　

和
歌
関
係

ア
歌
集
﹁
源
順
集
﹂　

イ
勅
撰
集
中
歌　

ウ
私
撰
集
中
歌　

エ
他
社
の
家
集
中
歌　

︻
注
：
ア
～
エ
併
せ
て
︼　

︸
重
複
歌
を
除
き
﹆
四
百
二
十
四
首
︵
内
﹆
不
遇
に

関
す
る
も
の
十
八
首
︶

オ
規
子
内
親
王
前
栽
歌
合
記
録

カ
野
宮
庚
申
夜
和
歌
序

キ
﹁
曽
丹
集
﹂
中
百
首
歌
序

⑵　

漢
詩
文

　
﹁
現
存
す
る
作
品
は
﹆
詩
句
の
一
部
の
み
伝
わ
る
も
の
も
含
め
る
と
六
十
一
篇
﹆

整
っ
た
も
の
は
四
十
六
﹂

○
五
島
和
代
︵1967

︶﹁
雙
六
盤
・
碁
盤
歌
﹂﹃
平
安
文
学
研
究
﹄
39

　
﹁
形
式
的
遊
戯
的
歌

　
　

天
地
歌
︵
沓
冠
歌
︶　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
48
首

　
　

物
名
歌
︵
馬
名
歌
合
を
含
め
る
︶　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

65
首

　
　

雙
六
・
碁
盤
歌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
65
首
﹂

　
　

そ  
の
他
︵
進
上　

深　

右
葉
之
菖
蒲
草　

千
年
五
月
五
日
可
苅
と
い
う
万
葉
仮
名

を
応
用
し
た
歌
︶　
1
首
﹂
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源順における漢から和

（127）

　
﹁
曽
丹
集
中
の
順
百
首
歌
の
﹆
沓
冠
歌
31
首
﹆
物
名
歌
20
首
﹂
を
加
え
る
と
﹁
今
日

順
作
と
さ
れ
て
い
る
歌
4 

5 

0
首
中
の
2 

2 

9
首
﹆
半
分
は
こ
れ
ら
の
形
式
技
巧
的

和
歌
﹂
で
あ
る
﹆
と
す
る
。

○
原
田
真
理
︵1992

︶﹁
和
歌
の
趣
向
と
そ
の
意
味
す
る
も
の
﹂﹃
平
安
文
学
論
集
﹄

︵
関
根
慶
子
頌
賀
会
︶

　
﹁
趣
向
の
歌
﹂︵
表
か
ら
源
順
の
も
の
の
み
抜
き
出
し
た
。
た
だ
し
﹃
新
篇
国
歌
大
観

第
三
巻
﹄
に
よ
る
数
値
︶

　
順
集
＝ 

沓
冠
48
﹆
名
前
の
よ
み
こ
み
︵
序
1
︶﹆﹁
世
の
中
を
何
に
た
と
へ
ん
﹂
10
﹆

漢
字
表
記
1
﹆
歌
群
︵
双
六
盤
1
﹆
碁
盤
1
﹆
あ
め
つ
ち
の
歌
1
︶

○
原
田
真
理
︵1979

︶﹁
源
順
の
漢
文
芸
作
品
に
つ
い
て
﹂﹃
平
安
文
学
研
究
﹄
61

　
﹁
順
の
詩
文
は
﹆
詩
句
摘
句
と
し
て
﹃
和
漢
朗
詠
集
﹄
に
30
﹆﹃
新
撰
朗
詠
集
﹄
に
11

収
め
ら
れ
て
い
る
。﹂

○
原
田
真
理
︵1979

︶﹁
源
順
和
歌
考
﹂﹃
平
安
文
学
研
究
﹄
62

　
﹁
順
の
和
歌
を
大
き
く
分
類
し
﹆
そ
の
中
で
古
今
集
の
影
響
を
受
け
て
い
る
歌
の
数

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。﹂

分
類

総
歌
数

影
響
を
う
け
た
数

％

あ
め
つ
ち
の
歌

48

8

16.7

碁
盤
歌

50

4

8

双
六
盤
歌

15

0

0

世
の
中
を
何
に
譬
へ
む

10

0

0

屛
風
歌

89

6

6.7

そ
の
他

42

2

4.8

百
首
歌

100

10

10

【
注
2
】﹁
回
文
︵
体
︶﹂
お
よ
び
そ
の
諸
類
型
の
名
称
や
表
記
と
し
て
﹆
山
岸
徳
平

︵1963

︶﹆
五
島
和
代
︵1967

︶
に
は
次
の
よ
う
な
名
称
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

○
山
岸
徳
平
︵1963

︶﹁
回
文
体
の
詩
の
書
き
様
と
回
文
の
和
歌
﹂﹃
田
山
方
南
華
甲
記

念
論
文
集
﹄

　

回
文
体
＝
廻
文
体
﹆
廻
文
反
覆
体
﹆
織
錦
廻
文
﹆
織
錦
廻
文
之
図
﹆
廻
文
詩
﹆
廻
文

錦
字
詩
﹆
璇
璣
図
﹆
旋
機
図
﹆﹁
ゆ
ふ
だ
す
き
の
歌
︵
ゆ
ふ
た
す
き
体
︶﹂︵
後
世
の

一
名
称
︶。﹁
五
言
排
律
廻
文
﹆
七
言
律
廻
文
﹆
五
言
絶
句
廻
文
﹆
七
言
絶
句
廻
文
﹂

そ
れ
ぞ
れ
の
中
に
さ
ら
に
﹆﹁
規
式
回
文
﹆
玉
連
環
﹆
廻
環
体
﹆
転
尾
連
環
﹆
転
尾

減
字
連
環
﹆
脱
卸
︵
シ
ヤ
︶
連
環
な
ど
﹂。
ま
た
﹆﹁
短
式
回
文
﹆
三
言
回
文
﹆
錦
纒

枝
﹆
花
罎
﹆
霊
檀
几
﹆
鞶
鑑
図
な
ど
と
﹆
色
々
の
類
が
考
へ
出
さ
れ
た
﹂。

○
五
島
和
代
︵1967

︶﹁
雙
六
盤
・
碁
盤
歌
﹂﹃
平
安
文
学
研
究
﹄
39

　

①
回
文
を
収
載
す
る
日
中
の
文
献
﹆
②
回
文
の
名
称
を
以
下
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い

る
。

①
廻
文
詩
を
収
載
す
る
中
国
の
文
献
﹃
正
続
合
鐫
回
文
類
聚
﹄﹆
同
じ
く
日
本
の
文

献
と
し
て
﹃
本
朝
文
粋
﹄﹃
本
朝
続
文
粋
﹄﹃
朝
野
群
載
﹄。

②
﹁
廻
文
に
は
二
通
り
の
形
式
│
│
図
の
形
と
普
通
の
詩
の
形
│
│
が
あ
り
﹆
普
通

の
詩
の
形
を
と
つ
て
い
る
も
の
が
廻
文
詩
で
あ
る
由
縁
は
﹆
反
覆
し
た
り
逆
読
可

能
で
あ
る
点
﹂
で
あ
る
と
す
る
。

　
﹁
廻
文
詩
に
は
こ
の
他
に
図
の
形
を
と
つ
て
い
る
も
の
が
あ
り
﹆﹃
回
文
類
聚
﹄
に

は
﹆
織
錦
図
﹆
円
形
の
盤
中
詩
﹆
環
状
の
玉
連
環
﹆
鏡
の
形
の
鏡
帯
﹆
瓶
の
形
の

碧
泉
瓶
﹆
蓮
形
の
蓮
房
﹆
扇
影
等
々
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
廻
文
詩
が
見
ら
れ
る
。﹂

　
﹁
有
名
な
蘇
蕙
の
璇
璣
図
﹂﹁
脱
卸
連
環
﹂﹁
廻
文
歌
﹂﹁
廻
文
連
歌
﹂﹁
廻
文
対
﹂

【
注
3
】
こ
の
点
は
﹆
安
部
︵2017

︶
に
述
べ
た
よ
う
な
﹆
漢
文
技
巧
︵
対
句
︶
を
和

歌
世
界
に
応
用
す
る
こ
と
を
源
順
が
既
に
実
践
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
指
摘
で
あ
る
。

【
注
4
】
な
お
﹁
源
順
集
﹂
に
﹁
影
︵
か
げ
︶﹂
と
﹁
風
︵
か
ぜ
︶﹂
の
異
本
が
あ
る
点

に
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。﹁
貫
之
集
﹂
の
﹁
夕
暮
れ
﹂
と
の
対
応
を
考
慮
す
る
な

ら
﹆﹁
夕
暮
れ
﹂
に
対
す
る
﹁
影
﹂
の
蓋
然
性
が
﹆
原
文
と
し
て
は
勝
る
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
金
子
︵1993

︶
で
は
﹁﹃
ま
つ
の
か
ぜ︵
げ
︶こ
そ
ふ
か
く
み
え
け
れ
﹄

は
解
し
に
く
く
﹆
異
文
も
あ
る
と
こ
ろ
だ
が
﹆
こ
こ
は
﹃
全
釈
﹄
の
述
べ
ら
れ
る
よ

う
に
﹁
ま
つ
の
か
ぜ
﹂
の
本
文
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。﹂︻
引
用
者
注
：
異
本
の
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人文 20号（2021）

﹁
げ
﹂
を
ル
ビ
と
し
て
記
載
し
て
あ
る
︼
と
し
て
い
る
。﹁
解
し
に
く
く
﹂
と
し
た
点

は
首
肯
さ
れ
る
。
即
ち
﹁
影
﹂
が
﹁
深
く
﹂︵
長
く
﹆
濃
く
︶
見
え
る
と
の
意
味
的

呼
応
か
ら
見
て
も
﹆
こ
こ
は
﹁
か
げ
﹂
の
方
が
む
し
ろ
原
文
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

﹁
ふ
か
く
﹂
は
貫
之
の
﹁
浪
﹂
や
﹁
河
﹂
の
縁
語
と
し
て
も
選
ば
れ
て
い
よ
う
。
一

方
﹆﹁
風
こ
そ
深
く
見
え
け
れ
﹂
で
は
文
意
が
通
り
が
た
い
。

　
　

さ
ら
に
挙
げ
る
な
ら
ば
﹆﹁
貫
之
集
﹂
の
次
の
和
歌
も
﹁
源
順
集
﹂
で
は
踏
ま
え

ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　

○  

﹁
か
げ
ふ
か
き
こ
︵
木
︶
の
し
た
風
の
吹
き
く
い
れ
ば
夏
の
う
ち
な
が
ら
秋
ぞ

き
に
け
る
﹂。

　
　

ま
た
﹆﹁
松
﹂
や
﹁
木
﹂
と
﹆
そ
の
﹁
か
げ
﹂
を
﹁
ふ
か
し
﹂
と
詠
ん
だ
和
歌
に

は
﹆
他
に
次
の
も
の
が
あ
り
﹆﹁
木
の
影
│
深
し
﹂
は
歌
の
題
材
で
も
あ
っ
た
と
み

ら
れ
よ
う
。

　
　

○  

か
げ
ふ
か
き
そ
と
も
の
な
ら
の
夕
す
ず
み
一ひ

と

木き

が
本
に
秋
風
ぞ
吹
く
︵﹃
後
京

極
集
﹄
46
︶

　
　

○  

し
ら
山
の
雪
の
う
ち
に
も
か
げ
ふ
か
み
松
を
た
の
み
て
と
り
や
な
く
ら
ん

︵﹃
新
古
今
和
歌
六
帖
﹄2553

︶

　
　

以
上
か
ら
﹆
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
﹁
か
げ
﹂
を
も
つ
本
文
が
原
本
と
見
て
お
く
こ

と
に
し
た
い
。

【
注
5
】
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
︵1998

︶﹃
風
流
と
鬼
﹄
平
凡
社

　
　
﹁
私
が
﹆
今
夕
﹆
こ
う
し
て
順
の
生
涯
に
照
明
を
あ
て
て
見
よ
う
と
思
い
立
っ
た

そ
の
訳
は
﹆︻
引
用
者
：
中
略
︼
多
種
多
様
な
活
動
を
飽
く
こ
と
な
く
続
け
た
こ
の

人
物
は
﹆
私
の
目
か
ら
見
る
と
﹆
日
本
文
化
を
今
日
あ
ら
し
む
る
に
努
力
し
た
最
大

の
功
労
者
・
先
覚
の
ひ
と
り
と
し
て
映
る
か
ら
で
す
。︻
引
用
者
：
中
略
︼
順
は
和

名
抄
編
纂
と
万
葉
集
解
読
の
二
つ
の
偉
業
に
よ
り
﹆
彼
な
か
り
せ
ば
そ
の
一
部
は
必

ず
や
湮
滅
し
去
っ
た
で
あ
ろ
う
﹆
古
代
日
本
か
ら
の
文
化
遺
産
で
あ
る
﹆
珠
玉
の

数
々
を
受
け
継
ぎ
﹆
私
た
ち
の
時
代
に
引
渡
し
て
く
れ
た
の
で
す
。

　
　

加
う
る
に
﹆
彼
の
活
動
の
場
は
﹆
中
国
文
化
に
培
わ
れ
た
学
者
の
世
界
と
和
歌
作

者
の
そ
れ
と
の
双
方
に
跨
っ
て
い
た
の
で
﹆
後
世
の
日
本
言
語
・
詩
歌
・
散
文
の
発

達
に
決
定
的
と
も
い
え
る
役
割
を
果
た
し
得
ま
し
た
。︻
引
用
者
中
略
︼
当
時
の
学

者
た
ち
は
﹆
伝
統
的
に
﹆
彼
ら
の
中
国
文
化
の
世
界
に
立
て
籠
り
﹆
道
真
︵
八
四
五

│
九
〇
三
︶
始
め
一
部
の
人
々
が
和
歌
に
熱
を
入
れ
て
も
﹆
そ
れ
は
実
作
者
と
し
て

で
あ
り
﹆
学
術
的
な
関
心
か
ら
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
ひ
る
が
え
っ
て
﹆
歌
詠
み

は
ど
う
か
と
い
い
ま
す
と
﹆
彼
ら
も
学
者
と
軌
を
一
に
し
て
﹆
自
ら
の
専
門
に
閉
じ

籠
る
ば
か
り
で
﹆
│
│
貫
之
に
代
表
さ
れ
る
若
干
の
例
外
を
除
き
│
│
﹆
概
し
て
学

問
に
疎
く
﹆
そ
う
遠
く
な
い
昔
ま
で
﹆
フ
ラ
ン
ス
で‘’ H

onnêtes gens“

︵
官
廷
人
・

社
交
人
︶
と
い
い
な
ら
わ
し
て
き
た
人
々
に
近
い
階
層
に
属
し
て
い
た
の
で
す
。

　
　

こ
の
風
潮
に
対
し
﹆
順
は
漢
学
者
と
し
て
蛍
雪
の
功
を
積
ん
で
得
た
学
殖
と
方
法

を
﹆
自
国
の
言
語
・
詩
歌
・
文
化
の
研
究
そ
の
も
の
に
応
用
し
ま
し
た
。
こ
の
点
で
﹆

彼
は
後
代
の
大
国
学
者
と
讃
え
ら
れ
る
﹆
親
房
﹆
契
沖
︵
一
六
四
〇
│
一
七
〇
一
︶﹆

真
淵
︵
一
六
九
七
│
一
七
六
九
︶﹆
宣
長
︵
一
七
三
〇
│
一
八
〇
一
︶
た
ち
の
先
学

の
そ
の
ま
た
鼻
祖
と
称
せ
ま
し
ょ
う
。

　
　

宣
長
と
同
じ
く
﹆
順
は
﹆
尚
古
の
念
か
ら
過
去
を
考
究
す
る
だ
け
で
は
満
足
せ
ず
﹆

当
時
の
歌
壇
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
と
と
も
に
﹆
同
時
代
の
自
国
語
の
彫
琢
と
﹆

言
語
学
的
基
盤
の
確
立
に
絶
え
ず
腐
心
す
る
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。﹂

︻
注
6
︼
以
下
に
﹆
藤
岡
忠
美
︵1966

︶
に
お
け
る
重
要
な
指
摘
を
少
し
長
く
な
る
が

引
用
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
源
順
﹆﹃
篁
物
語
﹄
で
の
﹁
緑
﹂
の
用
法
も
こ
の
系

譜
の
中
に
あ
る
。

○
紀
貫
之
に
お
け
る
﹁
高
砂
の
松
﹂︵
藤
原
︵1

9
6

6

︶p. 2
0

9

～
︶

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
﹆
貫
之
が
﹁
高
砂
の
松
﹂
の
概
念
を
﹆
特
殊
な
発
想
の
も
と

に
自
己
に
引
き
つ
け
て
歌
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
﹆
こ
の
歌
も
二
首
と
も

す
で
に
引
用
し
た
が
﹆
一
首
は
十
二
月
晦
日
に
身
の
上
を
嘆
い
て
詠
ん
だ
﹆

　
　
　

高
砂
の
峯
の
松
と
や
世
中
を
ま
も
る
人
と
は
我
や
な
り
な
ん

　

と
い
う
﹆
世
の
中
を
た
だ
見
守
る
だ
け
の
停
滞
し
た
運
命
に
な
る
不
安
を
う
た
っ
た

も
の
﹆
も
う
一
首
は
﹆
太
政
大
臣
忠
平
に
官
職
を
望
ん
で
訴
え
た
﹆
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源順における漢から和

（129）

　
　
　

い
た
づ
ら
に
世
に
ふ
る
物
と
高
砂
の
松
も
我
を
や
と
も
に
見
る
ら
ん

　

と
い
う
﹆
無
為
に
世
を
送
る
身
を
嘆
い
た
歌
で
あ
る
。
二
首
と
も
に
無
為
に
停
滞
し

て
世
を
終
る
我
が
身
を
高
砂
の
松
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。︻
中
略
︼
千
代
を
か
け
た

賀
歌
と
し
て
う
た
わ
れ
る
の
が
普
通
で
﹆
あ
と
は
山
頂
に
千
代
を
生
き
抜
く
孤
独
の

姿
と
し
て
転
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
貫
之
の
作
は
そ
れ
を
更
に
転
じ
た
も
の
で
﹆

﹁
拾
遺
集
﹂
雑
恋
に
入
っ
た
彼
の
歌
﹆

　
　
　

独
り
し
て
世
を
し
尽
さ
ば
高
砂
の
松
の
常
盤
も
甲
斐
な
か
り
け
り

　

と
い
う
﹆
孤
独
な
高
砂
の
松
を
リ
ア
ル
に
擬
人
化
し
た
歌
が
彼
の
発
想
の
基
本
に
あ

る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
歌
は
恋
歌
と
も
と
れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
そ
こ
ま
で
は
言
え

な
い
に
し
て
も
﹆
と
に
か
く
﹆
貫
之
が
登
庸
さ
れ
ぬ
沈
滞
し
た
わ
が
身
を
﹁
高
砂
の

松
﹂
に
重
ね
合
わ
せ
﹆
独
特
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
歌
い
上
げ
た
こ
と
は
注
目
に
値
し

よ
う
。

　
　

た
だ
し
﹆
古
今
集
雑
歌
上
に
は
﹆

　
　
　

か
く
し
つ
つ
世
を
や
尽
く
さ
む
高
砂
の
尾
上
に
立
て
る
松
な
ら
な
く
に

　

と
い
う
一
首
が
読
み
人
し
ら
ず
で
有
り
﹆
貫
之
よ
り
も
古
い
時
期
の
作
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
高
砂
の
松
を
﹆
無
為
に
生
を
終
る
も
の
と
し
て
見
な
し
て
い
る
点
﹆
貫

之
の
発
想
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
が
あ
る
。︻
中
略
︼
そ
の
通
念
を
す
て
て
古
歌
の

系
統
に
立
ち
﹆
そ
れ
を
さ
ら
に
感
情
移
入
の
歌
い
ぶ
り
で
自
己
に
引
き
つ
け
た
の
が

貫
之
の
場
合
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
歌
の
﹁
松
な
ら
な
く
に
﹂
と
い
う
い
い
方

の
﹆
他
者
と
し
て
松
を
離
し
た
扱
い
方
を
﹆
貫
之
の
場
合
は
﹆
不
遇
に
い
つ
も
置
き

ざ
り
に
さ
れ
て
い
る
無
為
で
孤
独
な
﹆
自
己
自
身
の
姿
そ
の
も
の
と
し
て
高
砂
の
松

を
見
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　

好
忠
を
始
め
と
す
る
﹁
後
撰
集
﹂
時
代
の
職
業
歌
人
た
ち
が
﹆﹁
緑
の
袖
﹂﹁
高
砂

の
松
の
緑
﹂﹁
住
の
江
の
松
の
緑
﹂﹁
緑
﹂
等
の
語
群
に
異
常
に
執
着
す
る
と
き
﹆
貫

之
の
こ
う
し
た
﹁
高
砂
の
松
﹂
の
発
想
を
背
景
と
し
て
い
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う

か
。
好
忠
た
ち
は
さ
ら
に
あ
く

4

4

の
強
い
か
た
ち
で
﹆
独
特
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
籠
め
て
﹆

不
遇
な
自
己
自
身
の
別
名
﹆
あ
だ
な
と
も
い
え
る
趣
で
﹆
卑
下
的
に
こ
れ
ら
の
語
を

使
っ
た
。
そ
れ
は
自
己
の
名
に
特
殊
に
執
着
す
る
の
と
同
じ
く
﹆
卑
下
と
同
時
に
訴

え
を
折
り
ま
ぜ
た
も
の
で
あ
っ
て
﹆
無
為
・
無
常
の
ひ
び
き
を
持
っ
て
い
る
た
め
に
﹆

グ
ル
ー
プ
の
中
の
共
通
語
と
も
い
え
る
趣
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
特
殊
な
ニ
ュ
ア
ン

ス
を
帯
び
た
語
と
し
て
共
通
語
的
な
役
割
を
果
た
す
に
至
っ
た
拠
り
所
と
し
て
は
﹆

さ
ら
に
後
景
と
し
て
の
拡
が
り
を
持
つ
貫
之
の
発
想
が
系
譜
と
し
て
結
び
つ
い
て
い

た
か
ら
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
貫
之
が
高
砂
の
松
を
不
遇
な
わ
が
身
と
一
体
化
し

て
わ
び
し
く
意
識
す
る
と
き
﹆
好
忠
た
ち
は
緑
衣
の
不
遇
を
契
機
と
し
て
﹆
貫
之
た

ち
専
門
歌
人
の
系
譜
線
上
に
自
己
の
姿
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
﹆

前
に
述
べ
た
訴
嘆
的
長
歌
の
連
続
し
た
系
譜
と
﹆
不
遇
を
訴
え
あ
る
い
は
嘆
い
た
和

歌
の
共
通
し
た
歌
い
ぶ
り
を
考
え
合
わ
せ
る
と
き
﹆
両
期
の
恵
ま
れ
な
い
職
業
専
門

歌
人
た
ち
の
間
を
共
感
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
た
﹆
伝
統
と
も
い
え
る
べ
き
つ
な
が
り

を
指
摘
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
﹆
好
忠
の
独
特
な
訴
嘆
調
に
端
的
に
見

ら
れ
る
よ
う
な
﹆
こ
の
時
期
の
生
活
派
的
な
職
業
歌
人
グ
ル
ー
プ
の
用
語
法
は
﹆
新

奇
な
歌
い
ぶ
り
と
い
う
か
た
ち
で
認
識
す
る
こ
と
は
当
を
得
た
も
の
で
は
な
く
﹆
貫

之
た
ち
専
門
歌
人
の
生
活
詠
的
な
側
面
を
伝
統
と
し
て
負
っ
て
ゆ
く
と
こ
ろ
に
む
し

ろ
生
れ
た
の
で
は
な
い
か
│
│
と
﹆
こ
の
限
ら
れ
た
語
句
の
考
察
を
通
し
て
本
稿
の

一
つ
の
結
語
に
思
い
至
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

︻
補
注
1
︼
源
順
作
の
和
歌
︵﹁
源
順
集
﹂﹁
源
順
百
首
﹂
ほ
か
︶
と
﹃
古
今
和
歌
集
﹄

と
の
対
の
和
歌
的
類
似
歌
は
﹆
原
田
氏
が
影
響
数
を
挙
げ
て
い
る
よ
う
に
他
に
も
確

認
で
き
る
︵
後
者
が
﹃
古
今
集
﹄︶。
具
体
的
指
摘
は
別
稿
に
譲
る
。

　

○
一
六
五　

千
鳥
な
く
さ
ほ
の
川
霧　

⇔　

三
六
一　

千
鳥
な
く
さ
ほ
の
河
ぎ
り

　

○
一
八
〇　

風
さ
む
み
な
く
か
り
金
に　

⇔　

二
一
一　

夜
を
さ
む
み
衣
か
り
が
ね

　

○
一
八
六　

春
ふ
か
み
井
手
の
川
浪
立
ち
か
へ
り　

⇔　

一
二
五　

か
は
づ
な
く
ゐ

で
の
山
吹
ち
り
に
け
り

︻
補
注
2
︼
本
文
8
章
に
て
紀
貫
之
と
﹆
源
順
や
河
原
院
歌
人
群
と
の
深
い
関
係
が
改

め
て
明
ら
か
に
出
来
た
が
﹆
こ
の
こ
と
で
﹆
こ
れ
ま
で
そ
の
稀
な
出
現
例
の
偏
在
に
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人文 20号（2021）

解
釈
の
糸
口
が
な
か
っ
た
﹁
た
う
め
﹂︵︽
老
婆
︾
な
ど
︶
の
使
用
に
﹆
関
連
性
が
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
で
き
る
。
即
ち
﹆
語
彙
﹁
た
う
め
﹂︵﹁
い
が
の
た
う
め
﹂
他
﹆

森
下
礼
子
︵1994

︶﹁﹃
た
う
め
﹄
小
考
﹂﹃
玉
藻
﹄
30
︶
は
﹆
平
安
前
期
で
は
﹆
出

現
順
に
貫
之
﹃
土
佐
日
記
﹄﹆
源
順
﹃
和
名
抄
﹄﹆﹃
篁
物
語
﹄︵
原
作
者
候
補
・
源
順
﹆

安
部
︵2017
︶︶﹆﹃
宇
津
保
物
語
﹄︵
原
作
者
候
補
・
源
順
︶﹆﹃
三
宝
絵
詞
﹄︵
源
為

憲
﹆
源
順
の
弟
子
︶﹆﹃
源
氏
物
語
﹄︵
源
順
お
よ
び
﹃
篁
物
語
﹄
の
影
響
を
受
け
て

お
り
︻
井
野
︵2011
︶・
安
部
︵2021

︶
ほ
か
︼︶﹆﹁
た
う
め
﹂
も
影
響
が
指
摘
で
き

る
六
位
の
夕
霧
の
場
面
で
の
使
用
︶
以
下
の
作
品
略
│
│
に
の
み
使
用
さ
れ
た
語
で

あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
﹃
土
佐
日
記
﹄
と
そ
の
他
の
使
用
に
は
な
ん
の
関
連
も
な
い
と

見
て
い
た
が
﹆
こ
れ
ら
の
使
用
は
す
べ
て
﹆
紀
貫
之
を
範
と
仰
ぐ
河
原
院
歌
人
群

︵
久
保
木
寿
子
︵1980

︶﹁
和
泉
式
部
の
詠
歌
環
境
﹂﹃
国
文
学
研
究
﹄
71
の
﹁
二
﹂

も
参
照
︶
の
一
人
で
あ
る
源
順
と
い
う
一
本
の
糸
で
つ
な
が
っ
て
い
る
用
語
で
あ
る
﹆

と
見
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。﹃
篁
物
語
﹄
の
作
者
は
少
な
く
と
も
河
原
院
歌
人

達
の
中
に
絞
ら
れ
て
こ
よ
う
。

︻
補
注
3
︼﹃
篁
物
語
﹄
で
は
﹆
平
安
前
期
の
ご
く
短
編
に
も
関
わ
ら
ず
﹆
そ
の
典
拠
と

な
っ
て
い
る
漢
籍
作
品
は
多
く
﹆
既
に
複
数
指
摘
さ
れ
て
い
る
︵
安
部
︵2021

︶︶。

な
ぜ
あ
れ
ほ
ど
ま
で
に
漢
籍
作
品
を
和
文
の
物
語
創
作
に
利
用
し
た
の
か
。
原
作
者

が
も
し
源
順
で
あ
る
な
ら
ば
︵
安
部
︵2017

︶︶﹆
本
稿
で
の
議
論
は
﹆
そ
の
理
由
の

一
端
の
解
明
に
つ
な
が
っ
て
く
る
こ
と
に
な
ろ
う
。﹃
篁
物
語
﹄
は
﹆
典
拠
漢
籍
の

和
文
物
語
化
と
い
う
観
点
か
ら
も
﹆
そ
の
創
作
目
的
と
作
品
自
体
の
解
釈
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

【
補
注
4
】﹁
源
順
集
﹂﹁
順
百
首
﹂
は
﹆
先
行
研
究
か
ら
の
引
用
部
分
で
は
先
行
研
究

の
原
文
の
ま
ま
と
す
る
。
そ
の
他
で
は
﹆
原
則
と
し
て
﹁
日
本W

eb

図
書
館
﹂
の

﹁
和
歌
＆
俳
諧
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
﹂
に
お
け
る
底
本
﹆
即
ち
﹁
源
順
集
﹂
は
書
陵
部
本

﹁
歌
仙
集
﹂
に
﹆﹁
順
百
首
﹂
部
分
は
伝
二
条
為
氏
筆
本
︵
天
理
図
書
館
蔵
︶﹁
好
忠

集
﹂
に
よ
り
﹆
便
宜
的
に
適
宜
表
記
を
改
め
た
場
合
が
あ
る
。

【
付
記
1
】
本
稿
は
次
の
研
究
費
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
も
あ
る
。
日
本
学
術
振

興
会
科
学
研
究
費2017

┋2019

年
度
基
盤
研
究
︵
Ｃ
︶︵
基
金
︶﹆
課
題
番
号
・

17K
02785

﹆
代
表
・
安
部
︶

【
参
考
文
献
（
主
に
源
順
関
係
）】︵
4
本
以
上
の
掲
載
論
文
が
あ
る
研
究
者
は
検
索
の

便
宜
上
﹆
後
半
に
ま
と
め
て
掲
載
し
た
︶

保
坂
三
郎
︵1941

︶﹁
源
順
論
：
資
料
篇
﹂﹃
史
学
﹄20

┋2

﹆1941.11

保
坂
三
郎
︵1942

︶﹁
源
順
論
﹂﹃
史
学
﹄20

┋4

岡
田
希
雄
︵1942.1

︶﹁
源
為
憲
伝
攷
﹂﹃
国
語
と
国
文
学
﹄﹆
昭
和
17
年
1
月

岡
田
希
雄
︵1942.3

︶﹁
源
順
伝
及
年
譜
︵
一
︶﹂︵﹃
立
命
館
大
学
論
叢
﹄
第
四
輯
﹃
国

語
漢
文
篇　

第
一
号
﹄﹆
昭
和
17
年
3
月

金
沢
春
友
︵1943.10

︶﹁
鹿
島
神
社
と
源
順
﹂﹃
伝
記
﹄10

┋10

井
上
豊
︵1948.2

︶﹁
宇
津
保
物
語
と
源
順
の
精
神
構
造
﹂﹃
国
語
と
国
文
学
﹄25

┋2

赤
木
志
津
子
︵1957.12

︶﹁
源
順
と
為
憲
﹂﹃
国
文
︵
お
茶
の
水
女
子
大
学
︶﹄8

石
川
徹
︵1958.11

︶﹁
物
語
作
者
と
し
て
の
源
順
の
作
家
的
成
長
と
蜻
蛉
日
記
と
の
関

係
﹂﹃
国
語
と
国
文
学
﹄35

┋11

川
口
久
雄
︵1959

︶﹃
平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究
﹄
三
訂
﹆424

﹆426

頁
﹆
明
治

書
院

川
口
久
雄
︵1959.3

︶﹁
源
順
の
作
品
と
そ
の
特
質
﹂﹃
平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究　

中
﹄
明
治
書
院

山
岸
徳
平
︵1963

︶﹁
回
文
体
の
詩
の
書
き
様
と
回
文
の
和
歌
﹂﹃
田
山
方
南
華
甲
記
念

論
文
集
﹄︵
山
岸
︵1971

︶
参
照
︶

小
沢
正
夫
︵1963

︶﹃
古
代
歌
学
の
形
成
﹄﹁
仮
名
序
﹂
塙
書
房

藤
岡
忠
美
︵1966

︶﹁
曾
祢
好
忠
の
訴
嘆
調
の
形
成
│
│
古
今
集
時
代
専
門
家
人
か
ら

の
系
譜
│
│
﹂﹃
平
安
和
歌
史
論
﹄
三
陽
社

犬
養
廉
︵1967
︶﹁
河
原
院
の
歌
人
達
│
│
安
法
法
師
を
軸
と
し
て
│
│
﹂﹃
国
語
と
国

文
学
﹄44
┋10
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源順における漢から和
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五
島
和
代
︵1967

︶﹁
雙
六
盤
﹆
碁
盤
歌
と
廻
文
詩
に
つ
い
て
﹂﹃
平
安
文
学
研
究
﹄
39

山
口
博
︵1967.10

︶﹁
後
篇　

沈
淪
の
歌
人
と
歌
集　

第
一
章　

源
順
論
﹂﹃
王
朝
歌

壇
の
研
究　

村
上
冷
泉
円
融
朝
篇
﹄
桜
楓
社

木
曽
根
章
介
︵1967.12

︶﹁
平
安
時
代
の
駢
儷
文
に
つ
い
て
﹂﹃
白
百
合
女
子
大
学
紀

要
﹄
3
︵
同
︵1994

︶﹃
王
朝
漢
文
学
論
攷
﹄
所
収
︶
岩
波
書
店

蔵
中
ス
ミ
︵1969
︶﹁
曾
丹
集
の
一
つ
の
問
題
│
曾
祢
好
忠
作
百
首
と
い
わ
ゆ
る
源
順

作
百
首
和
歌
│
﹂﹃
和
歌
文
学
研
究
﹄
25

葛
西
孜
︵1970.12

︶﹁
源
順
│
天
暦
時
代
知
識
人
の
典
型
﹂﹃
青
森
県
立
西
高
校
研
究

紀
要
﹄
5

山
岸
徳
平
︵1971

︶﹁
回
文
体
の
詩
の
書
き
様
と
回
文
の
和
歌
﹂﹃
和
歌
文
学
研
究
︵
山

岸
徳
平
著
作
集
Ⅱ
﹄
三
省
堂
︵
初
出
﹃
田
山
方
南
華
甲
記
念
論
文
集
﹄1963

︶

蔵
中
ス
ミ
︵1971.12

︶﹁
源
順
﹂﹃
国
文
学
﹄16
┋15

杉
谷
寿
郎
︵1973

︶﹁
源
順
﹂﹃
中
古
の
文
学
﹄︵﹃
日
本
文
学
史　
2
﹄
有
斐
閣
選
書
︶

大
曾
根
章
介
︵1975.10

︶﹁
古
典
の
人
物
像　

七　

源
順
﹂﹃
日
本
古
典
文
学
会
々
報
﹄

32

高
島
要
︵1978.3

︶﹁
文
人
・
歌
人
と
し
て
の
源
順
﹂﹃
石
川
工
業
高
等
専
門
学
校
紀

要
﹄
10

石
川
徹
︵1979

︶﹃
平
安
時
代
物
語
論
﹄
笠
間
書
院

石
川
徹
︵1979

︶﹁
宇
津
保
物
語
の
著
作
年
代
と
作
者
﹂﹃
平
安
時
代
物
語
論
﹄
笠
間
書

院

石
川
徹
︵1979

︶﹁
物
語
作
者
と
し
て
の
源
順
の
作
家
的
成
長
と
蜻
蛉
日
記
と
の
関
係
﹂

﹃
平
安
時
代
物
語
論
﹄
笠
間
書
院

赤
羽
学
︵1980.11

︶﹁﹁
源
順
集
﹂
の
雙
六
盤
歌
の
解
読
﹂﹃
和
歌
文
学
研
究
﹄
43

奥
村
憲
右
︵1981.1

︶﹁
紅
梨
秋
風
│
源
順
集
の
め
ぐ
り
﹂﹃
三
十
六
人
集
攷
﹄
3

川
口
久
雄
︵1981.11

︶﹃
平
安
朝
の
漢
文
学
﹄
吉
川
弘
文
館

佐
藤
高
明
︵1985.2

︶﹁
第
二
章　

反
骨
の
文
人
源
順
の
登
場
﹂﹃
天
暦
歌
人
の
資
料
と

研
究　

研
究
篇
﹄
ひ
た
く
書
房

村
山
恵
美
・
桃
田
聡
子
︵1989.11

︶﹁
王
朝
歌
人
に
関
す
る
一
﹆
二
の
疑
問
│
源
順
の

﹁
前
進
士
﹂
と
斎
宮
女
御
の
不
遇
意
識
﹂﹃
国
文
目
白
﹄
29

鈴
木
日
出
男
︵1992.3

︶﹁
梨
壺
の
五
人
│
﹃
万
葉
集
﹄
訓
読
﹂﹃
解
釈
と
鑑
賞
﹄57

┋3

久
保
木
寿
子
︵1992

︶﹁
初
期
百
首
歌
と
そ
の
成
立
時
期
﹂﹃
王
朝
私
家
集
の
成
立
と
展

開
﹄

三
浦
暁
子
︵1992.10

︶﹁﹃
和
漢
朗
詠
集
﹄
に
お
け
る
順
詩
に
つ
い
て
│
本
文
異
同
と

注
釈
﹂﹃
羽
衣
国
文
﹄
6

山
田
健
三
︵1992.10

︶﹁
順
︿
和
名
﹀
粗
描
﹂﹃
日
本
語
論
究
﹄
2

小
野
泰
央
︵1993.3

︶﹁﹁
よ
の
な
か
を
な
に
に
た
と
へ
む
﹂
歌
連
作
│
源
順
を
中
心
に

し
て
│
﹂﹃
中
央
大
学
国
文
﹄
36

稲
賀
敬
二
︵1995.12

︶﹁
女
流
歌
人　

中
務
︵
一
八
︶
│
歌
で
伝
記
を
辿
る　

隣
に
住

む
源
順
邸
の
梅
の
実
盗
難
事
件
︵
天
禄
の
頃
︶﹂﹃
礫
﹄110

稲
賀
敬
二
︵1996.1

︶﹁
女
流
歌
人　

中
務
︵
一
九
︶
│
歌
で
伝
記
を
辿
る　

隣
に
住

む
源
順
邸
の
梅
の
実
盗
難
事
件
・
続
︵
天
禄
の
頃
︶﹂﹃
礫
﹄111

黒
須
重
彦
︵1996.3

︶﹁
漢
文
学
の
日
本
文
学
へ
の
内
在
化
│
歌
語
﹁
峰
の
松
風
﹂
に

つ
い
て
﹂﹃
大
東
文
化
大
学
紀
要
︵
人
文
科
学
︶﹄
34

斎
藤
隆
︵1996.3

︶﹁
応
和
元
年　

順
・
能
宣
・
時
文
の
歌
会
﹂﹃
東
洋
文
化
︵
無
窮

会
︶﹄
76

稲
賀
敬
二
︵1996.11

︶﹁
女
流
歌
人　

中
務
︵
二
九
︶
│
歌
で
伝
記
を
辿
る　

源
順
﹆

能
登
へ
下
る
︵
天
元
二
年
春
﹆
実
は
三
年
春
か
︶﹂﹃
礫
﹄121

ぺ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
﹆
前
川
嘉
昭
︵1997.7

︶﹁
和
漢
兼
才
の
典
型
│
源
ノ
順

︵
九
一
一
│
九
八
三
︶
の
事
蹟
﹂﹃
文
学
﹄8

┋3

佐
藤
道
生
︵1998.10

︶﹁
詩
序
と
句
題
詩
﹂﹃
日
本
文
学
研
究
﹄
2
︵
同
佐
藤
︵2003

︶

﹃
平
安
後
期
日
本
漢
文
学
の
研
究
﹄
所
収
︶
笠
間
書
院

稲
賀
敬
二
︵1999.12

︶﹁
女
流
歌
人　

中
務
︵
六
六
︶
│
歌
で
伝
記
を
辿
る　

村
上
朝

へ
の
回
帰
散
策
・
康
保
二
年
屛
風
歌
︵
一
︶﹂﹃
礫
﹄158

高
井
美
和
子
︵2000.6

︶﹁
源
順
和
歌
論
│
屛
風
歌
に
お
け
る
形
式
的
享
受
と
独
創
的
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人文 20号（2021）

発
想
│
﹂﹃
瞿
麦
﹄
11

後
藤
昭
雄
︵2002.1

︶﹃
天
台
仏
教
と
平
安
朝
文
人
﹄
吉
川
弘
文
館

小
山
順
子
︵2002.12

︶﹁
藤
原
俊
成
﹃
月
冴
ゆ
る
﹄
の
表
現
と
漢
詩
﹂﹃
国
語
国
文
﹄71

┋12

佐
藤
信
一
・
正
道
寺
康
子
︵2003

︶﹃
源
順
漢
詩
文
集
﹄︵
私
家
版
︶
の
﹁
源
順
文
献
目

録
抄
│
│
漢
詩
文
・
伝
記
・
和
漢
比
較
文
学
関
係
﹂

井
野
葉
子
︵2008

︶﹁
浮
舟
物
語
に
お
け
る
篁
物
語
引
用
﹂﹃
清
泉
女
子
大
学　

人
文
科

学
研
究
所
紀
要
﹄
29

金
孝
淑
︵2009.02

︶﹁﹃
源
氏
物
語
﹄
の
夕
霧
と
﹃
篁
物
語
﹄
│
│
そ
の
構
造
と
表
現

の
類
似
を
め
ぐ
っ
て
│
│
﹂﹃
日
本
学
報
﹄
78
︵
韓
国
日
本
学
会
発
行
︶

金
孝
淑
︵2010

︶﹁
第
十
一
章　

大
学
の
学
生
の
夕
霧
と
﹃
篁
物
語
﹄
│
│
そ
の
表
現

の
類
似
を
め
ぐ
っ
て
│
│
﹂﹃
源
氏
物
語
の
言
葉
と
異
国
﹄
早
稲
田
大
学
出
版
部

︵
金
孝
淑
︵2009.02

︶
を
収
め
た
も
の
︶

井
野
葉
子
︵2011

︶﹃
源
氏
物
語　

宇
治
の
言
の
葉
﹄
森
話
社
︵
井
野
︵2008

︶
初
出
︶

　
　

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●
岡
田
希
雄
論
文

岡
田
希
雄
︵1942.1

︶﹁
源
為
憲
伝
攷
﹂﹃
国
語
と
国
文
学
﹄

岡
田
希
雄
︵1942.3

︶﹁
源
順
伝
及
年
譜
︵
一
︶﹂︵﹃
立
命
館
大
学
論
叢
﹄
第
四
輯
﹃
国

語
漢
文
篇　

第
一
号
﹄

岡
田
希
雄
︵1942.7

︶﹁
源
順
及
同
為
憲
年
譜
︵
上
︶﹂︵﹃
立
命
館
大
学
論
叢
﹄
第
八
輯

﹃
国
語
漢
文
篇　

第
二
号
﹄

岡
田
希
雄
︵1943.5

︶﹁
源
順
及
同
為
憲
年
譜
︵
下
︶﹁
源
順
及
同
為
憲
伝
付
年
譜
﹂
の

一
部
﹂︵﹃
立
命
館
大
学
論
叢
﹄
第
十
二
輯
﹃
国
語
漢
文
篇　

第
三
号
﹄

岡
田
希
雄
︵1943

︶﹁
源
順
及
同
為
憲
年
譜
﹂﹃
立
命
館
大
學
論
叢　

國
語
漢
文
篇
﹄
12

︵﹃
岡
田
希
雄
集
﹄︶

●
熊
谷
直
春
論
文

熊
谷
直
春
︵1972.6

︶﹁
秘
閣
に
お
け
る
源
順
│
後
撰
集
と
古
点
作
業
完
成
時
期
│
﹂

﹃
和
歌
文
学
研
究
﹄
28

熊
谷
直
春
︵1980.3

︶﹁
梨
壺
に
お
け
る
事
業
の
再
検
討
﹂﹃
国
文
学
研
究
﹄
70

熊
谷
直
春
︵1980.6

︶﹁
続
・
梨
壺
に
お
け
る
事
業
の
再
検
討
﹂﹃
国
文
学
研
究
﹄
71

熊
谷
直
春
︵1982.6

︶﹁
秘
閣
に
お
け
る
源
順
│
後
撰
集
と
古
点
作
業
完
成
の
時
期
│
﹂

﹃
和
歌
文
学
研
究
﹄
28

●
神
野
藤
昭
夫
論
文

神
野
藤
昭
夫
︵1972.3

︶﹁︽
源
順
伝
︾
断
章
│
│
そ
の
家
系
を
繞
つ
て
│
│
﹂﹃
古
代

研
究
﹄
2
号
﹆
早
稲
田
古
代
研
究
会
﹆
昭
和
47
年
3
月

神
野
藤
昭
夫
︵1981.3

︶﹁︽
源
順
伝
︾
断
章
│
│
若
き
日
の
順
を
繞
つ
て
│
│
﹂﹃
跡

見
学
園
女
子
大
学
国
文
学
科
報
﹄
9
号
﹆
昭
和
56
年
3
月

神
野
藤
昭
夫
︵1983.3

︶﹁︽
源
順
伝
︾
断
章
│
│
撰
和
歌
所
寄
人
と
な
る
ま
で
│
│
﹂

﹃
跡
見
学
園
女
子
大
学
国
文
学
科
報
﹄
11
号
﹆
昭
和
58
年
3
月

神
野
藤
昭
夫
︵1984.3

︶﹁︽
源
順
伝
︾
断
章
│
│
安
和
の
変
前
後
ま
で
の
官
人
と
し
て

の
順
│
│
﹂﹃
跡
見
学
園
女
子
大
学
国
文
学
科
報
﹄
12
号
﹆
昭
和
59
年
3
月

神
野
藤
昭
夫
︵1985.3

︶﹁︽
源
順
伝
︾
断
章
│
│
安
和
の
変
前
後
ま
で
の
文
人
と
し
て

の
順
│
│
﹂﹃
跡
見
学
園
女
子
大
学
国
文
学
科
報
﹄
13
号
﹆
昭
和
60
年
3
月

神
野
藤
昭
夫
︵1989.3

︶﹁︽
源
順
伝
︾
断
章
│
│
晩
年
の
文
人
順
を
め
ぐ
っ
て
︵
1
︶

│
│
﹂﹃
跡
見
学
園
女
子
大
学
国
文
学
科
報
﹄
17
号
﹆
平
成
元
年
3
月

神
野
藤
昭
夫
︵1992.1

︶﹁
源
順
論
│
│
﹁
題
鳥
養
有
三
の
狂
歌
﹂
を
め
ぐ
っ
て
│
│
﹂

石
川
徹
編
﹃
平
安
時
代
の
作
家
と
作
品
﹄
武
蔵
野
書
院
﹆
平
成
4
年
1
月
＝
神
野

藤
昭
夫
﹁︽
源
順
伝
︾
断
章
│
│
晩
年
の
文
人
順
を
め
ぐ
っ
て
︵
2
︶﹂
に
相
当

神
野
藤
昭
夫
︵1992.3

︶﹁︽
源
順
伝
︾
断
章
│
│
文
人
順
の
晩
年
と
具
平
親
王
及
び
そ

の
周
辺
の
人
々
│
│
﹂﹃
跡
見
学
園
女
子
大
学
国
文
学
科
報
﹄
20
号
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源順における漢から和

（133）

●
丹
羽
博
之
論
文

丹
羽
博
之
︵1980.7

︶﹁
曽
丹
集
と
漢
詩
文
│
﹁
つ
ら
ね
歌
﹂
と
﹁
蟬
聯
体
﹂
の
詩
に

つ
い
て
│
︵
一
︶﹂﹃
国
文
学
研
究
ノ
ー
ト
﹄
12

丹
波
博
之
︵1981.4

︶﹁
曽
丹
集
と
閨
怨
詩
﹂﹃
国
文
学
研
究
ノ
ー
ト
﹄
13
︵﹁
曽
丹
集

と
漢
詩
文
│
﹁
つ
ら
ね
歌
﹂
と
﹁
蟬
聯
体
﹂
の
詩
に
つ
い
て
│
︵
一
︶﹂
の
︵
二
︶

に
相
当
す
る
︶

丹
羽
博
之
︵1982.12
︶﹁
曽
丹
集
と
漢
詩
的
表
現
﹂﹃
平
安
文
学
研
究
﹄
68

丹
波
博
之
︵1985.6

︶﹁
源
順
に
お
け
る
和
歌
と
漢
詩
│
﹁
探
字
﹂
の
和
歌
と
探
韻
│
﹂

﹃
平
安
文
学
研
究
﹄
73

●
西
山
秀
夫
論
文

西
山
秀
人
︵1987.12

︶﹁
源
順
の
歌
風
に
つ
い
て
│
│
永
観
元
年
藤
原
為
光
家
障
子
歌

を
中
心
に
﹂﹃
語
文
﹄
69

西
山
秀
人
︵1989.5

︶﹁
源
順
の
歌
風
に
つ
い
て
│
│
応
和
元
年
12
月
17
日
昌
子
内
親

王
御
裳
着
屛
風
歌
を
中
心
に
﹂﹃
中
古
文
学
﹄
43

西
山
秀
人
︵1989.6

︶﹁
源
順
の
歌
風
に
つ
い
て
│
│
右
兵
衛
督
忠
君
朝
臣
屛
風
歌
を

中
心
に
﹂﹃
語
文
﹄
74

西
山
秀
人
︵1990.8

︶﹁
源
順
の
歌
風
に
つ
い
て
│
│
源
高
明
大
饗
屛
風
歌
を
中
心
に
﹂

﹃
古
典
論
叢
﹄
22

西
山
秀
人
︵1990.9

︶﹁
源
順
の
歌
風
に
つ
い
て
│
│
天
元
二
年
内
裏
屛
風
歌
を
中
心

に
﹂﹃
日
大
三
高
研
究
年
報
﹄
26

西
山
秀
人
︵1992.11

︶﹁
源
順
歌
の
表
現
│
│
好
忠
お
よ
び
河
原
院
周
辺
歌
人
詠
と
の

関
連
│
│
﹂﹃
和
歌
文
学
研
究
﹄
64

西
山
秀
人
︵1995.12

︶﹁
源
順
と
後
撰
集
│
│
順
は
後
撰
集
編
纂
に
関
与
し
た
か

│
│
﹂﹃
語
文
﹄
93
日
本
大
学
国
文
学
会

●
原
田
真
理
論
文

原
田
真
理
︵1979

︶﹁
源
順
の
漢
文
芸
作
品
に
つ
い
て
﹂﹃
平
安
文
学
研
究
﹄
61
号

原
田
真
理
︵1979

︶﹁
源
順
和
歌
考
﹂﹃
平
安
文
学
研
究
﹄
62
号

原
田
真
理
︵1983

︶﹁
源
順
不
遇
感
と
そ
の
背
景
﹂﹃
平
安
文
学
研
究
﹄
70
号

原
田
真
理
︵1987

︶﹁
源
順
と
和
歌 

┋源
順
集
を
手
が
か
り
と
し
て
┋﹂﹃
香
椎
潟
﹄
33

号

原
田
真
理
︵1990

︶﹁
源
順
﹁
あ
め
つ
ち
の
う
た
﹂
注
釈
﹂﹃
宮
崎
女
子
短
期
大
学
紀

要
﹄
17
号

原
田
真
理
︵1992

︶﹁
和
歌
の
趣
向
と
そ
の
意
味
す
る
も
の
│
順
と
好
忠
の
歌
群
を
中

心
に
│
﹂﹃
平
安
文
学
論
集
風
間
書
房
﹄

原
田
真
理
︵1994

︶﹁
源
順
﹁
雙
六
盤
歌
﹂
注
釈
﹂﹃
宮
崎
女
子
短
期
大
学
紀
要
﹄
22
号
﹆

pp. 15

┋20

原
田
真
理
︵1996

︶﹁
源
順
集
﹁
大
納
言
源
朝
臣
大
饗
屛
風
歌
﹂
注
釈
﹂﹃
宮
崎
女
子
短

期
大
学
紀
要
﹄
22
号
﹆pp. 13

┋21

原
田
真
理
︵1998

︶﹁﹃
源
順
集
﹄
康
保
五
年
屛
風
歌
注
釈
﹂﹃
宮
崎
女
子
短
期
大
学
紀

要
﹄25

号
﹆pp. 33

┋39

原
田
真
理
︵2001

︶﹁
源
順
集
﹁
藤
大
納
言
障
子
の
歌
﹂
注
釈
﹂﹃
宮
崎
女
子
短
期
大
学

紀
要
﹄
28
号
﹆pp. 33

┋39

原
田
真
理
︵2002

︶﹁﹃
源
順
集
﹄︵226

～241

︶
注
釈
﹂﹃
宮
崎
女
子
短
期
大
学
紀
要
﹄

29
号
﹆pp. 23

┋28

●
安
部
清
哉
論
文
︵
源
順
と
﹃
篁
物
語
﹄
と
の
関
連
に
関
し
て
︶

安
部
清
哉
︵2010

︶﹁﹃
篁
物
語
﹄
の
井
野
葉
子
氏
﹁﹃
源
氏
物
語
﹄
浮
舟
巻
で
の
引
用
﹂

説
補
強
な
ら
び
に
祖
形
小
考
﹂﹃
古
典
語
研
究
の
焦
点
│
│
武
蔵
野
書
院
創
立
90

周
年
記
念
論
集
﹄
武
蔵
野
書
院

安
部
清
哉
︵2017

︶﹁
原
﹃
篁
物
語
﹄
の
作
者
・
成
立
年
と
源
順
お
よ
び
河
原
院
歌
壇

沈
淪
歌
人
群
の
長
歌
・
和
歌
│
│
九
六
一
年
か
ら
九
八
〇
年
頃
か
│
│
﹂﹃
学
習
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人文 20号（2021）

院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
﹄
63

安
部
清
哉
︵2018

︶﹁﹃
伊
勢
物
語
﹄
三
十
九
・
四
十
・
四
十
一
段
と
源
順
│
│
﹃
篁
物

語
﹄
第
Ⅰ
部
・
第
Ⅱ
部
共
通
の
一
典
拠
章
段
と
し
て
│
│
﹂﹃
人
文
﹄
16

安
部
清
哉
︵2019

︶﹁
贈
答
歌
と
会
話
と
段
落
構
成
か
ら
見
た
﹃
篁
物
語
﹄
と
い
う

〝
つ
く
り
歌
物
語
〟
の
創
出
﹂﹃
文
学
部
研
究
年
報
﹄
65

安
部
清
哉
︵2020
︶﹁
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
所
蔵
本
﹁
篁
物
語
﹂︵
影
印
︶
と

そ
の
〝
末
尾
有
空
白
系
統
本
〟
の
古
態
性
﹂﹃
人
文
﹄
18

安
部
清
哉
︵2021

︶﹁
変
体
仮
名
字
母
か
ら
見
た
一
写
本
﹃
篁
物
語
﹄
彰
考
館
甲
本

│
│
︻
附
載
︼
京
都
大
学
人
文
研
究
科
図
書
館
所
蔵
本
﹁
小
野
篁
集
﹂︵
影
印
︶

│
│
﹂﹃
人
文
﹄
19

安
部
清
哉
︵2021

︶﹁
指
示
詞
カ
系
派
生
語
語
彙
﹁
か
く
︵
て
︶﹂
類
と
平
安
物
語
冒
頭

表
現
か
ら
見
た
﹃
篁
物
語
﹄
│
│
人
物
の
対
比
構
造
と
主
題
│
│
﹃︵
学
習
院
大

学
︶
文
学
部
研
究
年
報
﹄
23

安
部
清
哉
︵2022

︶﹁
源
順
に
お
け
る
漢
か
ら
和
│
│
探
韻
か
ら
探
字
・
押
韻
の
和
歌

そ
し
て
歌
の
序
の
対
句
か
ら
対
称
的
和
歌
へ
│
│
﹂﹃
人
文
﹄
20
︵
本
稿
︶

　
　

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

EN
G

LISH
 SU

M
M

A
R

Y
M

inam
oto-no-Shitagou

︵源
順

︶’ s W
aka poetry

︵和
歌

︶, applying 
C

hinese techniques to W
aka

--From
 Tan-In

︵探
韻

︶to O
u-in

︵押
韻

︶, and from
 C

hinese poetry 
couplet technique

︵“ Tsui-K
u”

︵対
句

︶︶to sym
m

etrical W
aka  

“ Tsui-no-W
aka”

︵対
の
和
歌

︶.
A

BE
 Seiya

T
his paper focuses on M

inam
oto-no-Shitagou

︵源
順

︶, a m
id-H

eian poet 
and scholar of C

hinese literature w
ho is som

etim
es referred to as a literary 

figure, and discusses his technique that has received little attention. H
erein, I 

focused on his technique that can be called “ counterpoetic w
aka” , w

hich is 
found in the preface to waka and other poem

s w
ritten by Shitagou

︵順

︶, and 
exam

ined its significance in literary history. T
he practical application of this 

technique to the preface of waka and other poem
s, which he m

ade “ Japanese” , 
is a record of his use of the technique in C

hinese poetry, w
hich has been 

pointed out in the past.

　
　

It is a novel technique that should be re-evaluated as consciously 
transform

ing the couplets of C
hinese poetry into Japanese poetry. In 

addition, I confirm
ed that the traditional evaluation of Shitagou

︵順

︶’ s 
achievem

ents is not necessarily sufficient in this respect. T
his is a re-

evaluation of the developm
ent and refinem

ent of the exam
ples in the kana 

preface

︵仮
名
序

︶to the “ K
okin-W

aka-Shu

︵古
今
和
歌
集

︶”  and “ Preface 
to U

ta

︵U
ta no Jo: 歌

の
序

︶”  by K
i-no-Tsurayuki

︵紀
貫
之

︶. H
is actual 

w
ork and achievem

ents have only been pointed out by a few scholars, but 
they should be honored as equal to those of K

i-no-Tsurayuki

︵紀
貫
之

︶and 
Fujiwara-no-K

intou

︵藤
原
公
任

︶.
　

Key W
ords : M

inam
oto no Sitagou

︵源
順

︶, rhym
e

︵押
韻

︶, Japanization of 
antithesis technique

︵対
句
の
和
化

︶, Preface to W
aka

︵“歌
の
序

”

︶, 
Japanization of C

hinese poetry technique

︵“詩
序
の
和
化

“

︶
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